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 このたびは、『グローバルマネジメント』の創刊、誠におめでとうございます。

 昨年４月、長野県立大学は、自ら考え、自ら学び、主体的に行動し、グローバルな視野
で未来を切り拓き、地域を創生できるリーダーを育てることを使命として開学しました。
長野県の「知の拠点」としての取組、ソーシャルイノベーションの創出など、地域の課題
解決への貢献にも大きな期待が寄せられているところです。

 超高齢化社会の到来や急激な人口減少、AI、IoT、ロボットなど、第４次産業革命とも
呼ばれるテクノロジーの急速な発達など、私たちを取り巻く社会・経済環境は加速度的に
変化しています。この大きな時代の転換点を迎え、人生を楽しみ、しあわせに暮らすこと
ができる長野県を実現するには、人々が主体的に学び、社会を治めていくことにより、力
を合わせて新たな社会の仕組みを創り上げていくことが重要です。
 昨年４月にスタートさせた県総合５か年計画「しあわせ信州創造プラン2.0」では、本
県に脈々と受け継がれてきた「学びと自治の力」を政策推進のエンジンとして、新しい時
代にふさわしい県づくりを進めているところです。

 多くの中山間地域を抱える本県は様々な課題を抱えておりますが、課題があるからこそ
変化を起こし、イノベーションを起こして、新しい社会がつくられていきます。長野県立
大学には、「学びと自治の力」の活性化、また、地域の様々な分野の方々の交流の場、結
びつきの場としてその抱えている課題をブレークスルーする役割を期待しております。

 本誌『グローバルマネジメント』は、本県のシンクタンクとしての負託に応えるととも
に、学術的な議論の進化と発展に寄与することを目的として、教員の研究成果を掲載する
だけでなく、実務的・実学的な問題を広く取り上げるとお聞きしております。今後、『グ
ローバルマネジメント』が、全国に誇れる学術誌として発展していくことを願っておりま
す。

『グローバルマネジメント』の
創刊に寄せて

長野県知事　阿部　守一
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1．はじめに
 雑誌『グローバルマネジメント』の創刊にあたって，安藤理事長に，長野県立大学が目
指す教育について，編集部が伺いました。

2．大学教育の変化について
 私は1969年に大学を卒業したのですが，安田講堂事件の影響で，卒業は6月になりまし
た。ソニーに入社したのは４月なのですけどね。当時の東大全共闘には山本義隆1がい
て，非常に優秀な物理学者でした。大学をやめて予備校の先生になったのですが、独自に
研究を続けて今では科学史の研究で有名ですね。
 当時は，教養主義が大学に残っていた時代のように思います。だから大学の授業がなく
とも，自力でも勉強し，広く専門外のことも身に着けるという考えを，当時の学生は持っ
ていました。私も神保町に行って古本を買って，一日一冊必ず本を読むとか、世界文学全
集みたいなものを時間を決めて読破するとかしてました。最近の若い人は本を読まないら
しいので残念ですね。
 そのような教養主義を経て，経営に関する専門教育が必要な時代になってきたように思
います。私は1970年代にアメリカに一度目の赴任をしたのですが，その頃から日本経済の
急激な成長に対して，米国の徹底した研究がなされるようになりました。エズラ・ヴォー
ゲルの『ジャパン・アズ・No. 1』2やソローなどのMITの研究者グループが出版した『メ
イド・イン・アメリカ』3，トヨタ生産方式を徹底的に研究した“The�Machine�That�
Changed�the�World”４，レーガン大統領の要請で出された『ヤングレポート』５などがそう

長野県立大学の今と未来

安藤　国威
長野県立大学理事長

               
1� （1941年－）。著作に『磁力と重力の発見⑴⑵⑶』（みすず書房，2003年）など。
2� Ezra�F.�Vogel,�“Japan�as�Number�One:�Lessons�for�America,”�Harvard�University�Press�1979.
3� Michael�L.�Dertouzos,�Robert�M.�Solow�and�Richard�K.�Lester,�“Made�in�America�-�Regaining�the�Productive�

Edge,”�The�MIT�Press,�1989.
４ James�P.�Womack,�“The�Machine�That�Changed�the�World,”�Scribner,�1990.
５� ヒューレット・パッカード社社長だったジョン・ヤング（John�Young）を大統領諮問委員会の委員長とし
てまとめられた報告書。正式名を“Global�Competition�-�New�Reality”という。
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です。そうやってアメリカは国を挙げて，日本企業を研究すると同時に，半導体協定や関
税（ダンピング税）をかけるといった対応をしてきたわけです。また財界でも，インテル
のロバート・ノイス6などは徹底したアンチジャパンでした。現在のアメリカと中国の貿
易戦争と似たような構図でした。しかし貿易摩擦を政治面で解決しようとしても，根幹に
は影響を与えるものではありません。重要なのはイノベーションです。アメリカは日本の
得意なものづくりからIT，コンピューターソフト，通信産業といった産業へ，国家戦略と
してシフトしていきました。イノベーションの部分についてもちゃんと実行したわけです。
 日本は大学で一般的な教養教育を行い，卒業してから、企業がOJTで鍛えなおすことを
してきました。アメリカ的なMBAが良いとも思いませんが，ともかくMBAで学んで即戦
力で入社してくる。MBAには世界各国から優秀な人材が留学してきますが，日本の大学
には留学してこない。今の日本は専門も教養も中途半端となっているのではないでしょう
か。

3．実践教育の重要性について
 80年代後半から90年代にかけての2度目のアメリカ赴任で日本のものづくり産業がアメ
リカに逆転される実態を如実に体験して日本に帰ってきて，それまでソニーが得意でな
かったパソコンビジネスに携わりました。VAIOを立ち上げていた頃，新入社員にチュー
ターを付けて，9月に発売されるVAIOのニューモデル用に，アプリを新人に開発させた
ことがあります。50人ぐらいの新入社員がいると，1人か2人は直ぐに使える素晴らしい
アプリを創るのです。プログラミングも未経験だったのに。学生は鍛え方なのです。教育
は環境であり，早ければ早い方が良いのです。長野県立大学の理事長を引き受けたのは，
アメリカでの体験とVAIOの立ち上げの経験があったからです。アントレプレナー意識を
持った人を育てることが重要であり，そのような人材がイノベーションの担い手となって
いくのです。
 長野県立大学では理事長裁量経費を使って学生支援を行う場合もあるのですが，応募し
てきた学生にはいろんなことを経験してもらいたいと思っています。例えば，古着の寄付
を募り，お客さんがつけた値段で販売するという，ユニークなアイディアの「古着店プロ
ジェクト」がすでに始動しています。
 私自身も，長野県経営者協会や長野県産業イノベーション推進本部と一緒になって，信
州ITバレー構想の実現に取り組んでいます。長野県にITクラスターを作りたいと思って
いるのですが，本学の学生たちにそこで生まれるベンチャーにも就職して欲しいと思って
いますし，学生の頃から，インターンシップやその他の形で，様々な経験をして欲しいと
思っています。
 私が就職活動をしていた時，ソニーの売上高は700億を超えた位で，日立や松下といっ

               
6 Robert�Norton�Noyce（1927－1990年）。インテルの共同創業者の一人。
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た大企業と比べるべくもなかったのですが，社長の時には7兆円を超えていました。当時
周りの人から「エンジニアでもないのになぜソニー入るのか」と問われましたが，本当は
起業したかった私に，ソニーの企業文化はあっていたのだと思います。ソニー入社後，実
際，私はソニー生命，VAIOやデジタルカメラといったベンチャー的な事業をゼロから立
ち上げるチャンスに恵まれました。
 学生たちには，挫折を乗り越えながら強くなって欲しいと思っています。何事もすぐう
まくいくわけではないのです。そのためには，早くからグローバルな経験をして欲しい。
それは本で読んでもわからないことなのです。地方国公立大学の学生は，公務員になる人
や，地方銀行に就職する人が多いと聞きます。それは周りのロールモデルにそういう人が
多いのかもしれません。私にとっては，井深さん7や盛田さん8がロールモデルでした。
私は入社後，始めは仕事に身が入らなかったのですが，直接の謦咳に触れて，がぜん仕事
にやる気が出たのです。明確なビジョンと具体的な戦略を示すのがリーダーだと実感しま
した。
 若い頃は，夢が無限にあります。実際に可能性もあります。しかし年齢と共に，夢を諦
めて，妥協する人生になりがちです。私は学生たちに，個人として実り豊かな人生を送っ
て欲しい。それは偏差値がいくらとか就職率が何％とかという話ではありません。少人数
教育を活かして，先生方と一対一で話し合いながら，本学の４年間で本当に好きなこと、
やりたいことを見付けて、その夢の実現に向かって挑戦して欲しいと思っています。

               
7 井深大（1908－1997年）。1946年にソニーの前身，東京通信工業を創業した。
8 盛田昭夫（1921－1999年）。ソニー創業者の一人。
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1．本学の立ち上げ
 長野県立大学には、グローバルマネジメント学部（GM学部）と健康発達学部がある。
GM学部は全学生定員の3分の2強を占める本学の中核学部であり、看板学部でもある。
まず長野県立大学の設立から話を始めたい。
 きっかけは四半世紀ほど前、県短大の卒業生による短大の４年制化への要望を目的とす
る12万の署名活動があった。その要望は、ようやく8年前の阿部知事の時代に取り上げら
れ、知事の指示により、有識者を揃えた設立準備委員会が設置された。そして2年かけて
４年制の総合県立大学の基本構想案が作成されたのである。その基本構想案は新たな時代
に相応しいかなり理想の大学をめざしたもので、本学は他の県立大学にはない、思いきっ
た教育を行う大学となった。それが最も反映しているのが、県短大にはなかったGM学部
の新設と全員参加の海外研修である。一方で地域や県短大に対する配慮もあり、健康発達
学部が同時に創られ、結果として、二つの全く文化の異なる学部を持つ県立総合大学と
なった。
 一般には、短大の教員が４大化の構想案をつくるために、画期的な構想は出にくく、既
存の教員たちができる範囲の教育研究内容を、学部学科の名称だけ現代風にして提出する
ことが多かった。本学では第三者である有識者を中心に構想案を練ったことが、高い理想
をめざした新大学を誕生させる結果となったのであり、これは阿部知事の英断でもあっ
た。しかしそのために、二つの問題が生じた。県内にある同じ学部内容をもつ松本大学と
松本市から強硬な反対運動が起きたことと、県短大から４年制の大学に移ることができな
い教員の処遇問題（学部学科が変更されたため）である。
 基本構想案が発表されて1年後の今から５年前に、長野県立大学の理事長予定者と学長
予定者が発表され、安藤理事長と私がこの大学に関わることとなった。その最初の仕事
が、松本の反対運動を鎮めることだった。長野県立大学設立に対して10万の反対署名を集
めた松本市に出かけ、新大学設立の説明会を開き、反対者が9割以上という、完全なア
ウェイの中で、安藤理事長と並んで新４年制大学設立の意義を説明した。安藤理事長は終
始毅然として、新大学の高い志と長野県における意義を話された。初めの1時間は、全く

金田一真澄
長野県立大学学長

グローバルマネジメント学部の誕生に寄せて
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聞いてくれる様子がなかった。ところが理事長の熱い思いが徐々に聞く人たちに浸透して
いき、ヤジがやみ、最後にはこちらの設立の熱意に対して、温かい拍手が起きたのであ
る。帰りの車の中で、安藤理事長が、「こんなことは株主総会の修羅場を経験している人
間にとっては、なんでもないことです」と語った言葉が印象的だった。松本大学との確執
は今はないと考えている。もう一つの問題となった短大から４年制大学に移れなかった教
員については、大変気の毒な思いをさせてしまった。新たな教育の世界で仕事を見つけら
れることを、心から祈るばかりである。

2．グローバルマネジメント学部の成り立ち
 「グローバルマネジメント学部」という名称は、初め「総合マネジメント学部」だった
のだが、松本大学に同名の学部があったことから、熟慮の末一歩譲って「総合」を「グ
ローバル」に変更した。
 次に安藤理事長と行ったことは、本学に相応しい教員の採用面接である。新しい学部で
あるGM学部には、全国から大勢の教育熱心で、様々な専門性を持った教員が集まってき
た。臼井先生のように海外からも来てくださった。県短大の教員もすべて面接と模擬授業
によって新大学への採用の可否を決めた。一方で、GM学部の学部長をお願いできる人が
なかなか見つからなかった。たまたま安藤理事長のソニー時代の知り合いで、首都大学東
京の研究科長などを歴任され、大学運営にも長けていた森本先生を紹介され、彼に学部長
をお願いした。本学が開学する2年前のことで、新大学の立ち上げにも大きな力を発揮し
てくださった。
 マネジメントという学問分野についての知識は殆どなかったが、このGM学部に集結し
た先生方を見て、ぜひ「専門ゼミ」を充実させたいという思いに駆られた。理由は3つ。
一つは少人数教育で教員と学生との距離が近い教育を行うことが地方の小規模県立大学に
とって必須であり、ゼミはそれを最も実現しやすい授業形態だからである。二つ目は、マ
ネジメントという若い学問では、教室での座学だけでなく、実践的なフィールドワーク
や、現場に行っての社会勉強などが極めて有益であり、そのためには各教員がある程度裁
量をもって動ける授業が望ましいと感じたからである。三番目は、教育熱心で学問的魅力
を持った個性的な教員がGM学部に大勢集まったことである。もしも、教育に対していい
加減な教員が集まっていたら、ゼミ形式の教育は成立しない。しかし今回集まった教員
は、魅力的な専門世界の面白さを学生たちにきっと体験させてくれるに違いないと強く感
じたのである。こうした理由から、2年次以降の専門ゼミに力を入れられるカリキュラム
を森本学部長にお願いし、ゼミの単位の比重を増やしてもらった。
 これからは、高校生が志望大学を選択する理由として、「あの先生に学びたいから」と
いう時代になっていくはずである。発信力ゼミも、教員と学生との距離の近い授業であ
り、うちのGMは1年次から４年次までゼミがある大学と言えなくもない。ゼミで極めて
高い教育評価を得ている武蔵大学にも負けない親身な教育が期待できる。
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3．グローバルマネジメント学部の特色
 本学の特色である1年次全寮制と2年次全員海外研修は、6年前につくられた基本構想
案からすでに掲げられていたものである。全寮制については長野市を地盤とするある議員
から、自宅から通えば無料なのにとクレームをもらったが、これからの大学は学力だけで
はなく、人間としての力を磨くところでもあり、自律、協調性、社会性、思いやり、コ
ミュニケーションなどを身につけられる寮生活は、極めて意義のあるものと考える。寮は
単なる寝泊まりするだけの場ではない。更にまた近い将来、留学生たちが来た時の受け皿
ともなる。
 一方、全員参加の短期の海外研修を実現するために、柔軟に対応できる４学期制を導入
した。４学期のうちの1学期間だけを海外に行くことで、本学での学修期間のロスをでき
る限り少なくし、４年間できちんと卒業できるようにした。秋田の国際教養大学AIUは
素晴らしい大学だが、1年間の留学を課しているために、５年かかる学生が非常に多いと
聞いている。大学には学生をできるだけ４年間で社会に送り出す使命があるはずである。
本学の海外研修プログラムについては、中条先生が精力的に世界中の大学を飛びまわり、
まだ本学が開学していない厳しい状況の中で、海外の一流大学と独自の研修プログラムの
契約交渉をして、協定を結んでくださった。しかも他大学にはない、専門の内容をもつ優
れたプログラムである。彼がいなければ、全員海外研修は実現できなかったであろう。
 ４学期制の導入と同時に施行した100分14回の授業システムは、少しだけ夏休みや春休
みを長くして、学生も教員もリフレッシュすべきだという思いと、授業中にディスカッ
ションをする時間をとるには、100分ぐらいが必要と考えて導入した。ただ、４学期制で
は週2回という縛りが時間割の調整を難しくしている面があり、100分授業には、いかに
学生に飽きさせない授業をするかという課題が教員に突きつけられている。
 ソーシャル・イノベーション創出センターCSIについても、一言触れたい。このセン
ターの活動の素晴らしさについては、改めて説明するまでもないので、ここでは県立大学
としての存在意義の視点から述べたい。現在、公立大学は国立大学の陰になり、国立大学
の規模の小さいのが公立大学だというぐらいの認識しかない。公立大学の使命はまずは地
域貢献であるが、ある程度の地域貢献は、国立も私立もやっている。したがって、県立大
の地域貢献は県の地域貢献にとって不可欠な“重要な役割を担うもの”であるべきと考え
る。県行政の進め方は公平の原則によって、一部の地域だけを偏って支援することは難し
く、必要な計画や予算も前もって決めなければならないといった、様々な制約がある。県
立大学のセンターであれば、より柔軟に動ける利点を活かして、より効果的な地域貢献を
果たすことができる。県立大学と県とが地域の振興に対して役割を補完し合う関係を築く
ことが、これからの県立大学の目ざす姿であろう。CSIは大室先生を中心とした経験豊富
なスタッフにより、まさにそのモデルケースの役割を果たしている。CSIに対する長野県
民の期待、そして他の県立大学の注目度は極めて高い。

−7−

The Global Management of Nagano, Vol.1



 その他、本学では、企業のトップや地元で活躍している人に依頼して、オムニバスで授
業を行う象山学や、9名の英語専任教員を中心とする、週４回のレベル別英語集中プログ
ラムなど、魅力的な授業が数多く開講されている。ここではいちいち名前を挙げることは
しないが、開学にあたって多くの先生方のお世話になった。心よりお礼申し上げる。

４．終わりに
 最後に、本学の特色についてもう一言、つけ加えたい。本学には今までの大学にはない
大きな特色がある。ICUやAIUは、現在全国的に高い人気を誇り、グローバルな素養とし
ての英語と教養を身につけることが売りとなっている。しかし、本学にはこれらの大学に
はない強みがある。それは専門をきちんと学び修めるということである。ICUはリベラル
アーツ教育が基本であり、AIUは教養大学である。これからの時代、拠って立つ専門があ
ることは絶対であり、教養は専門という前提があって、はじめてその真価を発揮するもの
である。専門が核となり、その周りを教養が包み込むことで、専門がより広く活性化し、
深みを増すのである。本学では、専門として、経営学、栄養学、幼児教育学がきちんと身
につくように学ばせている。その上で、全員が短期ではあるが、その多感な時期に海外研
修に参加することが原則として義務付けられている。専門が何であれ、世界を自ら体験
し、グローバルなセンスや視野を身につけることが、これからの時代、すべての大学生に
求められているのである。
 大学とは、学生たちに知識やスキルを教えるだけではなく、むしろ人生の生き方を学ば
せる場だと考えている。また一方で、大学とは人類の英知を継承・発展していく使命を持
つものでもある。その使命のために、このジャーナルがいくらかでも世界に貢献できるこ
とを願って、この駄文を閉じたい。

−8−

『グローバルマネジメント』第1号



1　はじめに
 ハイ・ベロシティ（high�velocity）と呼ばれる今日のグローバルな事業環境は、製品、
サービス、人材、知識やノウハウが比較的に自由に国境を越えて動き、技術革新、消費者
ニーズ、事業機会は絶え間なく、しかも急速に変化する一方、EUやASEANなど地域経済
圏の拡大、旧東欧諸国やアジア諸国の経済特区を活用した多様な産業政策による企業誘致
の強化、製品設計や製造プロセスのアウトソーシング企業の出現、電子部品や化学部材の
中間財市場の発達、情報通信や交通・物流インフラの発達によって、従来の製造業のグ
ローバルな生産体制が著しい変化を見せる、国際分業行動移行期にある。
 本研究の目的は、国際分業行動移行期にあって、アジアにおいては日系複写機・プリン
タ企業、欧州においては日系自動車企業を事例にして、ボーダレスな地域経済圏を前提と
した国際分業体制の一環である分散生産（fragmentation）の実態と今後の課題を検討す
ることにある。
 国際分業行動移行期にあって、アジアでは2008年の中国の外資優遇政策の廃止、2010年
にACFTA（中国ASEAN自由貿易協定）によるASEANプラスワンの発効、2011年発生し
た東日本大震災やタイの洪水によるサプライチェーンの断絶、2015年末のAEC（ASEAN
経済共同体）の発足を契機として、中国の珠江デルタなどの特定地域に集中的に展開して
いた製造業は従来の国際分業体制をASEAN地域に広く分散させる生産体制（分散生産）
を敷く動きがあった。とくに代表的な事例は、深圳を中心とする珠江デルタの部品生産か
ら組み立てまで一気通貫の産業集積を形成してきた複写機・プリンタ企業のベトナムや
フィリピンなどのASEAN諸国への展開である。
 また欧州においては、英国のEU離脱で問題化した自動車産業の分散生産について検討
した。1980年代後半に日系自動車企業は欧州に対するゲートウェイとして英国に生産拠点
を設けたが、2000年代以降、エンジンやトランスミッションなどの基幹部品をポーランド

森本　博行
グローバルマネジメント学部

国際分業行動移行期における国際経営管理
の実証的研究
—�分散生産（フラグメンテーション）体制下での日本企業の
新たな課題—

【論文】
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やルーマニアなどの旧東欧地域やトルコなどでの分散生産を進めてきた。
 本研究の目的は、分散生産における地域統括会社の役割と分散生産に対する英国のEU
離脱がもたらす課題について自動車産業を事例にして検討することにある。自動車会社を
事例にしたのは、英国・大陸諸国間で国境を越えて、生産拠点間や協力企業と垂直的に相
互依存する分散生産が行われており、英国のEU離脱の顕著な影響が想定されるからであ
る。本研究では、日系自動企業の分散生産の経緯を明らかにし、さらに英国のEU離脱に
伴う欧州地域における分散生産体制の課題について詳細な調査を実施し、今後の課題を明
らかにした。

2　国際分業行動と分散生産（フラグメンテーション）
 製造業の国際分業行動と呼ばれる現象としては、海外直接投資によって現地法人を設立
して生産機能を移管するオフショアリング（foreign�offshoring）に対して、国外の製造企
業に生産機能や生産機能に設計機能を含めて業務委託するアウトソーシング（foreign�
outsourcing）と、国内生産回帰ということでリショアリング（reshoring）がある。アウ
トソーシングとは、垂直的産業内貿易（vertical�intra-industry�trade）における生産工程の
一部ないし中間財である電子部品やデバイスなどの生産委託を意味しているが、日本企業
のアジアでの生産活動は、日本国内の生産活動と並行して、水平的な製品分業関係を維持
しながら発展したこともあり、その意味でアメリカ企業とは異なって、オフショアリング
とアウトソーシングとは明確に区別されてこなかった（伊藤、深尾2005）。
 垂直的産業内貿易には、分散生産がある。分散生産とは、異なる地域に同一の最終製品
にいたる垂直統合の生産プロセスを複数のブロックを関連企業に分散させて生産するこ
と、と定義され（Deardorff�1998，Jones�and�Kierzkowski�2000）、EMS企業やODM企業へ
の生産委託とは異なる。生産プロセスの分散化は、分解された生産ブロックを、それぞれ
の活動に適した比較優位を生かした立地条件に分散立地させることであり、生産ブロック
を高度な人的・物的資本集約的プロセスと労働集約的プロセスに分けて、製品や部品の生
産・輸出をするという結論が導かれる（木村2003）。
 分散生産の導入レベルの程度を決定する要因としては、第一に技術的分割可能性
（divisibility�of�production�processes）、第二に生産工程の労働集約的要素の集約度（生産工
程に労働集約的プロセスが含まれる程度、factor� intensity�of� the�process）、第三に各生産
工程の技術的な複雑性の存在（technological�complexity�of�each�process）、第四に製品価
値に対する重量比率（value�to�weight�ratio�of�the�product）が挙げられる（Lall�et.�al�2004）。
 分散生産が促進された背景には、国際貿易の制度的変化に加えて、製品設計および生産
工程のデザインにアーキテクチャの概念が導入されたことも要因として挙げられる。
 分散生産は、従来の用語を用いれば、企業内垂直的工程間分業であり、製品を地域ごと
にわければ水平分業の要素も加味される適地生産を行うということになる。
 高度な人的・物的資本集約的プロセスと労働集約的プロセスを分離した事例としては、
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アメリカの「在外付加価値関税制度（関税簡素化法（806.30）、関税分類法（807.00）」1

の導入とメキシコの輸出保税加工企業制度を活用したマキラドーラでの適地生産があっ
た。これは、アメリカ国内で生産活動を行っていた製造業が、メキシコに製品の組み立て
に必要な製造設備を設置して、アメリカ国内生産部品や材料を輸出し、それをメキシコで
組み立てて逆輸入した場合には、メキシコにおける付加価値生産部分だけ、つまりメキシ
コで組み立てのために支払った賃金だけに５パーセントの輸入関税が付加される制度で
あった。制度導入には、生産プロセスを距離的・時間的に分割させることから生じる物流
やコミュニケーション費用に加えて付加価値に対する税負担などの付随的に発生するサー
ビス・リンク・コストが、賃金の軽減部分で吸収される必要があったが、むしろテレビや
自動車などの日本からの安価な製品流入の脅威に対するアメリカ企業の事業戦略の転換、
アメリカ政府の制度変更、メキシコ政府のマキラドーラ制度構築という3者の意図の結果
であった（図1）。

3－1　珠江デルタと日本の複写機産業
 珠江デルタは、広東省を流れる珠江河口の深圳、広州、珠海を結ぶ三角地帯であり、
1980年に香港に近接した深圳と珠海が経済特区に、1984年に広州が経済技術特区に指定さ
れ、外資企業に優遇措置を付与した（表1）。
 初期段階においては、香港を拠点とする外資企業が珠江デルタの郷鎮企業に生産委託す
る来料加工貿易の生産拠点として発展してきた（図2）。
 珠江デルタへの日本の複写機・プリンタ企業は、1990年1月のキヤノンの進出以降、リ
コー、ブラザー工業、セイコーエプソン、富士ゼロックス、沖データ、東芝テック、京セ
ラドキュメント、コニカミノルタといった完成品メーカーや感光体などの部品企業が進出
し、複写機やプリンタなどの事務機器の産業集積（agglomeration）が形成された（表2）。
 複写機やプリンタは、製品として、技術的分割可能性、生産工程の労働集約的要素の集
約度、各生産工程の技術的な複雑性の存在、製品価値に対する重量比率の最適化、製品設
計および生産工程のデザインにアーキテクチャ概念が導入されているということで、1990
年代から2000年代初頭にかけて日本からのフラグメンテーションが顕著になった。珠江デ
ルタの進出初期においては、ドラムユニットやレーザーユニットなどの基幹部品や半製品
を日本から輸入して、完成品の組み立てを行ったが、現在ではほとんどの部品デバイスを
珠江デルタで調達できるようになっており、効率的なサプライチェーンが形成された。さ
らに2007年以降、珠江デルタと垂直的な関係を維持しながら、ASEAN諸国への分散生産
を加速させた（表3）。

               
1� 関税簡素化法（1954）では、メキシコで半製品を製造し、アメリカ国内で組み立て等、加工を必要とする場
合のみ認めたが、関税分類法（1962）の改正によって、メキシコで完成品を製造した場合も認め、アメリカ国
内での加工を不要とした。
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 経済産業省の「第45回海外事業活動基本調査（2014年実績）」によると、ASEAN地域で
は、タイ、インドネシア、ベトナム、フィリピンでの日本企業の法人数の増加が2011年以
降、顕著に見られる。国際分業体制の見直しが、日本企業で行われていることが推測され
る。
 複写機・プリンタ企業を見ると、近年、ベトナムのハノイ、ハイフォン地域とフィリピ
ンのバタンガス地域に新たな生産拠点を設けることが顕著である。その要因として、第一
に中国政府の産業政策と労務政策の変更、第二にサムスン電子などの競合企業への対抗す
るための日本企業の事業戦略の強化、第三にASEAN経済共同体の発足等に加えて、高度な
先進的技術を有する外国企業を優遇するASEAN諸国の誘致強化の産業政策が挙げられる。
 中国政府は、2008年1月に外資優遇措置を撤廃するとともに、労働契約法を施行した。
その背景には、中国は、2001年にWTO加盟したが、その時に国際公約として求められた
「内外資同一化」があった。その結果、企業所得税法では、外資企業に対する優遇税率が
廃止（2007年）され、国内企業と同率となり、課税優遇措置として「二免三減（2年間免
除3年間半減）優遇税制」、先進的技術企業に対する3減（3年間半減期間の延長）、製品
輸出企業に対する税率半減・再投資の税還付制度、輸入設備の免税制度が廃止された（表
4）。
 また労働契約法では、従業員が連続して10年間の勤務、あるいは雇用契約を3回更新し
た場合には、正規従業員としての雇用保証、就業規則の制定・改訂の場合の労働者関与義
務、労働争議の仲裁費用の無料化、派遣労働者を従業員数の10パーセント以下にすること
など、労働者に対する権利保護が強化され、賃金上昇に加えて、社会保険料や各種手当て
の増加は、企業の労務負担を重くした（表5）。
 一方、深圳から海運等によって部品の輸送の容易なベトナムのハイフォンやフィリピン
のバタンガスに経済特区が設けられ外資企業に対する優遇政策が強化された（表6、表
7）。
 日本企業は、米国企業のゼロックスやHPの後塵を拝しながら、1980年代以降、トナー
カートリッジの発明やデジタル化の技術革新によってグローバル市場で競争力を維持しな
がら成長してきた。しかし、デジタル化は、コモディティ化をもたらし、市場が縮小の傾
向を示す中で低価格市場ではHP2とサムスン電子が高い世界シェアを獲得してきた（図
3）。
 さらに両社は、先進国市場のみならず成長著しい新興国市場を取り込む一方、日本企業
がこれまで強みを発揮してきたデジタル複合機市場に参入し、日本企業に脅威を与えてき
た。日本企業は、グローバル市場の事業戦略の強化を求められており、キヤノン、富士ゼ

               
2� HPは、サムスン電子の複写機事業を買収すると発表した（日本経済新聞電子版2016年9月12日）プリンタ
市場では複写機の機能を備えた複合機の需要が拡大している中、レーザープリンタで高いシェアを持つHP
は、低価格複写機技術を持つサムスン電子を取り込むことで一段の成長をめざす、という。
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ロックスをはじめとする日本企業は、珠江デルタの生産拠点を中国市場向け製品に転換す
る一方、ASEANに展開する新たな生産拠点をグローバル市場向けのプラットフォーム開
発を兼ねた生産拠点に転換する戦略を打ち出してきた。

3－2　小括
 珠江デルタからASEANへのフラグメンテーションは、中国政府の外資政策の転換や
ASEAN諸国の外国企業への優遇策もあるが、基本的にはグローバル市場における日本企
業の競合企業の脅威に対する事業戦略の強化である（図4）。
 しかしながら、新たな生産拠点をASEANに設置しても、現地での部品部材の調達には
困難性があり、依然として珠江デルタへ依存せざるを得ない状況にある。生産拠点をグ
ローバルに分散化させた多国籍企業の行動原理には、本来的に労働者に対する優位性、受
入国政府との交渉に対する優位性、税制レジームに対する優位性、リスク分散に対する優
位性がある（Letto-Gillies�2002）とされる。
 しかし、珠江デルタが効率的な産業集積であったがために、中国政府の政策転換に対し
ても、労働者に対しても、税制レジームに対しても、交渉力での優位性はむしろ中国政府
にあり、優遇政策の廃止、労働者の権利強化という制度変更に対する多国籍企業としての
優位性は発揮できないままであった。複写機・プリンタ企業の分散生産の含意は、珠江デ
ルタでは得られなくなった優遇策や生産コストの低減等の立地条件の改善にあるが、これ
まで、分散生産を容易にさせたデジタル化やモジュラー化が、競合企業の複合機への新規
参入を容易にした一方、競合企業の脅威を生じさせ、事業戦略の強化ために分散生産をせ
ざるを得なくなった状況がその要因として捉えられる。

４－1　欧州市場と日本企業
 日本企業の欧州市場へのアクセスは、70年代まで電気・電子機器、自動車などの輸出中
心であった。例外的に現地生産を開始した事例としては、1959年にソニーがアイルランド
のシャノン自由貿易空港生産拠点を設けて欧州市場向けのトランジスタラジオの現地生産 
を始めたこと、1962年にホンダがベルギーで二輪車のKD生産を始めたこと、1968年にト
ヨタがポルトガルで現地企業と提携してトラックのKD生産を始めたことなどである。
 輸出が中心であった理由として、宗主国であった欧州諸国と旧植民地であった諸国と締
結した「ロメ協定」があった。1973年に英国、アイルランド、デンマークが欧州経済共同
体に加盟し、1975年に「ロメ協定」を締結した。ロメ協定は、旧植民地に対して経済支援
を行うとともに、旧植民地からの製品輸入に対して関税や数量の規制に特恵を付与する取
り決めである。その結果、日本企業は、英国の植民地であったマレーシアのペナンやシン
ガポールを生産拠点にして、電気・電子機器を欧州市場向けに輸出する戦略が採用された。
 日本から欧州への輸出は、60年代後半から80年代前半にかけて、カラーテレビやVTR
などの電気・電子機器、自動車など、欧州各国の有力電気メーカーや自動車メーカーと競
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合しながらも急増した。欧州委員会は、80年代半ば以降、日本の産業界に対して輸出自主
規制を求めるとともに、急増する日本製品に対する反ダンピング関税を賦課した。最も顕
著な事例としては、フランス政府が日本製VTRの通関業務を内陸のポワチエの一カ所の
みで行うことで実質的に輸入を制限することがあった。こうしたことが契機となって、カ
ラーテレビなどの日本電子・電機企業は、欧州地域に生産拠点を設けることになった。カ
ラーテレビやVTRは、欧州各国ごとに放送方式が異なり、市場が分断していたので、各
国ごとに販売子会社を設立し、生産拠点もそれに対応させざるを得なかった。松下電器
（現パナソニック）やソニーなど日本の電子・電機企業は、製品ごとに欧州各国に水平分
業した生産拠点を設けた。80年代において、それらの企業は域内の生産拠点と各国の販売
子会社の戦略を調整・統合する目的で地域統括会社を設立した。

４－2　欧州市場と日系自動車企業
 欧州の自動車市場は、日本車と競合する小型車の製品ラインを持つ自動車企業が欧州各
国に存在するという特殊性があり、日本の自動車企業は、1986年以来、輸出総量規制と国
別の割当制度による制限を受けていた。また各国政府も独自に規制を行っていた。たとえ
ば日本車の市場シェアの上限は、英国では11％に、フランスでは3％に、イタリアでは
2％に、スペインでは1％に制限されていた。1987年にはアンチダンピング規制が強化さ
れ、アンチダンピング防止税の賦課や部品のローカルコンテンツ率を60パーセントにする
政策が施行された。さらに「域内市場白書（White�Paper�on�Completing�the�Internal�
Market）」では1992年までに単一市場となるということで、EUは域外企業に対してこれま
で以上に厳しい規制を課して、閉鎖的な保護主義となるのではないか、という脅威があっ
た。日系自動車企業は、欧州域内に生産拠点を設け、生産規模を拡大させて行った（図
5）。日系自動車企業は、欧州域内に進出している複数の生産拠点の調整と統合による国
際分業の効率化が求められ、その役割を地域統括会社で行おうとしてきた。
 欧州で最初に乗用車の生産拠点を設置したのはホンダであった。ホンダは、1979年に英
国のブリティッシュ・レイランド社と技術提携して乗用車の現地生産を行った。ホンダ
は、1985年、独自に英国に生産拠点を設けて、1989年に生産を開始し、1991年に統括管理
機能をもつ欧州統括本社（HME）をおいた。しかし、1999年に販売のための統括機能を
南欧担当についてフランスに、ドイツ以北の担当をドイツに移した。
 日産は、1980年にスペインの自動車企業であるモトール・イベリカを買収して商用車の
生産を始めた。日産の乗用車生産は、1984年に英国サンダーランド市の誘致を受けて1986
年から乗用車の生産を始め、さらに欧州市場向けの車種開発を目的として、英国とスペイ
ンにテクニカル・センターを設けた。日産は、各国に分散した生産拠点と販売組織を域内
企業として地域完結体制の実現と製造と販売を統合した戦略立案を行う目的で、1989年に
本社の第二海外事業部欧州室を母体としてオランダのアムステルダムに移転させて欧州地
域統括会社を設立した。日産は、完成車の組み立てラインはサンダーランドに集約してい
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るが、エンジンは、スペインやルノーの子会社であるルーマニアのDACIAから調達する
一方、欧州全域から部品を購買している。
 一方、トヨタ自動車は、1968年にポルトガルでトラックの生産を始めたが、1989年にフォ
ルクスワーゲンと提携してドイツで商用車の生産を開始した。欧州での本格的な進出は、
1992年に、英国で乗用車とエンジンの生産を開始したことによる。さらに1994年にトルコ
に生産拠点を設立した。1998年には欧州全体の生産活動と技術開発を統括するとともに生
産戦略を立案・推進するための地域統括会社（TMEM）をベルギーのブリュッセルに設
立した。TMEMは、1999年にポーランドにエンジンの生産拠点を設け、TMEMは、2001
年にはフランスで小型車の生産を開始するともに、ポーランドに第二工場として、トラン
スミッションとディーゼル・エンジンを供給するための生産拠点を設置し、さらにチェコ
ではプジョー・シトロエンと合弁会社を設立して小型車の生産を推進した。2005年には、
販売機能と生産機能を統合した持株会社として、さらに地域社会との良好なコミュニケー
ション活動を行う地域統括会社（TME）設立した。地域統括会社の役割は、英国と大陸
間に国際分業化した生産ネットワークによって、自動車のローカルコンテンツ率60％の実
現と生産と販売の効率化をはかることにある（表8）。

４－3　EUの拡大と分散生産
 EU加盟国は英国を含めて現在28カ国であり、国家の枠組みを超えて単一市場の形成を
はかってきた。EU原加盟国の6カ国（フランス、ドイツ、イタリア、ベネルクス3カ国）
によって1958年に生まれたEEC（欧州経済共同体）は、1967年EC（欧州共同体）となり、
70年代以降には英国などが参加し、マーストリヒト条約（1992年締結）の発効によって
1993年にはEU（欧州連合）へと発展してきた。また1996年にはEU・トルコ間で関税同盟
が結成され、農産物などを除いてトルコの原産地証明が得られれば、EU市場内に関税な
しに流通できることになった。
 2004年までのEU加盟国は15カ国であったが、2004年５月にはポーランド、ハンガリー、
チェコなどの東欧10カ国が加盟し、その後ブルガリア、ルーマニア、クロアチアが加盟
し、単一市場は東欧諸国まで拡大した。2004年以降のEU加盟国の拡大は、日本企業の国
際分業体制が分散生産体制を選択する契機でもあった。分散生産は、生産ブロックを高度
な人的・物的資本集約的プロセスと労働集約的プロセスに分けて、製品や部品を生産・輸
出することであり、アジア地域における複写機・プリンタ企業の分散生産の要因を分析す
ると、サービス・リンク・コスト、賃金、コーディネーション・コストの低減したことに
あり（木村2003、2006）、さらに、分散生産が加速して行われる条件として、北米のマキ
ラドーラの仮説と同様に、第一に市場における競合企業の脅威に対する企業の事業戦略の
強化の意思、第二に新生産国の誘因となる新たな制度の構築、第三に既生産国における経
済政策の変更であった。 
 欧州地域の分散生産は、日系自動車企業ばかりでなく、フォルクスワーゲンなどの欧州
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自動車企業でも行われている。
 仮説に基づく三つの条件に従えば、欧州での分散生産の要因は、第一に1990年代以降の
欧州市場における企業間競争の激化である。フォードは、欧州フォードで強い地位を築い
ていたが、1989年に英国のジャガーとランドローバ、スエーデンのボルボを買収し、戦略
を強化した。また従来の日系自動車企業の欧州生産に加えて、現代など韓国車が低廉な価
格で欧州市場に参入したことによる（図6）。
 第二に新生産国であるトルコとチュニジアが1996年にEUと関税同盟を締結し、さらに
2004年以降、東欧諸国がEUに加盟し、関税のない単一市場が拡大する一方、進出企業に
とって有利な経済特区が設けられたことである（図7、図8）。2000年代以降、日系自動
車部品企業の東欧地域に生産拠点推移は著しい伸長を示している（図9）。
 第三に既生産国である経済政策のもたらす為替変動である。2002年にユーロ貨幣の流通
が開始され、EUの経済通貨統合の第3段階にはいったが、英国は参加せずに「ポンド高
ユーロ安」（図10）となり、著しい英国との著しい賃金格差を生じた（図11）。英国を生産
拠点する自動車企業にとって、2000年代ユーロ圏で分散生産を促進する状況が続いた。

４－４　英国のEU離脱と自動車産業
 本研究の目的は、EU域内に展開する国際分業体制および地域統括会社に対する、英国
のEU離脱がもたらす経営課題について自動車産業を事例にして検討することにある。自
動車産業を事例にしたのは、英国は、日本企業のみならず、英国自動車企業のMiniを買
収したBMWのようなドイツ企業にとっても重要な生産拠点となっており、英国・EU域内
の諸国間の国境を越えて、自動車を構成する多数の部品や部材の分散生産が行われる国際
分業体制が形成されており、英国のEU離脱の条件次第では、顕著な影響が想定されるか
らである。
 英国の自動車産業の特徴は、英国自動車工業会（SMMT）の2017年のデータによれ
ば、英国では自動車の約181万台、エンジン255万基が生産されているが、自動車の78％
（141万台）が輸出されている。英国で生産される自動車は、部品の約60％をEU諸国から
調達している（図12）。一方、英国で販売される約312万台の自動車のうち、228万台は、
ドイツなどEU諸国から輸入に依存している。英国の自動車産業は、EU諸国との極めて強
い相互依存関係にある、と言える。
 英国のEU離脱は、これまでの生産ネットワークの分断することになる。欧州における
日本の地域統括企業の機能から、資金移動、人事・採用、自動車の型式認証、部品の購買
調達、製造、リペアパーツ、製品輸出、販売金融、技術開発（知的財産権）について脅威
と課題を列挙すると表9のようになる（表9）。

４－5　小括
 EU離脱（brexit）を選択した英国のテリーザ・メイ首相は、2017年3月29日、欧州連合
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（EU）基本条約第50条にもとづく離脱通知を行ったが、それによって離脱協定とさらに貿
易協定についての2年間の交渉プロセスが始まった。交渉結果次第では、将来のビジネス
環境に対する不透明感が投資減速やポンド安になる恐れがあり、英国やEU経済のみなら
ず日本経済に与える影響は甚大であると予想されている。JETROが、在欧日系企業に行っ
た調査によれば、在英企業では、第一にポンド安の為替リスクへの対応、第二に規制、法
制度の変更への対応、第三にサプライチェーンの変更であった（図13）。
 日本からEU向け直接投資の半分近くを英国向けが占めており、これまで日本企業は、
英国を欧州市場へのゲートウェイとしてきた。日本政府は、日本企業に対する具体的な影
響について、タスクフォースでとりまとめ、英国政府および欧州委員会に対して、離脱交
渉の明確化と制度変更時の移行・周知期間の設定、現行の英国・EU間の市場の一体性の
確保、自由貿易体制の維持について、離脱交渉の帰結と関係なく、これまでと同様な経済
活動ができるように14項目3からなる要望事項を伝えた。
 本研究では、欧州における地域統括会社の位置づけと直面する課題について検討した。
しかし、今後の英国と欧州委員会との交渉経過によっては、脅威が軽減することもあり、
今後の交渉経過を見守って行きたい。

5　まとめ
 本研究においては、従来の国際経済学の先行研究に加えて、国際経営戦略の視点で北米
のマキラドーラから抽出した分散生産に移行する仮説である、第一に既生産国の産業政策
の変更、第二に新生産国での産業政策の強化、第三に産業における企業間競争の脅威のも
たらす事業戦略の転換ないし強化、という三つの要因が同時に行われる事業環境にもとづ
いて、アジア地域における日系複写機・プリンタ企業、欧州地域における日系自動車企業
を事例にして論証を試みた。
 分散生産は、国境を越えたボーダレスな地域市場を前提としている。欧州では英国の
EU離脱、さらに北米ではトランプ政権によって北米自由貿易協定（NAFTA）の再交渉が
進められており、その内容次第ではこれまで進められてきた分散生産体制にとって新たな
課題が想定される。本研究では、英国のEU離脱を事例として分散生産のもたらす課題を
具体的な検討したが、従来にない本研究の意義として考える。

 本研究は、科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）平成26年度～平成28年度 
課題番号26380513「国際分業行動移行期における国際経営管理の実証的研究」の研究成果
である。

               
3� 「英国およびEUへの日本からのメッセージ」（政府タスクフォース2016年9月2日）
 https://www.kantei.go.jp/jp/singi/euridatsu_taskforce/pdf/message.pdf
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1　はじめに
1－1　国際会計基準（IFRS）を巡る問題点
 国際的に統一された高品質な財務報告の基準を提供することを謳う国際会計基準  
（International�Accounting�Standards,�International�Financial�Reporting�Standards。以下、
IFRSという。）1を巡っては、実際の適用が進められる中で、様々な問題点が指摘されてい
る2。問題点は、主に、次の2つの側面から整理できるものと思われる。
 ①各国・地域の取り入れる基準が同質のものとなっていない。IFRS財団のIAS委員会の
公表するIFRSに何ら手を加えずに、自国・地域の基準として採択する（いわゆるフル・
アドプション）例は少なく、各国・地域が法制度に組み入れる際に、内容を変更したり 
（いわゆるエンドースメントやコンドースメント）、適用除外（いわゆるカーブアウト）を
設けたりするという状況にあり、基準そのものの内容が、IFRS導入各国・地域において、
統一されているわけではない。これに呼応する形で、監査人による監査証明の範囲にも、
国・地域ごとに差異が生じ得る。
 ②法執行（エンフォースメント）の状況が各国・地域によって異なる。上場企業の虚偽
記載に関する法制度 （特に、法令違反の際の各国・地域間の制裁の差異）、法執行体制、
法執行の状況（摘発件数や検査の頻度、態勢）が異なる。この問題は、複数の国において、
EU採択版の同じ基準が採用されるEUで問題視され3、対策が採られている最中にある４。
 これら問題点①、②とも、法制度との関係が深い。

国際会計基準(IFRS)に係る法執行
—英国財務報告評議会(FRC)によるレビューを素材として—

金　賢仙
グローバルマネジメント学部

 (KIM HYONSON)

               
1� IFRSの目的については、IFRS財団の定款第2条を参照。International�Financial�Reporting�Standards�
Foundation,�Constitution（Effective�from�1�December�2018）art�2.

2� Christopher�Nobes�and�Stephen�A.�Zeff,�`Have�Canada,�Japan�and�Switzerland�Adopted�IFRS?’（2016）�No.78�
Vol.26�Issue�3,�Australia�Accounting�Review�284－290.

3� 金賢仙「欧州における国際会計基準に関する法執行—金融危機後の制裁の体制の調和とESMAガイドライ
ン—」正井章筰先生古稀祝賀『企業法の現代的課題』199－220頁 （成文堂、2015）

４� European�Securities�and�Markets�Authority（2019），Enforcement�and�Regulatory�Activities�of�European�
Accounting�Enforcers�2018（ESMA32/63/672）paras�４－128.

【論文】
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1－2　国際会計基準（IFRS）の適用と法執行の状況
 日本におけるIFRSの適用企業は増加傾向にある。2019年3月時点において、東京証券
取引所上場の適用済企業は182社、同適用決定企業数は25社あり５、今後も増加が見込ま
れる6。
 このような中で、IFRSに関係する有価証券報告書の虚偽記載等の裁判例、行政罰事例
は、証券取引等監視委員会による開示の検査において、IFRS適用企業に対する自発的訂
正を促した事例の中に、わずかに存在するに留まるようだ7。
 他方、2005年から上場企業の連結財務諸表へのIFRSの義務的適用を開始したEU（規則
第1606/1602号8による。）では、IFRSの適用に関して法執行を伴う一定数の事例（虚偽
記載等）が存在しており、2018年末時点で少なくとも245件存在する9。
 法執行の過程におけるIFRSの解釈のあり方と解釈権限の所在は、前述のIFRSの問題点
②と関係する論点であり、金商法上の有価証券報告書の虚偽記載等、上場企業その他に対
する責任追及との関係を持つことから、IFRSに関する制度の運用上、重要な意義を有す
るといえる。というのは、そもそも、IFRSの解釈は、国際財務報告基準財団（International�
Financial�Reporting�Standards�Foundation。以下、IFRS財団という。）に設置された、基準
設定主体である国際会計基準審議会（International�Accounting�Standards�Board。以下、
IASBという。）と解釈指針委員会（IFRS�Interpretation�Committee。以下、IFRICという。）
が行うものとされるが、各国・地域において法執行に関する判断を行うのは、規制当局、
裁判所となるためである。
 このような問題意識の下、本研究においては、EUのうち、上場会社数が多く、市場規
模も大きい英国において、IFRSに関する法執行の過程においてIFRSの解釈がどのように
行われているのかを検討したい。検討にあたっては、まず、上場企業の財務諸表について
レビュー（検査に類似する手続）を行う権限を有する財務報告評議会（Financial�Reporting�

               
５� 日本取引所グループ「IFRS適用済・適用決定会社一覧」（2019年3月４日付）https://www.jpx.co.jp/listing/
others/ifrs/にて入手可能（2019年3月時点）。

6� 金融庁「国際会計基準を巡る最近の動向」（2017年2月14日）http://www.tachibana.or.jp/PDF/064.pdfにて
入手可能（2019年3月時点）。

7� 証券取引等監視委員会事務局「金融商品取引法における 課徴金事例集～開示規制違反編～」（2016年8
月）。https://www.fsa.go.jp/sesc/jirei/kaiji/20160826/01.pdfにて入手可能。IFRSに関する自発的訂正の事例とし
て。「Ⅴ 開示検査の結果行われた自発的訂正等 …A社は、在外連結子会社が保有する複数の未上場株式に
ついて、国際財務報告基準（IFRS）に基づく公正価値評価損益を連結売上高に計上していたところ、当該未
上場株式のうち一部の銘柄を、マルチプル法（類似企業比較法）を用いて評価するに当たり、類似企業の範囲
を不合理に広く解釈した企業選定を行うなど、不適切な評価を行っていると認められたため、必要な有価証券
報告書等の訂正を行うよう慫慂した。」（115頁）なお、自発的訂正は、「有価証券報告書等に重要な事項につい
ての虚偽記載等が認められなかった場合でも、その記載内容について訂正が必要と認められた場合には、適正
な開示を求める観点から自発的な訂正を促す」（５頁）結果、企業が行うものとされる。

8� Council�Regulation�1606/2002，�art�4,�2002�O.�J.（L�243）1.
9� European�Securities�and�Markets�Authority（2018），List�of�Decisions�Published� in� the�Extracts� from�the�

EECS’s�Database�of�Enforcement（updated�October�2017）（ESMA32－63－365）.
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Council。以下、FRCという。）の構造、権限の根拠及びレビュー手続き等の一般的な事項
を検討した後、行為監督委員会がIFRSの特定の基準への言及を行った事例を整理した上
で、考察を行いたい。

2�　英国における上場企業の財務報告の監督及びエンフォースメン
トの体制と特徴

2－1　英国における上場企業の財務報告の監督
2−1−1　英国財務報告評議会(FRC)の構造
 FRCは、会社法に基づく会計基準の設定主体であり、会社法により、会計基準違反の財
務報告を行った会社に対する是正勧告や裁判所の是正命令への付託権限、会計監査役・会
計士団体に対する監視・監督権限等も付与されている10組織である。
 FRCは、大きく分けて、①コード及び基準委員会（Codes�&�Standards�Committee）と
②行為監督委員会（Conduct�Committee）の2つの委員会によって構成される。①には、
小委員会（sub-committee）として、監査及び証明評議会（Audit&�Assurance�Committee）、
企業会計報告評議会（Corporate�Reporting�Council）、保険数理評議会（Actuarial�Council）
が内設されている。②には、同様に、企業報告レビュー委員会（Corporate�Reporting�
Review�Committee。以下、CRRという。）、監査の品質レビュー委員会（Audit�Quality�
Review�Committee）、事案管理委員会（Case�Management�Committee）が内設されてい
る。②の附設組織として、財務報告レビューパネル（Financial�Reporting�Review�Panel: 
FRRP。以下、FRRPという。）、裁決部門（Tribunal）が置かれている。
 これらのうち、②行為監督委員会が上場企業の財務報告についてレビュー等を行う権限
を有する。
2−1−2　上場企業の財務報告の監督権限の根拠
 FRCの行為監督委員会は、2000年の金融サービス市場法11 12でいうパート6の諸規則（上
場規則、開示規則、目論見書規則等）の金融行為規制機構（Financial�Conduct�Authority。
以下、FCAという。）による法執行に関して、譲渡可能な証券の発行者が、その継続的な
会計書類及び報告書において、会計の要件を遵守しているかどうかを監督する者として指
定されている13。
 英国2006年会社法14 15第455条⑴項及び同⑵項では、国務大臣は、会社の計算書類等が会

               
10� 川島いづみ「コーポレートガバナンス・コードと英国会社法」ビジネス法務第16巻1号（2016）107頁。
11� Financial�Services�and�Markets�Act�2000,�c�8.
12� 訳文については、証券経済研究所『新外国証券関係法令集イギリス 2000年金融サービス市場法』 （日本証
券経済研究所、2011）1－590頁を参考とした。

13� The�Supervision�of�Accounts�and�Reports（Prescribed�Body）and�Companies（Defective�Accounts�and�
Directors’�Reports）（Authorized�Person）Order 2012（SI�2012/1439）art�4（the�Order�2012）.
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社法の求める会計基準に適合しているかどうか疑念のあるときに、会社に対して、通知を
することができるとされている。会社の取締役がこれに対して十分な説明をできないと
き、又は会社法又は国際会計基準規則第４条に適合した訂正を行わないときには、国務大
臣は、裁判所に対して申立てを行うことができる（第455条第⑷項）。これらの国務大臣の
権限は、国務大臣自体によっても行使され得るが、授権を受けた組織が行使することも可
能とされている（第456条第⑴項⒜及び同⒝）。FRCの行為監督委員会は、2012年に公布さ
れた命令16により、その授権を受けている（会社法第457条⑴項、同⑵項及び同⑹項）。

（なお、従前は、FRRPに権限が付与されていたが、2012年に変更された。）
 FRCの行為監督委員会は、2004年会社（監査、調査およびコミュニティー企業）法17の
第14条⑴項、同⑸項及び第15E条に基づき、透明性指令第４条及び同第５条で開示が求め
られる定期的な会計書類（periodic�accounts）のレビューを行う権限も付与されている18。
 このように、FRCの行為監督委員会は、2000年の金融サービス市場法、2006年会社法、
2004年会社（監査、調査およびコミュニティー企業）法による指定又は授権を受けた機関
として、会社或いは証券発行体の会計書類についてレビュー等を行う権限を有する。

2－2　英国財務報告評議会（FRC）の行為監督委員会によるレビュー
2−2−1　レビュー対象の選別
 FRCの行為監督委員会は、2006年会社法に係る権限を有していることから、そのレ
ビューの対象は極めて広範に及ぶことになるが、レビューの対象の選別について一定の基
準を設けており19、主には、公開会社及び大規模会社が選別される。うち、指数FTSE350
の対象会社は、ローテーションでレビュー対象となる。20なお、レビュー対象となった企
業のリストは、毎年、FRCのウェブサイト上で公表21される。
 レビュー対象の選別の際に重視される要素としては、①特定のストレスに晒された産業

               
14� Companies�Act�2006,�c.�46.
15� 訳語については、川島いづみ、中村信男「イギリス2006年会社法⑴」比較法学41巻2号（2008）362－363頁
を参考とした。

16� The�Order�2012,�art�4.
17� いくつかの企業不祥事を受けて、企業及び資本市場への投資家の信頼を回復させるために、監査人に対する
監督の独立性、財務報告に係る法執行、監査人への会社対する調査権限の付与その他について定めたもの。多
くの条文は、2006年会社法の公布施行と同時に、改正（削除）されているが、本稿で参照する14条及び15条
は、現在（2019年3月時点）も効力を有する。

18 The�Order�2012,�art�3.
19� Financial�Reporting�Council（2017）The Conduct Committee:Operating procedures for reviewing corporate 
reporting,�para�12<www.frc.org.uk/getattachment/fb5437a7-641b-4c18-b9f8-8baa7f36c7a5/Conduct-Committee-
Operating-Procedures-April-2017.pdf>accessed�30,�March,2019（Operating�Procedure）.

20� Operating�Procedure,�paras�12,�13.
21� 2018年のレビュー対象企業、レビューの範囲等についての一覧。Financial�Reporting�Council（2019）
Company Names Published in December 2018</www.frc.org.uk/accountants/corporate-reporting-review/crr-
reviews-of-corporate-reporting/company-names-published-in-december-2018>accessed�30�March�2019.
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セクターの会社であること、又は、②誤記載をもたらすリスクの大きい会計の問題と関係
する会社であることが挙げられている。22

 行為監督委員会は、公益通報先として、会社の従業員からの情報提供も受け付ける。23

2−2−2　段階毎のレビュー
 FRCの行為監督委員会による会計書類のレビューは、対象の状況（例えば、会計基準の
不順守の程度、会社側の対応、違法性の有無等）に照らして、FRC内で段階的に行われ
る。レビューには、FRC職員（嘱託職員、出向職員も含む。）、行為監督委員会内の小委員
会であるCRR、FRRPが携わる。行為監督委員会が裁判所へ申立てを行う最終段階に至る
までには、複数の段階を経ることとなっている。以下では、レビューのプロセスを段階毎
（第1段階:FRC職員とCRRによるレビュー、第2段階:レビュー・グループの組成、第
3段階:行為監督委員会による裁判所への申立て）に確認する。

〈第1段階:FRC職員とCRRによるレビュー24〉
①� まず、FRCの職員が関係する会計基準への違背がないかどうかについて、財務報告書
をレビューする。FRCの職員は、必要に応じて、行為監督委員会内の小委員会である
CRRと協議するほか、他の独立した意見を求めることもある。

②� 問題がある、或いはその可能性のあるときには、CRRの委員長は、当該企業の代表
に対して書簡を送り、同時に、その写しを同社の財務担当取締役及び監査委員会の代表
に送付する。書簡では、問題とされている事項についての回答を求める。事案の程度に
よっては、電子メール、電話、面会により意思疎通がなされる。

③� 検討結果の内容次第で、又は企業側の説明、報告書の訂正等が行われたときには、こ
の段階でレビューが終了する。

〈第2段階:レビュー・グループの組成25〉
④� 会計基準への違背が存在する、或いはその可能性があるとFRCの職員が判断したとき
には、FRC職員は、レビュー・グループを組成するようCRRに要請をする。

 ただし、2004年会社 （監査、調査およびコミュニティー企業）法の目的のためにレ
ビューされた報告書に、FCAに情報提供すべき事項が含まれているとCRRが判断した場
合には、レビュー・グループを組成せずに、当該事項を行為監督委員会に報告をする。
⑤� レビュー・グループには、５名又はそれ以上のFRRPのメンバーのほか、通常、CRR
委員会の代表と別の1名が含まれる。CRRからのメンバーはグループ全体に対して少
数割合を占めるように構成される。また、通常は、会計士のほかに、弁護士が含まれ、

               
22 Operating�Procedure,�para�13.
23 Operating�Procedure,�para�15.
24 Operating�Procedure,�paras18－21.
25 Operating�Procedure,�paras�22－37.
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その他の専門家も含まれ得る。
⑥ 決議の定足数は、メンバーの少なくとも半数である。
⑦� 必要に応じて、レビュー対象企業とレビュー・グループのメンバーとの利益相反回避
措置が採られる。

⑧� レビュー・グループの検討結果次第で、又は企業側の説明、報告書の訂正等が行われ
たときには、この段階でレビューが終了し、レビュー・グループは、CRR委員会に報
告をする。

⑨� レビュー対象となっている企業が、2006年会社法に基づき、是正のために指摘された
事項について十分な説明を行わなかった場合又は関係する報告書を会計基準の求めに
従って訂正を行わない場合であって、行為監督委員会が対処すべき会計基準の違反のあ
るときには、レビュー・グループは、議長に宛てて書簡を作成する。当該書簡には、裁
判所への申立てを行うかどうかについて行為監督委員会に照会する考えがレビュー・グ
ループにある旨を対象企業に伝達するものとなる。

⑩� 企業宛の書簡では、a.レビュー・グループの見解とその理由、b.裁判所への申立
てを行うかどうかについて当該事案を行為監督委員会に照会する事についてのレ
ビュー・グループの考え、c.会計基準の不順守のないこと又は是正のための行動につ
いて説明をするためにレビュー・グループと面会をする最終的な機会として、14日以内
の回答を求める、という内容が含まれることとなる。

⑪� 仮に、企業からの回答がない場合又はレビュー・グループが看過できないと判断した
ときには、レビュー・グループは、当該事案を行為監督委員会に報告し、その旨を当該
企業の代表に通知する。

〈第3段階:行為監督委員会による裁判所への申立て26〉
⑫� 行為監督委員会は、レビュー・グループによる報告を受けて、当該企業の2006年法の
報告書に関して、a.当該企業が問題点について十分な説明を行わなかったとき、又は
関係する会計の求めを順守せず、求められた訂正を行わなかったとき、b.レビュー全
体を勘案して、裁判所への申立てをすることが適切であると認識したときには、行為監
督委員会は、裁判所への申立てを決定する。

⑬� FCAルールの会計の規定の適用を受ける企業の報告書に関して、CRR委員会又はレ
ビュー・グループから報告を受けた場合において、2004年法に基づきFCAに情報を提供
すべきであると判断したときには、行為監督委員会は、FCAに対してその結論を伝達し
なければならない。

⑭� 行為監督委員会は、上記⑫又は⑬の決定をするときには、当該企業にその旨を通知し
なければならない。2006年会社法に基づき裁判所への申立てを行う旨を決定したときに

               
26 Operating�Procedure,�paras��38－40.
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は、同委員会は、例えば、FCA、健全性監督機構（Prudential�Regulatory�Authority）、
ビジネス・エネルギー・産業戦略省（Department�for�Business,�Energy�and�Industrial�
Strategy）及びロンドン証券取引所に情報を提供するほか、情報の公表を行う。
2−2−3　自発的訂正、協力の奨励
 このように、FRCによるレビューは、大きく分けて3つの段階毎に行われるが、企業側
が自発的訂正を行った場合等には、レビューは次の段階に移行せずに、終結される。FRC
は、企業側による自発的訂正を奨励している。自発的訂正を行うにあたって、企業の取締
役は、全面的訂正ないし報告書の再発行（reissue）又は注記による訂正を行うかを判断す
ることとなっており、訂正方法は、FRCの監視を受ける。企業の行う訂正が、FRCと合意
されたとおりに行われない場合には、レビューが再開される。27訂正のほかにも、問題の
状況及び影響、会計情報の利用者保護の必要性、市場の誤った反応（false�market�
operating）への対応の必要性、企業の報告書公表サイクルのタイミングを考慮した上
で、例えば、訂正書を別途発行する、次の期の報告書上に追加的記載をする、という方法
も採られ得る。28

 レビューのほかに、行為監督委員会は、2006年会社法第459条に基づき、同法の求める
会計規範の順守に懸念のあるときに、当該会社、その役員、従業員又は監査人（問題発生
時点でこれらに該当していた者も含む。）に対して、文書の提出又は情報若しくは説明の
提供を求める権限を有する。また、2004年法の第15B条に基づき、行為監督委員会は、
FCAのルール下の会計規範の順守に懸念のあるときに、同様の権限を有する。FRCは、情
報提供につき、複数の行政機関と覚書を締結している。29

3　事例の検討
3－1　抽出の方法
 以下では、FRCの行為監督委員会が企業の年次報告書及び計算書類に対して行うレ
ビューにおいて、IFRSの特定の基準への言及を行った事例を検討する（特定のIFRSの基
準への言及のない事例は除外している）。事例は、行為監督委員会が授権機関となった
2012年以降のものを、新しい順に整理する。
①� スポーツ・ダイレクト・インターナショナル社（Sports�Direct�International�PLC、
2016年）30

               
27 Operating�Procedure,�para�41.
28 Operating�Procedure,�para�42.
29� Financial�Reporting�Council（2019），�Memorandum of Understanding<www.frc.org.uk/about-the-frc/
procedures-and-policies/memorandum-of-understanding>accessed�30�March�2019.

30� Financial�Reporting�Council（2016），Findings of the Financial Reporting Review Panel in respect of the 
accounts of Sports Direct International PLC for the year ended 26 April 2015（PN70/16,�2016）<www.frc.org.
uk/news/december-2016/findings-of-the-financial-reporting-review-panel-I>accessed�30�March�2019.
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対象:2015年の年次報告書と会計書類
該当する会計基準:IFRS第8号 事業セグメント（パラグラフ12）
文書番号と公表日:PN70/16、2016年12月8日
概要:関係する文書の中においては、同社のスポーツ用品小売り事業に関して、支店の
数、総収益、経営結果及び総利益の視点から、同社の営業の中で大きな位置づけにある海
外支店の業績について言及がなされていない。業績評価指標の算定の際に、同社に12か月
の間所有されていない支店が除外されている。これらの結果、2015年の主要な業績評価指
標には、2014年に取得されたオーストリア及びバルト諸国に所在する支店からの業績が反
映されていない。また、これらの支店の業績又はその影響について、会社の経営結果の箇
所で何ら言及がなされていない。
 IFRS第8号「事業セグメント」に基づき、同社の英国と海外の支店とを集約するかど
うかについて、FRCと同社取締役とが協議を行った結果、同社は、海外支店についての情
報を戦略報告書を含めた記述情報報告書（narrative�reporting）に記載することとなっ
た。これらの変更は、2017年以降の年次報告書及び計算書類にも反映される。
 会社側のこれらの対応を経て、同社の2015年付の報告書に対して、2016年より行われた
FRCによるレビューは終結した。
② ファストジェット社（Fastjet�PLC、（2015年）31

対象:2013年12月31日付の年次報告書及び計算書類
該当する会計基準:IFRS第3号「企業結合」（パラグラフ7、B19、B22）、IAS第27号

「連結及び個別財務諸表」
文書番号と公表日:PN32/15、2015年6月2日
概要:2012年に、同社がロンロ社（Lonrho�PLC）の航空事業を譲り受けた際に、ロンロ
社に同社の新株を割り当てた。新株を割り当てた結果、ロンロ社による同社株式保有比率
は3％から70％へと増加したが、同社は、この事業譲渡をIFRS第3号「企業結合」でい
う取得（acquisition）として会計報告した。
 FRCの行為監督委員会と同社との協議の後、同社は、株式保有数の増加及び株主間契約
の内容によって、ロンロ社による同社の支配力が上がっていることを踏まえると、IFRS
第3号「企業結合」に基づき、この取引は、逆取得（reverse�acquisition）に該当し、同
社を取得者ではなく、被取得者として会計報告しなければならない、という考え方を受け
入れた。
 結果として、のれん及び他の公正価値評価項目の調整額である45百万米ドルは認識され
てはならなかった、ということになる。同様に、これらの項目に関する減損も損益計算書

               
31� Financial�Reporting�Council（2015），�Findings of the FRC in respect of the accounts of fastjet PLC for the year 

ended 31 December 2013 02 June 2015（PN�32/15,�2015）<www.frc.org.uk/news/june-2015/findings-of-the-frc-
in-respect-of-the-accounts-of>accessed�30�March�2019.
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に計上されてはならなかったということになる。それにもかかわらず、同社の連結財務諸
表では、譲渡された資産及び負債が結合前の簿価で計上されていた。
 上記の結論を反映するために、同社は、計算書類を訂正した。訂正の結果、のれんの価
格は11百万米ドルからゼロに、税引き後損失は26百万米ドルから55百万米ドルとなった。
現金への影響はない。
 会社側のこれらの対応を経て、2014年より行われた同社の2013年付の報告書に対する
FRCの行為監督委員会によるレビューは終結した。
③ クィンデル社（Quindell�PLC、2015年）32

対象:2011年12月31日付の年次報告書及び計算書類
該当する会計基準:IAS第18号「収益」（パラグラフ9、20、24）、IFRS第3号「企業結合」
（パラグラフ7、51） 
文書番号と公表日:PN53/15、2015年6月2日
概要:当初、2014年3月に同社の2012年の報告書が問題とされたが、2014年9月に再度、
2011年の報告書にもレビュー範囲が拡大された。主に問題となったのは、請求権管理及び
関係するサービスに関する収益の認識のタイミングとその価額、ミッション・キャピタル
社（Mission�Capital�PLC）によるクィンデル・リミティッド社（Quindell�Limited）の取
得、TMC（サザン）・リミティッド社（TMC（southern）Limited）の取得とこれに関連
する取引の会計処理である。
 行為監督委員会の指摘を受けて、同社は、2014年12月31日付の年次報告書と計算書類に
おいて、過年度の収益、利益、純資産の訂正を行った。
 まず、請求権管理サービスの収益認識についての会計方針の変更のほか、これに関係す
る費用を計上した。結果、2013年の収益が109百万英ポンドのマイナスとなり、税引き後
利益が130百万英ポンドのマイナスとなった。また、ミッション・キャピタル社による
クィンデル・リミティッド社の取得についての会計処理を訂正して、逆取得として処理し
直した。結果、2012年と2013年の末日付でののれんと純資産額は、25百万英ポンドのマイ
ナスとなった。さらに、2011年におけるTMC（サザン）・リミティッド社の取引について
の会計処理を訂正し、結果、同年の利益額が４百万英ポンドのマイナスとなった。これに
より、2012年と2013年末日での純資産額は、2百万英ポンドのマイナスとなった。
 市場からの懸念とFRCからの疑義を考慮して、同社は、その他の財務報告を再検討し
て、訂正を行った。すべての訂正の結果、2013年の税引き後利益は、83百万英ポンドから
68百万英ポンドの損失へと転じ、純資産額は、668百万英ポンドから446百万英ポンドと
なった。
 上記以外の訂正の可能性については、同社の取締役と監査人が引き続き調査を行い、

               
32� Financial�Reporting�Council（2015），�Quindell PLC (05 August 2015)（PN53/15，2015） <www.frc.org.uk/

news/august-2015/quindell-PLC>accessed�30�March�2019.
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FRCと継続的に情報共有をしながら、必要な訂正を行うこととされた。
 同社の取締役らが、特定された誤記載を訂正し、会計処理を訂正したことを受けて、行
為監督委員会は、同社の2011年及び2012年の年次報告書と計算書類に対するレビューを終
了させた。
 なお、本件との関連で、同社の監査人（Arrandco�Audit�Ltd（旧名称は、RSM�Tenon�
Audit�Ltd.）とJeremy�Filley氏）が訴追とされた33。
 一連の事件の後に同社は、社名をウォッチストーン・グループ社（Watchstone�Group�
PLC）に変更した。
④� アングロ・イースタン・プランテーションズ社（Anglo-Eastern�Plantations�PLC、
2014年）34

対象:2010年12月31日付の年次報告書と計算書類
該当する会計基準:IAS第41号「農業」（パラグラフ12、20、25）、IFRS第13号「公正価値」
文書番号と公表日:PN011/14、2014年2月28日
概要:同社の2010年の貸借対照表上、生物資源として認識されているパーム油の樹木の公
正価値を付すにあたって、現在価値で算定すべき項目について簿価を用いていることが問
題とされた。同社は、2010年の計算書類において、樹木について、将来的なパーム油の販
売額を見積もった上で、生産のための見積原価と見積キャッシュフローの割引額とを差し
引くDCF法を用いて評価した。同社は、樹木の価値を算定するにあたって、土地、パー
ム油の樹木及び設備の取得時以降の割合を用いて評価をした。しかし、IAS第41号「農業」
によれば、この算出方法では、生物資源の公正価値を導き出すことはできない。
 2012年の計算書類において、同社は、土地と生物資源とを分けて評価する方法に変更
し、直近の報告で訂正を行った。土地は、市場価格を参照して評価された。パーム油の樹
木の公正価値には、DCF法に類似した手法である樹木評価方法が用いられた。しかし、
製造費用の見積もりのためにパーム油の樹木が植えられた土地の評価をする際に、現在価
格ではなく簿価が用いられた。結果として、当該生物資源についての公正価値は、過大評
価されたものとなった。
 FRRPとのさらなる討議の結果、同社は、割引現在価値の算定において、土地の使用の
コストを見積るにあたって現在市場価額を用いた。この内容は、第2の訂正として公表さ
れ、結果、2012年12月付の生物資源の価額は、37百万ドル減額されて、245百万ドルから
208百万ドルとなった。2012年12月31日付の税引後利益は、1.6百万ドル減額された。現金

               
33� Financial�Reporting�Council（2018），Sanctions in relation to the audit of Quindell Ltd (23 January 2018)
（PN1/18，2018） <www.frc.org.uk/news/january-2018-(1)/sanctions-in-relation-to-the-audit-of-quindell-
ltd>accessed�30�March�2019.

34� Financial�Reporting�Council（2014），Findings of the FRC in respect of the accounts of Anglo-Eastern 
Plantations PLC for the year ended 31 December 2010 (28 February 2014)（PN011/14，2014）<www.frc.org.
uk/news/february-2014/findings-of-the-frc-in-respect-of-the-accounts-of>accessed�30�March�2019.
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への影響はない。
 会社側のこれらの対応を経て、同社の2010年12月31日付の報告書に対して、2011年より
行われたFRCの行為監督委員会によるレビューは終結した。

3－2　小括—FRC行為監督委員会レビューとIFRSの解釈
 上記の事例から見て取れることとして、FRCの行為監督委員会は、上場企業の年次報告
書と計算書類のレビューを行う中で、当該企業がIFRSの求める会計処理をしていない場
合には、その旨を指摘し、是正を求めている。つまり、FRCがIFRSの適用及び順守状況
の判断を具体的に行っているということができる。なお、前節（3－1）では、2000年金
融サービス市場法、2006年会社法等の法令による権限の授権先がFRRPから行為監督委員
会に変更された後（本稿2－1－2参照。）の事例を挙げたが、それ以前にも、同様の事
例が一定数蓄積されている35。これら過去の事例も含めて確認した中では、計算書類等の
レビューにおいてIFRSに関する問題点を会社に指摘する際に、FRCの見解がIASB又は
IFRICと異なる旨（或いはIASB及びIFRICとは別の独自の解釈）を明示的に示す事例は、
これまでのところ、見当たらない。こういった点からは、FRCは、基本的に、IASB又は
IFRICの示す基準書及び解釈指針を用いてIFRSの適用と法執行に関する判断を行っている
ものとみることができそうだ（なお、FRCは、蓄積したレビューを通して抽出した、共通
の問題となり得るIFRSの特定の基準の適用に関して、適用時に注意すべき点等の解説36を
複数公表している。）
 他方で、適用と判断の場面ではIASB及びIFRICの基準書及び解釈指針を用いるのと同
時に、FRCは、様々な形で、IASB又はIFRICによる基準書及び解釈指針の内容に対してコ
ミット37をしている。基準及び解釈指針の設定の段階において、IFRSに一定の影響を及ぼ
しているからこそ、個々の事例への法執行の場面でのIASBとFRCとの見解の乖離等が生

               
35� 例えば、ペンドラゴン社（Pendragon�PLC、FRRP�PN�005、2012年）、リオ・ティント社（Rio�Tinto�PLC、

FRRP�PN�131、2011年）、ホット・トゥナ社（Hot�Tuna（International）PLC、FRRP�PN�129、2010年）、セイ
ビアン・テクノロジー・グループ（Sabien�Technology�Group�PLC、FRRP�PN�127、2010年）、ブリューウィン・
ドルフィン・ホールディングズ社（Brewin�Dolphin�Holdings PLC、FRRP�PN�121、2009年）、スーパーカート
社（Supercart�PLC、PN�120、2009年）、WHスミス社（WH�Smith�PLC、FRRP�PN�089、2013年）、ウィルミ
ントン・グループ社（Wilmington�Group�PLC、FRRP�PN�114、2008年）、インベストメント・カンパニー社

（Investment�Company�PLC、FRRP�PN�113、2008年）、グレインジャー・トラスト社（Grainger�Trust�PLC、
FRRP�PN�107、2007年）等。

36� Financial�Reporting�Council（2018），FRC publishes thematic review findings of IFRS 9 and IFRS 15 company 
disclosures 05 November 2018<www.frc.org.uk/news/november-2018/frc-publishes-thematic-review-findings-of-
ifrs-9-a>accessed�30�March�2019.

37� FRCが直接IASB及びIFRICに対して対応（IASBのディスカッション・ぺーパーへの回答等）をするケー
ス、欧州財務報告諮問グループ（European�Financial�Reporting�Advisory�Group）でのIFRSに関する議論にお
いて対応をするケース等、様々な形でのコミットがなされている。なお、2018年における取組みついて。
Financial�Reporting�Council�（2019），FRC Responses to External Consultations 2018.<www.frc.org.uk/about-
the-frc/frc-responses-to-external-consultations/frc-responses-to-external-consultations-2018>accessed�30�March�
2019.
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じにくくなっているものとも考えられる。
 なお、日本においてIFRSの任意適用を開始した企業を対象にしたレポート38によれば、
（法執行の場面ではなく）企業による適用及び監査の段階でIFRSの解釈について、企業と
監査人間或いは監査人間での見解の相違等39が指摘されており、IFRSの解釈という問題
は、法執行という局面のみならず、いわば裾野となる監査実務のレベルでも課題となって
いるものと見ることができる。

3－3　（補足）英国のEU離脱（Brexit）後におけるIFRSの扱い
 本稿の主題からは少し離れるが、IFRSに係る法執行と関係するため、本節では、英国
のEU離脱（Brexit）後のIFRSについて、若干の整理を行う。
 EUを離脱後、英国がIFRSをどう扱うかについては、かねてより英国内において様々に
議論40がなされてきた。離脱後の英国には、いくつかの選択肢41があったが、現時点での
結論としては、EUと歩調を合わせつつも、基準の採択の権限を自国に留保するという方
向性での制度設計が進められている。
 制度設計の具体的内容は、離脱の日（exit�day）に部分施行される、2019年の国際会計
基準及び欧州の公開有限責任会社（訂正等）（欧州連盟離脱）規則（International�
Accounting�Standards�and�European�Public�Limited-Liability�Company（Amendment�etc.）
（EU�Exit）Regulations�2019。以下、『2019年EU離脱規則』という。）42において、明らか
にされている。
 「2019年EU離脱規則」では、①離脱日前までにEUで採択された（adopted�for）基準を
離脱日の時点での英国採択の国際会計基準とすること（第４条）、②2006年英国会社法第

               
38� 金融庁「IFRS適用リポート（2015年４月15日）」61－63頁。https://www.fsa.go.jp/news/26/sonota/20150415-�
1/01.pdfにて入手可能（2019年3月30日時点）。

39� 「IFRS適用リポート」によれば、IFRS適用企業から「監査法人が自己の内部マニュアルに基づいて形式的な
解釈を行う。日本の監査法人で結論が出せない場合には、海外提携先の監査法人の本部に照会するため、結論
が出るまでに時間がかかる。日本の監査法人による見解と海外子会社の監査を担当している海外提携先の監査
法人による見解が異なる。監査法人間で解釈が異なる。」とのコメントがあった。金融庁・注（38）61頁。

40� The�Institute�of�Chartered�Accountants� in�England�and�Wales,� `Brexit�Implications�for�Financial�Reporting’
（2017）12－19<www.icaew.com/-/media/corporate/files/technical/financial-reporting/information-for-better-
markets/brexit-implications-for-financial-reporting.ashx>accessed�30�March�2019.

41� イングランド・ウェールズ勅許会計士協会（The�Institute�of�Chartered�Accountants�in�England�and�Wales: 
ICAEW）によれば、英国が採り得る選択肢には次の3つがあった。①EU採択のIFRSを英国の上場企業に引
き続き適用するとともに、英国がEFRAGの審議に参加し、EUのエンドースメントの結果を受け入れる。②英
国の上場企業には、IASBが公表したままの基準を適用し、英国の当局は何ら関与しない。③英国独自のエン
ドースメント体制を導入するとともに、英国独自のエンドースメントの判断基準を設ける。The�Institute�of�
Chartered�Accountants�in�England�and�Wales（n�38）12－14.

42� The�International�Accounting�Standards�and�European�Public�Limited-Liability�Company（Amendment�etc.）
（EU�Exit）Regulations�2019（SI�2019/685）.同規則公布時の解説文書。Explanatory�Memorandum�to�the�
International�Accounting�Standards�and�European�Public�Limited-Liability�Company（Amendment�etc.）（EU�
Exit）Regulation�2019.
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403条⑴項でいう英国の採択する国際会計基準（UK-adopted�international�accounting�
standards）については、国務大臣（Secretary�of�State）が責任を負うこと（第５条、第6
条）、③英国による基準採択の判断基準（第7条）、④基準採択時の利害関係者との協議

（consultation）の義務付け（第8条）、⑤国務大臣の機能（functions）の委任及び委任先
となる会計基準採択主体に係る規則の制定権限（第13条）等が定められている。上記の内
容は、EU離脱の日（exit�day）に施行されることとなっている（第1条）。
 注目すべきは、EU離脱後の英国独自の新たな国際会計基準採択主体（上記⑤）である
が、同主体への国務大臣からの権限委任については、別途、国務大臣からの権限委任等に
関する規則等（delegation�regulations）が制定されることとなっているほか、採択主体そ
のものの始動は2019年内と示されている。
 本規則の発効と同時に、2006年英国会社法が改正されることとなっており（草案の附則
1（SCHEDULE1））、これには、国際会計基準に関する条文の文言の調整（『international�
accounting�standards』を『UK-adopted�international�accounting�standards』に置換え等）
等が含まれる。

４　むすびに
 本稿では、IFRSを巡るいくつかの問題点（1－1）のうち、法執行の過程における
IFRSの解釈のあり方と解釈権限の所在について考察するために、既に一定に事例のある
英国の状況について検討した。英国では、2000年金融サービス市場法、2004年会社（監査、
調査およびコミュニティー企業）法、2006年会社法による指定又は授権に基づき、FRCの
行為監督委員会が上場企業の年次報告書及び計算書類についてレビューを行っており、同
委員会は、所定の要件を満たした場合には、レビューの結果につき、FCAに情報提供を
し、又は裁判所への申立てを行う権限を有する（2－1）。FRC及び行為監督委員会によ
るレビューは、事案の程度に照らして段階的に行われ、必要に応じて、レビュー・グルー
プが組成される（2－2－1、2－2－2）。FRCは、レビューを行う一方で、企業側の
自発的訂正、FRCへの協力を奨励しており、事例（3－1）に見られるように、FRCの指
摘を元に、企業が自発的に書類を訂正した場合には、レビューが終結することとなる（他
の法令違反のある場合には、別途、該当する手続きが開始される）。本稿で検討したIFRS
の適用に関してFRCが企業に問題点の指摘をしたレビューの事例では、IFRSに関する問
題点を会社に指摘する際に、FRCの見解がIASB又はIFRICと異なる旨（或いはIASB及び
IFRICとは別の独自の解釈）を明示的に示す事例は、これまでのところ、見当たらない。
こういった点から、FRCは、基本的に、IASB又はIFRICの示す基準書及び解釈指針を用い
てIFRSの適用と法執行に関する判断を行っているものとみることができる。他方で、
FRCは、様々な形で、IASB又はIFRICによる基準書及び解釈指針の内容に対してコミット
をしている。基準及び解釈指針の設定の段階において、IFRSに一定の影響を及ぼしてい
るからこそ、個々の事例への法執行の場面でのIASBとFRCとの見解の乖離等が生じにく
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くなっているものとも考えられる。
 日本では、本稿の冒頭で確認したとおり、IFRSに関係する法執行の事例は現時点では
僅少であるが、既に任意での適用を開始した企業は一定数存在している。IFRSの任意適
用を開始した企業を対象にした調査によれば、（法執行の場面ではなく）企業による適用
及び監査の段階でのIFRSの解釈について、企業と監査人間或いは監査人間での見解の相
違のあること等が指摘されている（3－3）。IFRSの解釈という問題は、法執行のレベル
のみならず、実務レベルからの課題と捉えることができ、本稿で検討した英国の例は、示
唆に富むものと思われる。

＊�本稿は、公益財団法人 石井記念証券研究振興財団 研究助成の「国際会計基準に関す
る法の適用と執行に関する比較法研究」の研究成果である。
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諏
訪
藩
の
鷹
匠
に
伝
来
し
た
鷹
書
（
新
出
資
料
）
に
つ
い
て

　
―
鷹
和
歌
の
記
載
を
中
心
に
―

二
本
松
泰
子

グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部

《
要
旨
》

　
わ
が
国
に
お
け
る
中
世
期
～
近
世
期
の
鷹
狩
り
は
、
も
っ
ぱ
ら
武
士
た
ち
に

よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
当
時
の
鷹
狩
り
は
武
家
文
化
の
一
種
と
見
做

す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
武
家
文
化
と
し
て
の

鷹
狩
り
の
実
像
を
理
解
す
る
た
め
に
、
鷹
書
と
称
さ
れ
る
鷹
狩
り
の
テ
キ
ス
ト
に

つ
い
て
注
目
し
た
。
す
な
わ
ち
、
近
世
期
に
代
々
諏
訪
藩
の
鷹
匠
を
務
め
た
岡
村

氏
に
伝
来
し
た
鷹
書
（
新
出
資
料
）
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
そ
れ
に
引
用
さ
れ
る

『
後
京
極
殿
鷹
三
百
首
』『
慈
鎮
和
尚
鷹
百
首
』
の
本
文
を
紹
介
し
つ
つ
、
群
書
類

従
所
収
の
当
該
書
の
本
文
と
の
比
較
を
通
し
て
そ
の
特
徴
を
考
察
し
た
。
そ
の
結

果
、
岡
村
氏
の
鷹
書
に
見
え
る
鷹
和
歌
は
恣
意
的
な
要
素
が
強
く
、
鷹
匠
に
と
っ

て
鷹
和
歌
集
の
伝
来
は
本
文
が
あ
ま
り
重
視
さ
れ
な
い
形
骸
化
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
確
認
で
き
た
。
ま
た
、
鷹
匠
を
介
し
て
鷹
和
歌
集
の
テ
キ
ス
ト
が
伝
播
す

る
新
た
な
一
事
例
を
示
す
こ
と
も
で
き
た
。

は
じ
め
に

　
わ
が
国
に
お
け
る
放
鷹
の
歴
史
は
古
く
、
古
墳
時
代
に
は
す
で
に
鷹
狩
り
が
普

及
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
長
き
に
わ
た
る
伝
統
に
お
い
て
、
鷹
狩
り
を
実
施

す
る
主
催
者
や
目
的
は
時
代
ご
と
に
変
遷
す
る
。
た
と
え
ば
、
平
安
時
代
に
お
い

て
は
、
野
行
幸
が
た
び
た
び
催
さ
れ
た
ほ
か
、
正
月
の
大
臣
家
大
饗
で
御
鷹
飼
渡

が
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
天
皇
や
貴
族
た
ち
が
儀
礼
的
な
要
素
を
持
つ
鷹
狩
り
を

行
っ
て
い
た
。
一
方
、
鎌
倉
・
室
町
時
代
以
降
に
な
る
と
、
鷹
狩
り
に
従
事
す
る

の
は
も
っ
ぱ
ら
武
士
と
な
る
。
彼
ら
の
鷹
狩
り
は
そ
れ
ま
で
の
儀
礼
的
な
も
の
と

は
異
な
り
、
技
芸
の
一
種
と
し
て
発
展
し
た
。
そ
の
結
果
、
中
世
以
降
に
お
け
る

武
家
流
の
鷹
狩
り
に
は
、
そ
れ
に
伴
う
文
化
事
象
が
多
彩
に
発
生
す
る
。
中
近
世

【
論
文
】
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期
に
お
け
る
鷹
狩
り
は
、
武
家
文
化
の
一
環
と
し
て
盛
ん
に
な
っ
た
。

　
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
中
近
世
期
に
隆
盛
し
た
武
家
流
の
放
鷹
文
化
に
ま
つ

わ
る
事
象
の
う
ち
、
鷹
書
と
称
す
る
鷹
狩
り
の
伝
書
に
注
目
す
る
。
鷹
書
と
は
、

鷹
に
関
す
る
説
話
・
縁
起
等
の
物
語
伝
承
や
、
鷹
狩
り
に
つ
い
て
の
実
技
的
な
知

識
等
を
記
載
し
た
書
物
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
類
が
、
当
時
の
放

鷹
文
化
の
粋
を
表
象
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
こ
れ
ま
で
の
拙
論
に
お

い
て
た
び
た
び
言
及
し
て
き
た
（
注
１
）。
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で

は
、
中
近
世
期
の
鷹
狩
り
の
主
流
を
担
っ
た
武
家
の
鷹
匠
の
存
在
に
特
に
注
目

し
、
彼
ら
に
伝
来
し
た
鷹
書
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
具
体
的
に
は
、

近
世
期
の
諏
訪
藩
に
仕
え
た
鷹
匠
の
岡
村
氏
に
伝
来
し
た
新
出
の
テ
キ
ス
ト
に
つ

い
て
取
り
上
げ
、
本
文
を
紹
介
し
つ
つ
、
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
当
時
の
武
家
文
化
と
し
て
の
鷹
狩
り
の
実
像
を
探
る
手
掛
か
り
の
ひ
と

つ
を
提
示
し
た
い
。

　
㈠
　
岡
村
氏
の
鷹
書
―
鷹
和
歌
そ
の
①
―

　
先
述
の
よ
う
に
、
本
稿
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
鷹
書
は
、
諏
訪
藩
の
鷹
匠
を
世

襲
し
た
岡
村
氏
伝
来
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
同
氏
が
諏
訪
藩
の
鷹
匠
を
勤
め
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
の
は
、
第
四
代
藩
主
の
諏
訪
忠
虎
・
第
五
代
藩
主
の
諏
訪
忠
林

の
治
世
の
頃
か
ら
幕
末
に
至
る
ま
で
で
あ
る
（
注
２
）。
稿
者
は
、
二
〇
一
八
年

の
十
一
月
に
当
家
の
最
後
の
ご
当
主
に
当
た
る
岡
村
知
能
氏
の
ご
厚
意
に
よ
り
、

同
家
に
伝
わ
る
鷹
匠
文
書
（「
鷹
日
記
」
十
冊
及
び
鷹
書
二
冊
）
を
閲
覧
・
調
査

さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
得
た
。
そ
れ
ら
の
す
べ
て
の
書
誌
に
つ
い
て
は
す
で
に

別
稿
に
お
い
て
報
告
し
た
（
注
３
）。
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
の
鷹
匠
文
書
に
含
ま
れ

る
二
冊
の
鷹
書
の
う
ち
、
よ
り
文
芸
的
な
言
説
を
多
く
記
載
す
る
方
の
テ
キ
ス
ト

を
取
り
上
げ
、
そ
の
叙
述
内
容
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
報
告
し
た
（
注
４
）。
本

稿
に
お
い
て
も
引
き
続
き
同
じ
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
も
考
察
を
進
め
る
。
ま
ず

は
、
別
稿
に
挙
げ
た
報
告
と
重
複
す
る
が
、
当
該
テ
キ
ス
ト
の
書
誌
を
左
記
に
掲

出
す
る
。

　
　�『
諏
方
流
鷹
書
』（
外
題
）
…
改
装（

も
と
も
と
の
冊
子
の
外
側
に
別
紙
の
表

紙
有
り）

。
縦
28
・
２
㌢
×
横
19
・
8
㌢
。
外
側
の
表
紙
中
央
に
「
諏
方
流
鷹

書
」（

ウ
チ
ツ
ケ
書
き）

、
内
表
紙
中
央
に
「
諏
方
流
故
竹
鷹
秘
書
」（

ウ
チ

ツ
ケ
書
き）

、
一
丁
表
冒
頭
に
「
諏
方
流
故
竹
書
」（

巻
首
題）

。
外
側
の
表

紙
見
返
し
に
「
鷹
ノ
流
キ
／
鷹
左
右

諏
方

流

／
鷹
成

下
諏

方
流

／
鷹
匠

□
□

流

／
鷹
翁

行
平

流

／
鷹

常
宇
都

宮
流

／
鷹
生

根
津

流

」。
袋
綴
。
全
三
十
二
丁
。
外
側
の
裏
表
紙
見
返
し
に
「
親

子
兄
弟
タ
リ
ト
モ
カ
タ
ク
貸
事
／
無
用
ニ
可
致
候
也

　
岡
村
氏
」、
内
側
の

裏
表
紙
見
返
し
に
「
右
此
書
鷹
之
秘
書
タ
リ
／
不
可
有
他
見
者
也
但
／
親
子

タ
リ
ト
モ

　
ス
カ
サ
ル
人
者
尚
又
／
一
見
無
用
也
／
岡
村
氏
久
敷
」。

　
ま
た
、
当
該
書
に
お
け
る
半
葉
ご
と
の
行
数
及
び
文
体
の
体
裁
は
以
下
の
ⅰ
～

ⅴ
の
項
目
に
分
け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
そ
の
よ
う
な
書
誌
的
な
表
記
の
相
違
に

対
応
し
て
内
容
も
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
下
記
の
項
目
に
お
い
て
、《

　
》

内
に
該
当
す
る
叙
述
内
容
の
概
略
を
示
す
。

ⅰ�

　
一
丁
表
～
八
丁
表
＝
半
葉
十
行
、
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
。《
鷹
説
話
》

ⅱ�

　
八
丁
裏
～
十
丁
表
二
行
目
＝
半
葉
九
行
～
十
一
行
、
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
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文
。《
鷹
の
尾
の
名
に
つ
い
て
、
鷹
の
指
の
名
・
毛
の
名
・
符
の
名
に
つ
い

て
、
家
を
出
る
時
の
呪
文
・
口
餌
を
ひ
か
す
る
と
き
の
哥
・
鈴
さ
す
時
の
哥
に

つ
い
て
》

ⅲ�

　
十
丁
表
三
行
目
～
十
四
丁
裏
＝
図
解
、
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
。《
鳥
柴
と

贄
懸
け
の
方
法
に
つ
い
て
の
図
解
》

ⅳ�

　
十
五
丁
表
～
十
八
丁
裏
＝
半
葉
八
行
～
十
行
、
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り
文
。

《
鷹
の
薬
の
処
方
》

ⅴ�

　
十
九
丁
表
～
三
十
丁
裏
＝
半
葉
十
行
～
十
三
行
、
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
。

《
鷹
和
歌（

『
後
京
極
殿
鷹
三
百
首
』『
慈
鎮
和
尚
鷹
百
首
』
よ
り
引
用）

》

　
以
上
の
う
ち
、
ⅰ
～
ⅳ
の
叙
述
内
容
に
つ
い
て
は
、
他
の
鷹
書
に
お
い
て
類
似

す
る
記
述
が
確
認
で
き
る
こ
と
を
先
述
の
報
告
に
お
い
て
指
摘
し
た
（
注
５
）。

本
稿
で
は
、
残
り
の
ⅴ
十
九
丁
表（

十
八
丁
裏
九
行
目）
～
三
十
丁
裏
に
見
え
る

鷹
和
歌
の
部
分
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。
当
該
部
分
は
、【
前
半
】
＝
十
八
丁
裏

九
行
目
～
二
十
七
丁
表
四
行
目
と
【
後
半
】
＝
二
十
七
丁
表
五
行
目
～
三
十
丁
裏

十
二
行
目
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
鷹
和
歌
集
か
ら
引
用
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
前
半
部
分
は
『
後
京
極
殿
鷹
三
百
首
』、
後
半
は
『
慈
鎮
和
尚
鷹
百
首
』

か
ら
引
用
さ
れ
た
本
文
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、「
後
京
極
殿
」
は
九

条
兼
実
の
次
男
で
あ
る
摂
政
藤
原
良
経
、「
慈
鎮
和
尚
」
は
、
同
じ
く
九
条
兼
実

の
弟
の
天
台
座
主
慈
円
の
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
ず
は
【
前
半
】
の
『
後
京
極
殿
鷹
三
百
首
』
か
ら
の
引
用
部
分
に
つ
い
て
検

討
す
る
。『
後
京
極
殿
鷹
三
百
首
』
に
つ
い
て
は
、
遠
藤
和
夫（

注
６）

や
山
本

一（

注
７）

な
ど
に
よ
る
先
行
研
究
が
あ
り
、
当
該
の
鷹
和
歌
集
に
は
多
数
の
伝

本
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
多
数
あ
る
伝
本
の

中
か
ら
相
対
的
に
早
く
か
ら
知
ら
れ
た
群
書
類
従
所
収
本
の
本
文
を
取
り
上
げ
、

岡
村
氏
の
鷹
書
に
見
え
る
当
該
本
文
と
比
較
し
て
そ
の
特
徴
を
確
認
す
る
。
以
下

に
両
書
に
お
け
る
当
該
本
文
の
対
照
表
を
挙
げ
る
。

歌
順
岡
村
知
能
氏
所
蔵
『
諏
方
流
鷹

書
』

歌
順
群
書
類
従
第
十
九
輯
所
収
『
後
京

極
殿
鷹
三
百
首
』

鷹
四
季
の
う
た

　
攝
政
家
二
百
首

／

後
京
極
殿
鷹
三
百
首

春
　
五
十
種

春
部
五
十
首

1

立
春
の
あ
し
た
の
山
を
諏
れ
は
雪

間
も
遠
く
か
へ
る
白
鷹
／

（
1
）
立
春
の
あ
し
た
の
山
を
な
か
む
れ

は
雪
ま
も
遠
く
出
る
白
鷹

2

春
草
を
分
入
羽
風
青
け
れ
は
鷹
と

も
し
ら
す
た
ゝ
ぬ
村
鳥
／

（
2
）
春
草
に
わ
け
入
羽
色
靑
け
れ
は
鷹

と
も
し
ら
す
た
ゝ
ぬ
村
鳥

3

な
か
め
や
る
花
の
梢
に
ゐ
る
鷹
は

木
の
本
ふ
し
の
鳥
や
知
ら
ん
／

（
3
）
な
か
め
や
る
花
の
梢
に
ゐ
る
た
か

は
こ
の
も
と
ふ
し
の
鳥
や
し
る
ら

ん

４

梅
か
え
の
羽
風
も
し
る
く
匂
ひ
き

て
霞カ

ス
ミ

を
渡
る
墅
邊
の
白
鷹
／

（
４
）
梅
枝
の
は
か
せ
も
し
る
く
匂
ひ
き

て
霞
を
わ
た
る
野
へ
の
は
し
た
か

５

し
の
ふ
な
り
も
し
す
り
草
を
分
ま

と
ひ
雲
雀
狩
立
墅
邊
の
鶉
／

（
５
）
信
夫
な
る
も
ち
す
り
草
を
わ
け
迷

ひ
雲
雀
か
り
た
つ
の
へ
の
は
い
た

か

6

は
な
れ
え
ぬ
と
も
す
り
草
を
は
ひ

鷹
の
人
や
り
な
ら
す
分
テ
入
レ
／

（
6
）
離
れ
え
ぬ
も
ち
す
り
草
を
は
い
鷹

の
人
や
り
な
ら
す
わ
け
て
こ
そ
い

れ

7

雉
子
鳴
涙
の
つ
ゝ

（
マ
マ
）ら

ゝ
解
そ
め
て
（
7
）
雉
子
な
く
涙
の
つ
ら
ゝ
解
そ
め
て
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山
路
も
遠
く
出
る
ハハ

しシ

鷹
／

山
路
を
と
を
く
出
る
は
し
鷹

8

岡
の
へ
に
ひ
と
り
は
な
れ
て
と
ふ

鷹
の
た
け
き
心
の
春
に
そ
／
あ
り

け
り
／

（
8
）
岡
の
へ
に
ひ
と
り
放
れ
て
飛
た
か

の
た
け
き
心
の
春
に
そ
有
け
る

9

け
ふ
睦ム

月
な
か
は
に
な
れ
は
荒
鷹

の
山
飛
越
て
古
巣
に
そ
／
い
る
／

（
9
）
け
ふ
む
月
な
か
は
に
な
れ
は
あ
ら

鷹
の
山
飛
こ
え
て
古
す
に
そ
い
る

10

菫
咲
墅
に
ハ
雉
子
の
又
鳴
て
鷹
の

餌
聲
を
恨
ここ

そそ

す
れ
／

（
10
）
す
み
れ
さ
く
野
に
は
雉
子
の
朝
鳴

て
鷹
の
ゑ
こ
え
を
恨
こ
そ
す
れ

11

と
て
も
身
の
か
る
ま
し
き
を
鳴
雉

子
の
鷹
入
山
に
草
隠
し
て
／

（
11
）
と
て
も
ま
た
の
か
れ
ま
し
き
と
な

く
雉
子
の
鷹
飛
山
の
草
の
か
け
ふ

し

12

胴
氣
あ
る
鷹
の
心
の
知
た
く
ハ
鏡

に
息
を
か
す
ま
せ
て
見
よ
／

（
12
）
と
う
け
あ
る
鷹
の
心
を
し
り
た
く

は
鏡
に
息
を
霞
ま
せ
て
み
よ

13

霞
む
墅
に
深
く
入
さ
の
鳥
あ
ら
は

鷹
よ
り
早
く
犬
を
や
る
へ
し
／

（
13
）
か
す
む
野
に
ふ
か
く
入
さ
の
鳥
あ

ら
は
鷹
よ
り
早
く
犬
を
や
る
へ
し

14

鼻
氣
あ
る
鷹
と
お
も
は
し
下
落
の

葉
の
草
の
匂
ひ
き
か
せ
よ
／

15

け
ふ
こ
と
に
山
と
ひ
越
て
箸
鷹
の

か
す
む
末
墅
に
日
数
を
も
／
ふ
る

／

（
14
）
け
ふ
こ
と
に
山
飛
こ
え
て
は
し
た

か
の
霞
む
末
野
に
日
數
を
そ
ふ
る

16

羽
競ク

ラ
ヘ

の
鷹
の
心
の
た
け
き
を
ハ
い

か
な
る
鳥
の
恨
は
つ
ら
ん
／

（
15
）
羽
く
ら
へ
の
鷹
の
心
の
た
け
き
を

は
い
か
な
る
鳥
の
恨
は
つ
ら
ん

17

下
萌
の
田タ

つツ

ら
の
草
を
摘
持
て
虫

さ
す
鷹
の
羽
を
や
洗
ハ
む
／

（
16
）
下
も
え
の
田
つ
ら
の
草
を
つ
み
も

ち
て
む
し
さ
す
鷹
の
羽
を
や
洗
は

ん

18

霞
し
て
野
山
を
分
て
は
し
鷹
の
い

か
な
る
梢
尋
ゆ
く
ら
ん
／

（
17
）
霞
し
く
野
山
を
わ
け
て
は
し
鷹
の

い
か
な
る
梢
た
つ
ね
行
ら
ん

19

と
を
に
み
つ
あ
ま
る
を
ほ
め
よ
箸
（
18
）
十
に
三
つ
あ
ま
る
を
ほ
め
よ
箸
鷹

鷹
の
尾
の
上
霞
む
夕
暮
の
山
／

の
尾
上
に
か
す
む
夕
く
れ
の
山

20

さ
き
つ
ゝ
く
や
ま
ふ
き
色
に
は
し

鷹
の
な
る
も
ふ
か
わ
る
習
と
を
し

／
れ

（
19
）
咲
つ
ゝ
く
山
吹
色
に
は
し
た
か
の

な
る
も
ふ
か
は
る
な
ら
ひ
と
を
し

れ

21

つ
ゝ
し
咲
岩
本
す
け
の
か
り
暮
し

つ
か
る
ゝ
鷹
の
帰
る
さ
の
山
／

（
20
）
つ
ゝ
し
咲
岩
も
と
小
菅
か
り
く
ら

し
つ
か
る
ゝ
鳥
の
か
へ
る
さ
の
山

22

箸
鷹
の
霞
の
う
ち
に
声
た
て
ゝ
い

か
な
る
鳥
の
ゆ
か
け
／
み
る
覽
／

（
21
）
箸
鷹
の
霞
の
中
に
聲
た
て
ゝ
い
か

な
る
鳥
の
ゆ
か
け
み
る
ら
ん

23

手
は
な
ち
の
鷹
の
心
を
春
か
け
て

ま
け
か
ち
覚
え
よ
く
や
／
つ
か
は

ん
／

（
22
）
た
は
な
し
の
鷹
の
心
を
春
か
け
て

ま
け
か
ち
お
ほ
え
よ
く
や
つ
か
は

ん

24

さ
衣
の
上
も
静
に
か
す
む
日
は
す

ゑ
こ
そ
出
れ
墅
邊
の
箸
鷹
／

（
23
）
小
衣
の
上
毛
し
つ
か
に
か
す
む
日

は
す
へ
こ
そ
出
れ
野
へ
の
は
し
鷹

25

箸
鷹
の
な
ら
尾
な
ら
柴
霞
む
日
も

身
を
置
か
ね
て
雉
子
鳴
也
／

（
24
）
箸
鷹
の
な
ら
を
な
ら
し
羽
か
す
む

日
は
み
を
置
か
ね
て
雉
子
鳴
也

26

山
水
の
霞
む
な
か
れ
と
る
落
て
い

か
な
る
空
に
鷹
の
飛
ら
む
／

（
25
）
山
水
の
か
す
む
流
に
か
け
お
ち
て

い
か
な
る
空
に
鷹
の
と
ふ
ら
ん

27

鷹
の
飛
夕
山
か
ら
す
巣
を
出
て
わ

ら
ふ
心
も
う
き
を
や
ハ
／
し
る
／

（
26
）
鷹
の
飛
ゆ
ふ
山
か
ら
す
巣
を
出
て

わ
ら
ふ
心
や
う
き
を
し
る
ら
ん

28

茜ア
カ
ネ

さ
す
春
の
日
影
の
靜
け
き
に
雲

よ
り
上
を
鷹
の
と
ふ
る
／

（
27
）
あ
か
ね
さ
す
春
の
日
か
け
の
靜
け

き
に
雲
よ
り
上
を
鷹
の
飛
聲

29

と
ふ
鷹
の
羽
風
も
よ
ハ
く
か
す
み

き
て
墅
へ
の
一
木
の
立
も
は
な
／

れ
す
／

（
28
）
と
ふ
鷹
の
は
か
せ
に
よ
は
く
霞
き

て
野
へ
の
一
木
を
立
も
は
な
れ
す

30

身
の
し
ゝ
の
つ
ま
る
と
み
え
は
箸

鷹
に
や
き
白
灰
の
湯
を
そ
ゝ
／
く

へ
し
／

（
29
）
身
の
し
ゝ
の
つ
ま
る
と
み
え
は
箸

鷹
の
や
き
し
ら
灰
の
ゆ
を
そ
ゝ
く

へ
し

（
30
）
箸
鷹
の
よ
ゐ
の
毛
な
み
の
霞
こ
そ
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な
い
し
よ
有
へ
き
な
ら
ひ
也
け
り

31

霞
し
て
山
路
に
鳥
の
ふ
す
な
ら
は

先
鷹
犬
の
手
縄
放
せ
よ
／

（
31
）
霞
し
く
山
路
に
烏
の
ふ
す
な
ら
は

先
鷹
犬
の
手
綱
ゆ
る
せ
よ

32

引
と
む
る
鷹
の
せ
き
緒
の
永
き
日

に
又
く
り
か
へ
し
墅
に
も
出
ぬ
る

／

（
32
）
引
と
む
る
鷹
の
せ
き
を
の
永
き
日

に
猶
く
り
か
へ
し
野
に
そ
出
ぬ
る

33

ゆ（
マ
マ
）な

し
毛
の
か
ひ
な
か
ら
ん
や
箸

鷹
の
霞
め
る
墅
へ
を
飛
そ
／
兼
た

る
／

（
33
）
ゆ
る
し
毛
の
か
い
な
き
か
ら
に
箸

鷹
の
霞
の
ゝ
へ
を
と
ひ
そ
か
ね
た

る

34

箸
鷹
の
身
よ
り
も
見
え
す
ふ
か
雪

の
は
る
墅
に
あ
さ
く
人
の
出
た
る

／

（
34
）
箸
た
か
の
み
よ
り
も
み
え
す
春
の

雪
ふ
る
に
も
野
に
そ
人
の
出
た
る

35

降
雪
に
春
の
鵐

（
朱
）シ
ト
ゝ

を
狩
暮
し
お
と

ろ
柏
に
鷹
や
ぬ
か
ら
む
／

（
35
）
ふ
る
雪
に
春
の
し
と
ゝ
を
か
り
く

ら
し
お
と
ろ
か
下
に
鷹
や
入
ら
ん

36

長
閑
な
る
日
を
比
そ
と
て
は
し
鷹

の
雲
よ
り
高
き
梢
に
や
飛
／

（
36
）
長
閑
な
る
日
を
な
ら
ふ
と
て
箸
鷹

の
雲
よ
り
高
き
梢
に
や
と
ふ

（
37
）
春
雨
に
ぬ
る
ゝ
翅
を
ほ
し
か
ね
て

梢
に
ひ
と
り
ゐ
た
る
は
し
た
か

（
38
）
下
も
え
の
草
の
は
山
に
分
入
て
小

鳥
な
や
ま
す
箸
鷹
の
聲

（
39
）
鷹
か
け
る
苗
代
垣
の
か
け
よ
り
も

あ
ま
た
小
鳥
の
忍
ひ
音
に
な
く

（
40
）
哀
に
も
小
鳥
村
鳥
聲
々
に
春
の
末

の
に
た
か
い
と
ふ
ら
ん

37

霞
し
て
夕
の
空
の
と
ま
り
山
明
行

袖
に
す
へ
る
は
し
鷹
／

（
41
）
霞
し
く
夕
の
雲
の
と
ま
り
山
明
行

袖
に
す
ゆ
る
は
し
た
か

38

村ム
ラ

雨サ
メ

の
跡
に
一
む
ら
霞
落
て
か
す
（
42
）
村
雨
に
跡
の
一
村
露
置
て
か
す
む

む
上
尾
や
お
も
き
は
し
／
鷹
／

尾
上
や
お
も
き
箸
鷹

39

入
相
の
鐘
母

（
朱
）も

の
と
か
に
聞
ゆ
れ
は

か
へ
さ
に
成
ぬ
野
邊
の
鷹
飼
／

（
43
）
入
相
の
鐘
も
長
閑
に
聞
ゆ
れ
は
か

へ
さ
に
そ
な
る
野
邊
の
鷹
飼

40

つ
み
と
か
も
あ
ら
し
と
そ
思
ふ
箸

鷹
を
か
す
め
る
墅
へ
に
居
出
す
／

こ
ゑ
／

（
44
）
つ
み
に
し
も
あ
ら
し
と
そ
お
も
ふ

箸
鷹
を
か
す
め
る
野
へ
に
居
る
心

は

41

は
と
ひ
な
き
鷹
の
た
も
と
を
立
は

な
れ
雲
雀
や
空
に
舞
あ
か
る
／
ら

ん
／

（
45
）
羽
と
ひ
な
き
鷹
の
袂
を
立
の
か
れ

ひ
は
り
や
空
に
舞
あ
か
る
ら
ん

42

早サ
ハ

蕨ラ
ヒ

の
手
を
あ
く
る
ま
に
そ
れ
行

か
山
忘
せ
ぬ
あ
ら
鷹
そ
か
し
／

（
46
）
さ
わ
ら
ひ
の
手
を
あ
く
る
ま
に
そ

れ
行
は
山
わ
す
れ
せ
ぬ
新
鷹
そ
か

し

43

と
り
わ
た
す
桃
の
盃
め
く
る
ま
に

そ
れ
引
鷹
に
置
ゑ
見
せ
な
ん
／

（
47
）
と
り
わ
た
す
も
ゝ
の
盃
め
く
る
ま

に
そ
れ
行
鷹
は
を
き
ゑ
み
せ
な
む

44

下
水
に
う
つ
ろ
ふ
影
も
霞
け
り
高

き
梢
の
は
し
鷹
の
こ
ゑ
／

（
48
）
下
水
に
う
つ
ろ
ふ
影
も
霞
け
り
高

き
梢
の
は
し
た
か
の
こ
ゑ

45

浪
の
上
に
誰
か
は
し
鷹
を
居
ぬ
れ

は
須
广
の
浦
け
に
通
ふ
鈴
舟
／

（
49
）
浪
の
上
に
誰
は
し
た
か
を
す
へ
ぬ

ら
ん
す
ま
の
浦
は
に
聞
ゆ
鈴
舟

46

た
つ
春
の
名
残
も
見
ゑ
て
箸
鷹
の

飛
る
よ
ハ
く
林
に
そ
い
る
／

（
50
）
た
つ
春
の
名
殘
を
み
せ
て
箸
鷹
の

飛
か
け
よ
は
く
林
に
そ
い
る

夏
　
五
十
首

夏
部
五
十
首

1

行
雲
に
鷹
の
巣
山
や
か
く
る
ら
ん

し
ら
ぬ
小
鳥
の
麓
に
そ
鳴
／

（
1
）
行
雲
に
鷹
の
巣
山
や
出
ぬ
ら
ん
し

ら
ぬ
小
鳥
の
麓
に
そ
な
く

2

茂シ
ケ

る
葉
の
木
陰
に
鷹
や
か
く
る
ら

む
嶺
に
烏
の
あ
ま
た
鳴
聲
／

（
2
）
茂
る
葉
の
木
陰
に
鷹
や
か
く
る
ら

ん
峯
に
烏
の
あ
ま
た
鳴
聲

3

鳥
屋
鷹
の
お
と
し
か
ね
た
る
毛
の

あ
ら
ハ
ま
と
を
に
ゑ
か
ふ
習
と
を

（
3
）
と
や
鷹
の
落
し
か
ね
た
る
羽
の
あ

ら
は
ま
と
を
に
餌
か
ふ
習
と
を
し
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／
し
れ
／

れ

４

と
や
鷹
の
た
け
き
心
も
し
ら
れ
け

り
毛
な
か
ら
飼
る
う
ち
ゑ
も
そ
／

す
る
／

（
４
）
と
や
鷹
の
猛
き
心
も
し
ら
れ
け
り

け
な
か
ら
か
へ
る
う
ち
ゑ
も
そ
あ

る

５

片
毛
よ
り
鷹
の
心
は
し
ら
れ
け
り

も
ろ
け
を
さ
ま
る
鳥
や
の
内
哉
／

（
５
）
か
た
毛
よ
り
鷹
の
心
は
し
ら
れ
け

り
も
ろ
毛
お
さ
ま
る
と
や
の
内
に

て

6

鷹
の
た
め
土
餌
は
毒
と
思
ひ
し
れ

毛
を
ま
た
残
す
鳥
や
の
内
に
も
／

（
6
）
鷹
の
た
め
に
土
餌
は
毒
と
思
ひ
し

れ
毛
を
ま
た
殘
す
と
や
の
内
に
て

7

箸
鷹
の
た
け
き
心
を
鳥
や
の
内
に

飼
馴
て
こ
そ
思
ひ
知
る
れ
／

（
7
）
は
し
鷹
の
た
け
き
心
も
と
や
の
内

に
か
ひ
な
れ
て
こ
そ
思
ひ
し
ら
る

れ

8

大
鷹
の
心
を
と
や
に
習
ハ
し
て
よ

き
餌
を
求
め
常
に
か
ふ
へ
し
／

（
8
）
靑
鷹
の
心
を
と
や
に
な
ら
は
し
て

よ
き
ゑ
を
求
め
つ
ね
に
か
ふ
へ
し

9

と
ふ
影
の
よ
ハ

く〳〵
見
え
れ
は
鳥

屋
鷹
の
落
し
兼
た
る
尾
の
毛
／
を

ハ
し
れ
／

（
9
）
飛
影
の
よ
は
く
み
え
な
ん
と
や
鷹

は
落
し
か
ね
た
る
尾
の
毛
と
は
し

れ

10

つ
ち
ゑ
を
ハ
度ド

ド々

に
か
さ
ね
て
鳥

屋
鷹
に
飼
と
も
鳥
の
一
た
ひ
と
し

れ
／

（
10
）
土
餌
を
は
度
を
か
さ
ね
て
か
ふ
鷹

に
か
ふ
と
も
鳥
の
ひ
と
た
ひ
と
し

れ

11

滋
（
朱
）シ
ケ
リ

り
ぬ
る
山
飛
越コ

エ

て
箸
鷹
の
夏

墅
に
深
く
声
そ
き
こ
ゆ
る
／

（
11
）
し
け
り
た
る
山
飛
越
て
は
し
た
か

の
夏
野
に
ふ
か
く
聲
そ
聞
ゆ
る

12

ね
り
雲
雀
ま
た
立
か
ね
て
は
ひ
鷹

の
草
の
上
行
鈴
の
を
と
か
な
／

（
12
）
ね
り
雲
雀
又
立
か
ね
て
鷂
の
草
の

上
行
鈴
の
音
か
な

13

梅
の
雨
に
立
さ
は
き
ぬ
る
は
し
た

か
は
梢
の
い
つ
く
求
め
行
ら
ん
／

（
13
）
梅
の
雨
に
立
さ
は
き
ぬ
る
は
し
た

か
は
い
つ
く
の
梢
も
と
め
行
ら
ん

14

橘
の
身
よ
り
の
毛
色
か
は
る
こ
そ

名
の
有
鷹
の
し
る
し
也
け
り
／

（
14
）
橘
の
身
よ
り
の
毛
色
か
は
る
こ
そ

名
の
あ
る
鷹
の
し
る
し
成
け
れ

15

蚊
や
り
火
を
さ
し
て
ハ
ふ
か
く
い

と
ふ
へ
し
鷹
の
と
や
有
磯
の
と
な

り
に
／

（
15
）
蚊
遣
火
を
さ
ら
て
も
深
く
い
と
ふ

へ
し
鷹
の
と
や
あ
る
賤
か
と
な
り

は

16

夕
顔
の
花
の
毛
な
み
を
ま
つ
見
せ

てて

は
や
か
ハ
り
ふ
の
架
の
あ
ら
／

鷹
／

（
16
）
夕
顔
の
花
の
毛
な
み
を
先
み
せ
て

毛
や
か
は
り
な
ん
ほ
こ
の
新
鷹

17

ふ
か
ハ
り
の
鷹
と
思
は
ゝ
鳥
屋
の

内
に
か
り
な
る
餌
を
い
か
ふ
へ
か

ら
／
す
よ
／

（
17
）
ふ
か
は
り
の
鷹
と
思
は
ゝ
と
や
の

内
に
假
な
る
ゑ
を
は
か
ふ
へ
か
ら

す
や

18

む
ま
れ
し
ハ
ひ
と
つ
な
れ
共
鷹
の

子
の
す
も
り
に
残
す
心
し
ら
す
や

／

（
18
）
生
れ
し
は
一
つ
な
れ
と
も
鷹
の
な

を
す
も
り
に
殘
す
心
し
ら
は
や

19

甲
斐
な
る
を
巣
守
に
を
け
ハ
鷹
の

子
の
羽
の
上
に
こ
そ
心
し
る
ら
め

／

（
19
）
か
ひ
な
き
を
巣
も
り
に
を
く
は
鷹

の
子
を
羽
の
う
へ
に
社
心
し
る
ら

め

20

長
雨
の
鷹
の
巣
山
に
い
と
ひ
か
ね

か
さ
し
て
守
る
や
か
し
は
松
の
は

／

（
20
）
長
雨
を
鷹
の
す
山
に
い
と
ひ
か
ね

て
か
さ
し
と
や
ゐ
る
か
し
は
松
の

は

（
21
）
村
鳥
の
た
か
の
す
山
に
し
た
し
く

て
昔
に
か
へ
る
羽
を
や
み
る
ら
ん

（
22
）
山
出
の
鷹
は
こ
と
り
を
な
て
し
こ

の
花
う
ち
ち
ら
す
羽
風
成
け
り

（
23
）
さ
は
か
し
く
鵜
の
住
梢
見
え
た
る

は
慥
に
鷹
の
巣
山
な
る
ら
ん

21

ぬ
れ
や
ら
て
憚

（
蝉
カ
）

の
時
雨
の
闇
き
日

も
鷹
ハ
梢
を
わ
た
る
な
り
け
り
／

（
24
）
ぬ
れ
や
ら
ぬ
蝉
の
し
く
れ
の
く

る
ゝ
日
に
鷹
は
林
を
わ
た
る
成
け

り

22

と
や
出
す
鷹
の
日
よ
り
を
撰
な
ら
（
25
）
鷹
出
す
鳥
屋
の
日
よ
り
を
え
ら
ひ
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は
風
な
き
ま
に
そ
ひ
ら
き
そ
む
へ

し
／

な
は
風
な
き
と
ほ
そ
開
き
そ
む
へ

し

23

調
は
ぬ
毛
色
を
見
せ
は
鳥
や
鷹
に

ぬ
く
ち
も
み
ち
の
鳥
を
か
ふ
へ
し

／

（
26
）
調
は
ぬ
毛
色
を
見
せ
は
鳥
屋
鷹
に

ぬ
く
ち
も
み
ち
の
鳥
を
か
ふ
へ
し

24

尾
毛
と
も
に
調
か
た
き
と鳥

や
鷹
に

能
ゑ
を
求
め
つ
ね
に
か
ふ
へ
し
／

（
27
）
尾
毛
と
も
に
と
ゝ
の
ひ
か
た
き
箸

鷹
に
よ
き
ゑ
を
求
め
常
に
か
ふ
へ

し

25

と
や
鷹
の
さ
の
み
へ
る
ハ
し
兼
て

よ
り
よ
ハ
か
る
へ
し
と
尾
の
毛
を

ハ
し
れ
／

26

も
ろ
毛
せ
し
此
鳥
や
鷹
の
手
放
ち

に
大
物
を
た
ゝ
心
あ
る
へ
し
／

（
28
）
も
ろ
毛
す
る
此
と
や
鷹
の
手
は
な

し
に
大
も
の
を
た
ゝ
心
有
へ
し

27

鳥
や
鷹
に
さ
の
み
犬
をヲ

は
こ
の
む

ま
し
た
ゝ
お
の
つ
か
ら
つ
か
ひ
入

な
む
／

（
29
）
と
や
の
内
に
さ
の
み
は
犬
を
好
む

ま
し
唯
を
の
つ
か
ら
つ
か
ひ
入
な

ん

28

鷹
の
人
と
や
け
を
い
た
く
い
と
ふ

事
く
ら
く
か
こ
み
し
習
と
を
し
れ

／

（
30
）
鳥
屋
鷹
の
人
氣
を
い
た
く
嫌
ひ
な

は
く
ら
く
か
こ
へ
る
習
と
を
し
れ

29

餌
を
か
ふ
と
人
に
馴
ぬ
る
や
うう

に

た
ゝ
此
と
や
鷹
の
垣
う
す
く
せ
よ

／

（
31
）
ゑ
を
か
は
ゝ
人
に
な
れ
ぬ
る
や
う

に
た
ゝ
此
と
や
鷹
の
垣
薄
く
せ
よ

30

か
き
う
す
み
風
を
ハ
い
と
ひ
鳥
や

鷹
に
寒
き
ハ
毛
を
も
落
し
兼
つ
ゝ

／

（
32
）
垣
薄
く
風
を
は
い
と
へ
と
や
鷹
の

さ
む
き
は
毛
を
も
落
し
か
ね
つ
ゝ

31

餌
を
飼
て
か
ひ
な
る
ゝ
と
も
鳥
や

鷹
に
心
ゆ
か
さ
ぬ
や
うウ

に
有
へ
し

／

（
33
）
餌
を
か
ひ
て
飼
な
る
ゝ
と
も
と
や

鷹
に
心
ゆ
る
さ
ぬ
や
う
に
有
へ
し

32

鳥
や
鷹
の
始
ハ
態
も
つ
よ
か
ら
す
（
34
）
鳥
屋
鷹
の
始
は
わ
さ
も
強
か
ら
す

よ
ハ
か
ら
ぬ
や
う
に
習
ハ
せ
て
見

よ
／

よ
は
ら
ぬ
や
う
に
な
ら
は
し
て
み

よ

33

と
や
鷹
に
み
よ
り
た
な
さ
き
か
さ

切
の
羽
を
ハ
と
の
毛
と
い
ふ
へ
か

り
／
け
り
／

（
36
）
と
や
鷹
に
み
よ
り
た
な
さ
き
風
切

の
羽
を
は
と
の
毛
と
い
ふ
へ
か
り

け
り

34

野
を
か
け
る
鷹
の
心
の
た
け
か
れ

は
夏
山
ふ
か
く
鳥
の
鳴
こ
ゑ
／

（
35
）
野
を
か
け
る
鷹
の
心
の
た
け
ゝ
れ

は
夏
山
ふ
か
く
鳥
の
な
く
聲

35

下
涼
み
か
る
へ
き
梢
鷹
の
ゐ
て
草

深
き
墅
に
鳥
の
み
る
ら
ん
／

（
37
）
下
す
ゝ
み
た
か
き
梢
に
ゐ
る
鷹
を

草
ふ
か
き
の
ゝ
鳥
や
み
る
ら
ん

36

山
も
と
の
岩
も
る
水
の
清
け
れ
は

空
行
鷹
の
掛
そ
う
つ
／
れ
る
／

（
38
）
山
本
の
岩
も
る
水
の
淸
け
れ
は
空

行
鷹
の
か
け
そ
う
つ
れ
る

37

夜
す
ゑ
よ
り
よ
く
な
ら
ハ
し
て
鳥

や
鷹
の
心
あ
る
こ
そ
上
手
な
り
け

れ
／

（
39
）
夜
据
よ
り
よ
く
な
ら
は
し
て
と
や

鷹
の
心
し
る
こ
そ
上
手
也
け
れ

38

う
き
草
の
毛
と
も
し
ら
す
と
や
鷹

の
お
ち
羽
を
と
り
て
う
ハ
色
を
／

見
よ
／

（
40
）
う
き
草
の
毛
と
も
し
ら
す
は
鳥
屋

鷹
の
落
羽
を
と
り
て
う
は
色
を
み

よ

39

う
き
草
の
其
毛
な
み
を
ハ
い
ひ
か

へ
て
榊
の
毛
と
ハ
神
の
贄
た
か
／

（
50
）
う
き
草
の
そ
の
毛
な
み
を
は
い
ひ

か
へ
て
榊
の
も
と
は
神
の
あ
ら
鷹

40

た
な
さ
き
の
手
さ
き
の
毛
よ
り
二

ツ
め
を
な
そ
ふ
と
い
ふ
ハ
鳥
や
の

箸
鷹
／

（
41
）
た
な
さ
き
の
手
先
の
毛
よ
り
二
つ

め
を
な
さ
し
と
い
ふ
は
と
や
の
は

し
鷹

41

夏
山
の
茂
る
な
ら
し
は
落
し
か
ね

は
鳩
の
生
餌
を
す
こ
せ
／
と
や
鷹

／

（
42
）
夏
山
の
茂
る
な
ら
し
は
落
し
か
ね

は
は
と
の
生
餌
を
す
こ
せ
と
や
鷹

42

土
餌
に
ハ
う
ち
毛
か
ひ
なナ

く
成
な

れ
は
鳥
の
ま
る
ゑ
を
す
こ
せ
と
や

鷹
／

（
43
）
土
餌
に
は
し
ゝ
も
か
ひ
な
く
な
る

な
れ
は
鳥
の
丸
ゑ
を
す
こ
せ
と
や

鷹
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43

生
な
か
ら
大
物
入
て
と
や
の
内
に

鷹
の
せ
い
を
ハ
つ
く
さ
さ
ら
な
ん

／

（
44
）
生
な
か
ら
大
物
と
や
の
内
へ
い
れ

て
鷹
の
せ
い
を
は
つ
く
さ
ゝ
ら
ま

し

44

樒
つ
む
法
の
古
寺
鷹
の
居
て
鳩
を

こ
ふ
も
や
心
あ
る
ら
ん
／
※
頭
注

…（

朱）
シ
キ
ミ

（
45
）
し
き
み
つ
む
法
の
古
寺
鷹
の
ゐ
て

跡
を
こ
ふ
も
や
心
有
覽

45

御
法
毛
の
鷹
の
羽
か
ひ
に
あ
る
な

れ
は
と
や
を
も
寺
と
い
ふ
へ
か
り

け
る
／

（
46
）
御
法
毛
の
鷹
の
羽
か
ひ
に
あ
る
な

れ
は
と
よ
ら
の
寺
と
い
ふ
へ
か
り

け
る

46

鳥
や
に
か
ふ
鷹
の
羽
く
き
の
か
ひ

な
く
ハ
扇
の
風
に
ま
か
せ
て
を
見

よ
／

（
47
）
鳥
屋
に
か
ふ
鷹
の
羽
く
き
の
か
ひ

な
く
は
扇
の
風
に
ま
か
せ
て
も
み

よ

47

紅
の
末
つ
む
花
の
毛
並
み
さ
へ
お

と
し
か
ね
た
る
夏
の
と
や
鷹
／

（
48
）
く
れ
な
ゐ
の
末
摘
花
の
け
な
み
さ

へ
落
し
か
ね
た
る
夏
の
と
や
鷹

（
49
）
卯
花
の
け
な
み
も
し
る
き
箸
鷹
の

す
へ
て
歸
る
そ
夕
暮
の
山

秋
　
五
十
種
／

秋
部
五
十
首

1

一
葉
よ
り
後
は
梢
に
ゐ
る
鷹
の
心

の
ま
ゝ
に
わ
た
る
秋
や
ま
／

（
1
）
一
葉
よ
り
後
は
梢
に
ゐ
る
鷹
の
心

の
ま
ゝ
に
わ
た
る
秋
や
ま

2

霧
く
ら
き
高
ね
の
を
ち
を
な
か
む

れ
ハ
鷹
か
け
る
ら
ん
さ
は
く
／
む

ら
鳥
／

（
2
）
霧
く
ら
き
遠
の
高
根
を
な
か
む
れ

は
鷹
か
け
る
ら
ん
さ
は
く
村
鳥

3

狩
く
ら
す
鷹
よ
り
後
に
な
く
鶉
月

に
ね
く
ら
を
た
か
へ
て
も
み
よ
／

（
3
）
狩
く
ら
す
鷹
よ
り
の
ち
に
な
く
う

つ
ら
月
に
ね
く
ら
を
尋
て
も
み
よ

４

ほ
の
〳
〵
と
露
よ
り
出
る
か
た
鶉

鷹
に
の
か
れ
ぬ
涙
な
り
け
り
／

（
４
）
ほ
ろ
〳
〵
と
露
よ
り
出
る
か
た
鶉

鷹
に
の
か
れ
ぬ
泪
な
る
ら
ん

５

唐
衣
に
鷹
狩
し
て
か
へ
る
に
は
露

置
わ
た
る
そ
て
の
う
へ
か
な
／

（
５
）
か
ら
衣
こ
た
か
狩
し
て
歸
る
に
は

露
を
き
わ
た
す
袖
の
上
哉

6

色
か
へ
ぬ
八
千
代
の
秋
の
し
ほ
鷹

の
白
玉
椿
習
て
そ
ぬ
る
／

（
6
）
色
か
へ
ぬ
八
千
代
の
秋
の
し
ほ
鷹

の
し
ら
玉
椿
な
ら
ひ
て
そ
ぬ
る

7

秋
の
霜
ふ
る
や
ま
し
ろ
の
鷹
す
へ

て
虫
鳴
墅
邊
に
分
そ
入
ぬ
る
／

（
7
）
秋
の
霜
ふ
る
や
ま
し
ろ
の
た
か
す

へ
て
虫
な
く
野
へ
に
分
て
入
哉

8

鈴
虫
の
衣
手
さ
む
し
も
ろ
鶉
鷹
の

羽
風
を
い
と
ひ
て
そ
鳴
／

（
8
）
百
結
ひ
衣
手
さ
む
み
も
ろ
う
つ
ら

鷹
の
は
か
せ
を
い
と
ひ
て
や
な
く

9

は
ら
〳
〵
と
木
柴

（
葉
カ
）

か
つ
ち
る
山
里

に
夕
は
鷹
の
わ
た
る
を
そ
／
見
る

／

（
9
）
は
ら
〳
〵
と
木
葉
か
つ
ち
る
山
里

に
夕
へ
は
鷹
の
わ
た
る
を
や
し
る

10

鷹
飼
の
草
深
き
墅
に
狩
暮
し
猶
鈴

む
し
の
声
を
社
き
け
／

（
10
）
鷹
飼
の
草
深
き
野
に
か
り
く
ら
し

猶
す
ゝ
む
し
の
聲
を
そ
ふ
ら
ん

11

夕
さ
れ
ハ
野
に
伏
鶉
聲
た
て
ゝ
鷹

飼
い
そ
く
墅
人
の
を
ち
方
／

（
11
）
夕
さ
れ
は
野
邊
に
鶉
の
聲
た
え
て

た
か
飼
い
そ
く
里
の
遠
近

12

紫
の
毛
な
み
も
見
え
ぬ
朝
霧
に
誰

箸
鷹
を
居
て
出
ら
ん
／

（
12
）
紫
の
毛
な
み
も
み
え
ぬ
朝
霧
に
誰

は
し
た
か
を
す
へ
て
出
ら
ん

13

露
そ
ゝ
く
草
の
花
墅
に
分
入
て
鶉

尋
る
暮
の
は
し
鷹
／

14

う
ら
枯
の
車
の
輪
た
ち
草
絶
て
一

君
か
御
幸
の
あ
と
の
箸
鷹
／

（
13
）
か
ら
枯
の
車
の
わ
た
り
草
た
え
て

君
か
御
幸
の
あ
と
の
は
し
鷹

15

柳
散
夕
山
風
の
ふ
く
時
は
鷹
の
心

そ
お
も
ひ
し
ら
せ
ん
／

（
14
）
柳
ち
る
夕
山
風
の
吹
と
き
は
鷹
の

心
そ
お
も
ひ
し
ら
る
ゝ

16

露
の
ほ
る
夕
の
山
の
は
し
鷹
ハ
袖

こニ

そ
か
し
は
ふ
む
木
と
も
な
れ
／

（
15
）
露
の
ほ
る
夕
の
山
の
は
し
鷹
は
そ

て
こ
そ
か
し
は
ふ
む
木
と
も
な
れ

17

す
ゝ
き
毛
に
鷹
きユ

キ

か
へ
り
帰
る
ら

む
上
邊
見
え
ぬ
夕
や
ま
の
か
け
／

（
16
）
す
ゝ
き
毛
の
鷹
い
く
か
へ
り
歸
る

ら
ん
上
色
み
え
ぬ
ゆ
ふ
の
山
陰

18

箸
鷹
の
し
つ
え
に
し
ハ
し
か
く
ろ

ひ
て
露
に
し
た
し
き
鶉
を
そ
待
ツ

（
17
）
箸
鷹
の
し
つ
え
に
し
は
し
か
く
ろ

ひ
て
露
に
し
た
し
き
鶉
を
そ
待
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／

19

霧
（
朱
）キ
リ

く
ら
き
鵙

（
朱
）モ
ス

の
草
く
き
墅そ

れ
と

な
く
遠
き
山
路
を
渡
る
箸
鷹
／

（
18
）
霧
く
ら
き
も
す
の
草
く
き
そ
れ
と

な
く
と
を
き
山
路
を
わ
た
る
は
し

鷹

20

来
る
秋
を
我
物
か
ほ
に
箸
鷹
の
夕

の
嶺
に
羽
な
ら
し
の
か
け
／

（
19
）
く
る
秋
を
我
物
か
ほ
に
箸
鷹
の
夕

の
峯
に
羽
な
ら
し
の
か
け

21

す
さ
ま
し
く
こ
も
つ
ち
こ
え
の
嶺

よ
り
も
麓
の
野
へ
に
渡
る
箸
鷹
／

（
20
）
冷
し
き
こ
も
つ
ち
こ
え
の
峯
よ
り

そ
麓
の
ゝ
へ
に
渡
る
は
し
た
か

22

は
し
鷹
の
は
ふ
さ
も
は
や
く
色
付

や
秋
の
林
を
く
ゝ
る
は
し
鷹
／

（
21
）
は
し
た
か
の
は
ふ
さ
も
早
く
色
付

や
秋
の
は
や
し
を
く
る
と
思
へ
は

23

露
さ
む
き
あ
し
た
の
山
の
木
居
鷹

ハ
わ
か
し
め
ゆ
ひ
し
木
い
よ
り
そ

／
た
つ
／

（
22
）
露
寒
き
あ
し
た
の
山
の
こ
ゐ
鷹
は

我
し
め
ゆ
ひ
し
杜
よ
り
そ
た
つ

24

か
り
金
の
涙
の
露
や
た
ま
る
ら
む

鷹
の
上
毛
の
打
し
あ
る
こ
ろ
／

（
23
）
飛
雁
の
涙
の
露
や
そ
ゝ
く
ら
ん
鷹

の
上
毛
の
う
ち
し
め
り
ぬ
る

25

す
さ
ま
し
き
山
よ
り
を
ち
を
詠
れ

は
海
こ
し
に
た
ゝ
鷹
そ
と
ふ
也
／

（
24
）
冷
し
き
山
よ
り
遠
を
な
か
む
れ
は

海
つ
ら
に
た
ゝ
鷹
そ
飛
な
る

26

狩
暮
す
さ
ほ
鹿
な
ら
す
箸
鷹
の
山

を
ハ
な
れ
つ
い
つ
ち
行
覽
／

（
25
）
狩
く
ら
す
さ
を
し
か
な
ら
す
は
し

鷹
の
山
を
は
な
れ
て
い
つ
ち
行
ら

ん

27

内
所
あ
る
鷹
と
思
は
ゝ
こ
つ
ほ
な

る
水
の
露
よ
り
身
を
そ
ゝ
く
へ
し

／

（
26
）
な
い
し
よ
あ
る
鷹
と
思
は
ゝ
う
つ

ほ
な
る
水
の
露
に
て
身
を
濺
く
へ

し

28

ひ
と
夜
水
一
夜
の
契
は
し
鷹
の
露

の
か
こ
と
や
か
け
て
頼
ま
ん
／

（
27
）
一
夜
水
一
よ
の
ち
き
り
は
し
た
か

の
露
の
か
こ
と
や
か
け
て
頼
ま
ん

29

菊
の
咲
山
路
や
よ
所
に
か
よ
ふ
ら

む
は
と
や
の
鷹
の
哀
世
の
中
／

（
28
）
菊
の
露
山
路
や
よ
そ
に
か
よ
ふ
ら

ん
は
と
や
の
鷹
の
哀
世
中

30

紅
葉
せ
し
山
路
を
出
る
は
し
鷹
はハ

（
29
）
紅
葉
せ
し
山
路
を
出
る
は
し
た
か

誰
か
紅
を
か
け
て
き
つ
ら
む
／

は
か
ら
紅
を
か
け
て
き
ぬ
ら
ん

31

蛬
鳴
夕
暮
の
さ
ひ
し
き
に
墅
山
は

な
れ
て
鷹
そ
と
り

（
マ
マ
）

な
る
／

（
30
）
き
り
〳
〵
す
な
く
夕
暮
の
さ
ひ
し

さ
に
野
山
は
な
れ
て
鷹
そ
と
ふ
な

る

32

一
よ
つ
ゝ
鷹
ゐ
る
薗
の
呉
竹
を
切

つ
く
し
た
る
秋
の
明
ほ
の
／

（
31
）
一
夜
つ
ゝ
鷹
ゐ
る
そ
の
ゝ
く
れ
竹

を
切
つ
く
し
た
る
秋
の
明
ほ
の

33

う
ち
つ
け
は
犬
を
ま
か
せ
に
つ
か

ふ
へ
し
秋
を
朝
と
の
か
ら
き
墅
原

に
／

（
32
）
う
ち
つ
け
は
犬
に
ま
か
せ
て
遣
ふ

へ
し
秋
の
朝
氣
の
く
ら
き
野
原
に

34

口
こ
は
き
馬
と
思
は
ゝ
鷹
飼
に
秋

の
末
野
に
ひ
か
へ
て
も
み
よ
／

（
33
）
口
こ
は
き
駒
と
お
も
は
ゝ
鷹
飼
に

秋
の
ゝ
末
を
ひ
か
せ
て
も
み
よ

35

箸
鷹
の
上
毛
に
を
け
る
夜
の
露
ハ

夢
に
う
つ
ら
の
な
く
渡

（
涙
カ
）

か
な
／

（
35
）
は
し
た
か
の
上
毛
に
を
け
る
夜
の

露
は
夢
に
う
つ
ら
の
な
く
心
か
な

36

色
か
ふ
る
秋
の
林
に
鷹
の
居
て
人

の
心
を
た
ふ
ら
か
し
け
り
／

（
34
）
色
か
は
る
あ
き
の
林
に
ゐ
る
鷹
は

人
の
心
を
た
ふ
ら
か
し
つ
ゝ

37

穐
あ
ま
た
わ
た
り
も
て
行
鳥
の
中

に
ま
き
れ
ぬ
鷹
ハ
神
の
告つ

け

か
も
／

（
36
）
秋
あ
ま
た
わ
た
り
も
て
行
鳥
の
中

に
紛
れ
ぬ
鷹
は
神
の
告
か
も

38

箸
鷹
の
秋
の
水
田
を
渡
る
こ
そ
鳴

村
鳥
の
恨
な
り
け
り
／

（
37
）
箸
鷹
の
秋
の
み
つ
田
を
渡
る
こ
そ

し
き
あ
し
か
も
の
恨
な
る
ら
め

39

秋
か
け
て
と
や
待
鷹
の
有
と
い
へ

は
を
き
ゑ
の
鳩
の
さ
そ
歎
ら
ん
／

（
38
）
秋
か
け
て
と
や
ま
つ
鷹
の
有
と
い

へ
は
置
ゑ
の
鳩
の
さ
そ
歎
ら
ん

40

秋
か
け
て
霜
と
落
葉
の
ほ
ろ
〳
〵

と
ま
か
ふ
折
こ
そ
鷹
渡
る
也
／

41

誰
か
植
し
山
の
す
そ
墅
ゝ
さ
ゝ
れ

萩
荻
吹
風
に
鷹
渡
る
な
り
／

（
39
）
誰
う
へ
し
山
の
末
野
の
さ
ゝ
れ
萩

そ
よ
吹
風
に
鷹
わ
た
る
也

42

露
な
か
ら
折
つ
た
へ
た
る
鳥
柴
こ

そ
忘ワ

ス
レ

ぬ
家
の
鷹
飼
の
道
／

（
40
）
露
な
か
ら
お
り
つ
た
え
た
る
と
し

は
こ
そ
忘
れ
ぬ
家
の
鷹
飼
の
道
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43

柴
（
紫
カ
）

の
袖
を
も
ゆ
る
せ
鷹
飼
の
露
の

古
道
せ
ひ
さ
と
思
へ
は
／

（
41
）
紫
の
袖
を
も
ゆ
る
せ
鷹
飼
の
露
の

故
郷
こ
ひ
き
と
思
へ
は

44

嵐
に
ハ
毛
を
も
ふ
か
せ
し
鷹
か
ひ

の
秋
の
墅
遠
く
出
る
な
り
／
と
も

／

（
42
）
あ
ら
し
に
は
毛
を
も
ふ
か
せ
し
鷹

飼
の
秋
の
末
野
を
出
る
な
り
と
も

45

箸
鷹
の
上
毛
の
露
を
打
拂
ひ
羽
く

き
の
よ
ハ
き
習
を
そ
見
る
／

（
43
）
箸
鷹
の
上
毛
の
露
を
打
は
ら
ひ
羽

莖
の
よ
は
き
な
ら
ひ
を
や
す
る

46

羽
茎
た
ゝ
よ
ハ
く
成
せ
は
箸
鷹
に

虫
し
ろ
草
の
露
や
そ
ゝ
か
む
／

（
44
）
羽
く
き
た
ゝ
よ
は
く
な
り
せ
は
箸

鷹
に
む
し
し
ら
草
の
露
や
そ
ゝ
か

ん

47

露
霜
の
林
を
出
る
は
し
鷹
は
錦
を

着
た
る
姿
に
そ
似
る
／

（
45
）
露
霜
の
林
を
出
る
箸
た
か
は
錦
を

着
た
る
姿
な
り
け
り

48

鷹
飼
の
う
き
を
袂
に
顕
し
て
夕
ハ

露
を
置
そ
か
ね
た
る
／

（
46
）
鷹
飼
の
う
き
を
袂
に
あ
ら
は
し
て

夕
は
露
を
置
そ
ふ
る
哉

49

徒
の
咎
に
や
な
ら
ん
箸
鷹
の
狩
場

の
秋
の
鳥
の
こ
ゝ
ろ
は
／

（
47
）
い
た
つ
ら
の
と
か
に
か
な
ら
ん
は

し
た
か
の
狩
場
の
秋
の
鳥
の
心
は

50

紅
の
山
を
出
て
ハ
箸
鷹
の
秋
の
心

に
ま
か
せ
て
そ
と
ふ
／

（
48
）
紅
の
山
を
出
て
は
箸
た
か
の
心
の

ま
ゝ
に
か
け
り
ゆ
く
そ
ら

冬
　
五
十
種
／

冬
部
五
十
首

1

神
無
月
な
ら
の
は
山
を
飛
越
て
は

け
し
き
雲
に
渡
る
箸
鷹
／

（
1
）
神
な
月
な
ら
の
は
山
を
飛
越
て
は

け
し
き
雲
に
わ
た
る
箸
鷹

2

浪
の
雪
の
散
ぬ
る
海
に
舩
出
し
て

も
ろ
こ
し
よ
り
も
渡
箸
鷹
／

（
2
）
波
の
雪
に
散
ぬ
る
海
に
舟
出
し
て

も
ろ
こ
し
よ
り
も
わ
た
る
は
し
鷹

3

み
と

（
そ
カ
）

れ
せ
し
舟
の
底
な
る
か
ら
枕

絶
せ
す
夢
に
む
す
ふ
は
し
鷹
／

（
3
）
み
そ
れ
せ
し
船
の
そ
こ
な
る
梶
枕

絶
す
夢
に
も
む
こ
ふ
は
し
た
か

４

影
寒
き
月
に
夕
の
と
ま
り
山
鷹
の

上
毛
に
あ
ら
し
こ
そ
ふ
け
／

（
４
）
影
さ
む
き
月
に
夕
の
と
ま
り
山
鷹

の
上
毛
に
あ
ら
し
吹
な
り

５

初
雪
に
み
え
ぬ
鳥
柴
を
折
る
こ
と

も
君
か
御
幸
に
馴
る
鷹
飼
／

（
５
）
初
雪
に
み
え
ぬ
と
し
は
を
折
こ
と

も
君
か
御
幸
に
な
る
ゝ
鷹
飼

6

百
敷
や
大
宮
人
の
冬
野
に
も
す
ゑ

出
し
た
る
鷹
の
鈴
音
／

（
6
）
も
ゝ
敷
や
大
宮
人
も
冬
野
に
は
居

出
し
た
る
鷹
の
鈴
音

7

内
は
な
る
鷹
の
心
の
床
し
く
は
氷

の
か
ゝ
み
む
か
へ
て
も
み
よ
／

（
7
）
う
ち
は
な
る
鷹
の
心
の
床
く
し
は

氷
の
か
ゝ
み
む
か
ひ
て
も
み
よ

8

か
し
鳥
の
そ
ふ
そ
く
す
る
も
小
鷹

な
り
た
ゝ
大
物
に
好
さ
ら
め
や
／

（
8
）
か
し
鳥
の
装
束
す
る
は
小
鷹
也
只

大
物
に
こ
の
ま
さ
ら
ま
し

9

す
ゑ
て
た
に
し
ら
れ
ぬ
鷹
の
水
鶏

と
ひ
い
か
成
方
に
鳥
の
立
覽
／

（
9
）
居
て
た
に
し
ら
ぬ
小
鷹
の
く
ゐ
な

と
ひ
い
か
な
る
方
に
鳥
の
有
ら
ん

10

箸
鷹
の
雲
に
か
け
る
を
見
へ
るル

かカ

らラ

に
ぬ
す
立
鳥
の
心
か
し
こ
き
／

（
15
）
は
し
た
か
の
雲
に
か
け
る
を
見
る

か
ら
に
ぬ
す
た
つ
鳥
の
心
か
し
こ

き

11

芹
河
や
名
の
み
ハ
雪
に
あ
ら
ハ
れ

て
鷹
飼
の
来
る
道
そ
ふ
り
た
る
／

（
10
）
芹
川
や
名
の
み
は
雪
に
あ
ら
は
れ

て
鷹
飼
の
く
る
道
そ
ふ
り
た
る

12

鷹
の
と
る
こ
ふ
し
の
内
の
ぬ
く
め

鳥
こ
ほ
る
つ
ま
ね
の
情ナ

サ
ケ

を
そ
／
し

る
／

（
11
）
鷹
の
と
る
こ
ふ
し
の
内
の
ぬ
く
め

鳥
氷
る
爪
根
の
情
け
を
そ
し
る

13

ほ
ろ
〳
〵
と
木
葉
散
く
る
山
に
こ

そ
梢
は
な
れ
て
箸
鷹
の
こ
ゑ
／

（
12
）
ほ
ろ
〳
〵
と
木
葉
ち
り
く
る
山
に

こ
そ
梢
は
な
れ
ぬ
は
し
た
か
の
聲

14

水
寒
き
流
の
鴛
を
か
り
た
て
ゝ
空

行
鷹
の
心
た
け
さ
よ
／

（
14
）
水
寒
き
流
の
を
し
を
か
り
た
ち
て

空
行
鷹
の
心
た
け
さ
よ

15

菊
衣
か
さ
ぬ
る
袖
に
は
し
鷹
を
す

ふ
る
袂
ハ
霜
そ
ま
か
へ
る
／

（
13
）
菊
衣
か
さ
ぬ
る
袖
に
箸
た
か
の
居

る
お
り
こ
そ
霜
ま
よ
ふ
な
れ

16

庭
火
焼
神
の
御
前
の
贄
鷹
を
居
な

つ
け
ん
と
さ
す
る
也ナ

リ

け
り
／

（
16
）
庭
火
た
く
神
の
御
前
に
は
し
鷹
を

居
な
つ
け
ん
も
さ
す
か
也
け
り

17

甲
（
星
カ
）

う
た
ふ
夜
半
に
す
へ
う
る
赤
鷹
（
17
）
星
う
た
ふ
夜
半
に
居
た
る
あ
ら
鷹
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も
ち
ハ
や
の
袂
放
し
か
た
し
／

を
ち
は
や
の
袂
み
な
れ
え
か
た
し

18

し
そ
く
さ
す
つ
ゐ
な
の
夜
半
に
成

ぬ
れ
は
す
ふ
る
鷹
に
て
位
を
そ
／

し
る
／

（
18
）
し
そ
く
さ
す
つ
い
な
の
夜
半
に
成

ぬ
れ
は
居
る
鷹
に
て
位
を
そ
し
る

19

い
つ
ゝ
あ
る
位
な
くか

て
ハ
ふ
かカ

ハ

り
の
鷹
を
ハ
す
へ
ぬ
冬
の
御
か
り

場
／

（
19
）
五
あ
る
位
な
ら
て
は
ふ
か
は
り
の

た
か
を
居
ぬ
は
冬
の
御
狩
に

20

松
竹
や
こ
や
す
り
衣
重
き
て
寒
き

墅
面
せ
に
出
る
鷹
飼
／

（
20
）
松
竹
を
こ
や
す
り
衣
重
ね
き
て
寒

き
野
も
せ
に
出
る
鷹
か
ひ

21

霜
枯
の
遠
山
す
り
の
箸
鷹
は
か
け

猶
早
く
み
え
渡
り
け
り
／

（
21
）
霜
枯
の
遠
山
す
り
の
箸
鷹
は
か
け

な
を
は
や
く
み
え
わ
た
る
哉

22

降
つ
も
る
山
路
の
雪
に
い
く
か
へ

り
か
へ
れ
は
こ
と
し
帰
る
は
し
鷹

／

（
23
）
降
つ
も
る
山
路
の
雪
に
幾
か
へ
り

歸
れ
は
こ
と
し
渡
る
は
し
た
か

23

箸
鷹
の
を
き
ゑ
な
く
す
ハ
冬
の
宿

か
ま
へ
を
し
つ
ゝ
待
て
や
ハ
み
ん

／

（
22
）
箸
鷹
の
を
き
ゑ
な
ら
す
は
冬
の
宿

か
ま
へ
を
し
つ
ゝ
待
て
や
は
み
ん

24

箸
鷹
の
心
に
つ
れ
て
冬
枯
の
墅
を

分
つ
こ
そ
悲
し
か
り
／
け
れ
／

（
24
）
箸
鷹
の
心
に
つ
れ
て
冬
枯
の
野
を

分
る
社
か
な
し
か
り
け
れ

25

お
ほ
か
た
の
心
な
り
せ
は
さ
む
き

墅
に
鷹
か
き
す
ゑ
て
出
し
と
そ
／

思
ふ
／

（
25
）
大
方
の
心
な
り
せ
は
冬
の
ゝ
に
た

か
引
居
て
出
し
と
そ
思
ふ

26

雪
霜
に
は
と
や
の
鷹
の
つ
れ
な
き

ハ
山
に
求
る
巣
も
や
あ
る
／

（
26
）
雪
霜
に
は
と
や
の
鷹
の
つ
れ
な
き

は
山
に
も
と
む
る
藥
も
や
あ
る

27

こ
れ
程
に
寒
き
夜
比
の
數
を
へ
て

は
とと

や
の
鷹
も
い
か
ゝ
さ
か
へ
む

／

（
28
）
是
程
に
寒
き
よ
か
り
の
數
を
へ
て

は
と
や
の
鷹
の
い
か
ゝ
さ
か
へ
ん

28

雪
積
る
ひ
ら
か
の
鷹
の
猛
き
こ
そ
（
27
）
雪
つ
も
る
平
か
の
鷹
の
た
け
き
こ

親
の
か
た
き
も
取
へ
か
り
／
け
れ

／

そ
親
の
か
た
き
も
と
る
へ
か
り
け

れ

29

冬
野
な
る
ひ
ら
か
の
鷹
の
鳩
に
似

て
お
や
の
か
た
き
の
鷲
を
／
こ
そ

／
取
レ
／

（
30
）
冬
野
な
る
ひ
ら
か
の
鷹
の
鳩
に
ゝ

て
お
や
の
か
た
き
の
鷲
を
社
と
れ

30

と
を
に
み
つ
餘
る
尾
並
の
鷹
す
ゑ

て
出
る
ハ
位
た
か
き
人
哉
／

（
29
）
十
に
み
つ
あ
ま
る
を
な
み
の
鷹
す

へ
て
出
る
は
位
高
き
人
か
な

31

ふ
ち
し
ら
ふ
鷹
引
す
ゑ
て
春
日

墅
ゝ
雪
に
も
ち
る
や
近
鈴
の
音
／

（
31
）
ふ
ち
し
ら
ふ
鷹
引
居
て
か
す
か

の
ゝ
雪
に
も
か
る
や
近
き
鈴
音

32

大
君
の
車
の
前
を
と
を
る
に
ハ
雪

に
も
手
そ
へ
い
そ
け
た
ゝ

（
マ
マ
）

か
ひ
／

（
32
）
大
君
の
車
の
ま
へ
を
通
る
に
は
ゆ

き
に
も
て
そ
へ
い
そ
け
鷹
飼

33

陰
寒
き
雪
の
林
に
む
ら
馬

（
マ
マ
）

鷹
飛
影

に
を
と
ろ
き
や
す
る
／

（
33
）
陰
さ
む
き
雪
の
林
の
む
ら
烏
た
か

と
ふ
暮
は
ね
く
ら
さ
た
め
す

34

鷹
の
す
む
森
の
梢
の
冬
枯
て
鳥
も

隠
れ
ん
方
そ
す
く
／
な
き
／

（
34
）
鷹
の
住
も
り
の
梢
の
冬
枯
て
鳥
の

か
く
れ
ん
か
た
そ
す
く
な
き

35

あ
し
よ
わ
き
雉
子
は
雪
に
走
る
ら

む
犬
は
な
さ
せ
て
急
け
鷹
／
か
ひ

／

（
35
）
足
よ
は
き
雉
子
や
雪
に
は
し
る
ら

ん
犬
は
な
さ
せ
て
い
そ
く
鷹
か
ひ

36

雪
を
か
む
犬
の
心
に
鷹
か
ひ
の
つ

れ
て
や
山
に
ま
よ
ひ
き
ぬ
ら
ん
／

（
36
）
雪
を
か
む
犬
の
心
に
鷹
飼
の
つ
れ

て
や
山
に
ま
と
ひ
き
ぬ
ら
ん

37

降
つ
も
る
雪
に
せ
き
緒
の
跡
み
え

て
山
を
心
の
墅
心
の
鷹
／

（
37
）
降
雪
に
つ
も
る
せ
き
を
の
跡
み
え

て
山
を
や
越
ん
野
心
の
た
か

38

雪
霰
ふ
る
と
も
け
ふ
の
鷹
か
ひ
よ

あ
を
ら
ハ
き
ぬ
と
思
ひ
知
へ
し
／

（
39
）
雪
あ
ら
れ
ふ
る
と
も
け
ふ
の
鷹
飼

に
あ
を
は
ゝ
き
ぬ
と
思
ひ
し
る
へ

し

39

置
そ
ふ
る
霜
の
白
菅
笠
に
ぬ
ふ
鷹

墅
に
ハ
き
ぬ
物
と
知
へ
し
／

（
40
）
降
そ
ふ
る
雪
の
し
ら
菅
笠
に
ぬ
ひ

鷹
野
に
は
き
ぬ
物
と
し
る
へ
し

40

箸
鷹
を
寒
き
夜
毎
に
引
す
ゑ
て
ね
（
38
）
箸
鷹
の
寒
き
夜
毎
に
引
居
て
ね
ふ
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ふ
ら
ハ
む
ち
の
影
や
み
せ
／
な
ん

／

ら
は
ふ
ち
の
か
け
や
み
せ
な
ん

41

水
氷
る
田
つ
ら
成
と
も
駒
の
足
よ

ハ
た
は
鷹
を
合
す
へ
か
ら
す
／

（
41
）
水
氷
る
田
面
な
り
共
馬
の
あ
し
の

及
は
す
は
鷹
あ
は
す
へ
か
ら
す

42

雪
の
ち
る
鷹
の
置
餌
の
か
ら
ま
く

ら
も
ろ
こ
し
よ
り
も
渡
る
と
そ
／

し
る
／

（
42
）
雪
の
ち
る
鷹
の
を
き
ゑ
の
か
ら
と

ま
り
も
ろ
こ
し
よ
り
も
渡
す
と
そ

し
る

43

冬
枯
の
霜
の
林
に
は
や
ふ
さ
の
入

は
錦
を
さ
ら
す
に
そ
似
る
／

（
43
）
冬
枯
の
霜
の
林
に
は
や
ふ
さ
の
ゐ

る
は
錦
を
さ
ら
す
に
そ
似
る

44

冬
野
に
も
佐
保
の
荒
鷹
心
あ
れ
む

ま
れ
付
ゟ
山
を
わ
す
れ
す
／

（
44
）
冬
野
に
も
猶
あ
ら
鷹
に
心
あ
れ
生

れ
つ
く
よ
り
山
は
わ
す
れ
し

（
45
）
常
盤
な
る
梢
に
降
る
う
す
雪
の
色

を
移
す
や
鷹
の
靑
し
ろ

（
46
）
雪
の
日
は
身
に
引
そ
ふ
る
箸
鷹
の

た
な
さ
き
の
は
や
白
ふ
な
る
ら
ん

45

御
狩
せ
し
交
野
ゝ
原
の
は
し
鷹
ハ

雪
に
成
ま
て
た
て
る
鈴
音
／

（
47
）
御
狩
す
る
交
野
の
原
の
は
し
鷹
は

雪
の
降
ま
て
立
る
す
ゝ
音

46

騎
す
き
な
る
馬
を
は
い
と
へ
鷹
飼

の
冬
の
水
田
の
心
し
ら
す
ハ
／

（
48
）
氣
色
な
る
馬
を
は
い
と
へ
鷹
か
ひ

よ
冬
の
水
田
の
心
し
ら
す
は

47

水
田
に
て
取
を
く
れ
な
は
箸
鷹
に

丸
觜ハ

シ

を
か
へ
冬
の
夕
暮
／

（
49
）
水
田
に
て
と
り
を
く
れ
な
は
箸
鷹

の
ま
ろ
は
し
を
か
へ
冬
の
夕
く
れ

48

風
寒
き
日
は
深
墅
に
ハ
入
か
た
し

鷹
の
心
を
思
ひ
し
ら
す
ハ
／

（
50
）
風
さ
む
き
日
に
は
古
野
に
も
出
か

た
し
鷹
の
心
を
思
ひ
し
ら
す
は

49

頭
に
は
小
山
を
さ
ゝ
く
箸
鷹
の
霜

雪
に
さ
へ
ま
け
ぬ
な
り
け
り
／

50

ほ
う
し
や
う
の
毛
な
み
を
と
を
す

鷹
た
ぬ
き
春
待
風
に
あ
は
し
／
と

そ
思
ふ
／

終
／

戀
部
五
十
首

【
五
十
首
の
鷹
和
歌
掲
出
】

雜
部
五
十
首

【
五
十
首
の
鷹
和
歌
掲
出
】

※�

岡
村
知
能
氏
所
蔵
『
諏
方
流
鷹
書
』
の
鷹
和
歌
の
本
文
に
つ
い
て
は
、
／
で
改
行
を

示
し
た
。

※�

岡
村
知
能
氏
所
蔵
『
諏
方
流
鷹
書
』
に
見
え
る
鷹
和
歌
の
歌
順
は
算
数
字
の
み
で
示

し
、
群
書
類
従
第
十
九
輯
所
収
『
後
京
極
殿
鷹
三
百
首
』
に
見
え
る
そ
れ
は
（

　
）

付
き
の
算
数
字
で
示
し
た
。

　
右
掲
の
対
照
表
に
よ
る
と
、
両
書
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
鷹
和
歌
の
表

現
に
か
な
り
異
同
が
見
ら
れ
る
他
、
い
く
つ
か
の
鷹
和
歌
に
つ
い
て
は
歌
順
が
ず

れ
て
い
る
な
ど
の
相
違
点
が
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、
両
書
と
も
「
春
」「
夏
」

「
秋
」「
冬
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
立
て
に

お
い
て
、
一
方
の
テ
キ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
も
う
一
方
に
は
見
ら
れ
な

い
と
い
う
鷹
和
歌
が
い
く
つ
か
確
認
で
き
る
。
具
体
的
に
は
以
下
の
通
り
。

①
　「
春
」

　
・�

岡
村
氏
の
鷹
書
に
見
え
る
14
の
鷹
和
歌
が
群
書
類
従
本
に
は
見
え
な
い
。

　
・�

群
書
類
従
本
に
見
え
る
（
30
）（
37
）（
38
）（
39
）（
40
）
の
鷹
和
歌
が
岡
村

氏
の
鷹
書
に
は
見
え
な
い
。

②
　「
夏
」

　
・�
岡
村
氏
の
鷹
書
に
見
え
る
25
の
鷹
和
歌
が
群
書
類
従
本
に
は
見
え
な
い
。

　
・�

群
書
類
従
本
に
見
え
る
（
21
）（
22
）（
23
）（
49
）
の
鷹
和
歌
が
岡
村
氏
の

鷹
書
に
見
え
な
い
。
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③
　「
秋
」

　
・
岡
村
氏
の
鷹
書
に
見
え
る
13�

40
の
鷹
和
歌
が
群
書
類
従
本
に
は
見
え
な
い
。

④
　「
冬
」

　
・
岡
村
氏
の
鷹
書
に
見
え
る
49�

50
の
鷹
和
歌
が
群
書
類
従
本
に
は
見
え
な
い
。

　
・�

群
書
類
従
本
（
45
）（
46
）
に
見
え
る
鷹
和
歌
が
岡
村
氏
の
鷹
書
に
見
え
な

い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
両
書
に
お
い
て
所
収
さ
れ
て
い
る
鷹
和
歌
の
種
類
に
異
同
が
見

え
る
た
め
、
左
記
の
表
の
よ
う
に
、
部
立
て
に
よ
っ
て
歌
の
合
計
数
が
異
な
っ
て

い
る
。岡

村
知
能
氏
所
蔵
『
諏
方
流
鷹
書
』

群
書
類
従
第
十
九
輯
所
収
『
後
京
極

殿
鷹
三
百
首
』

春

46
首

50
首

夏

47
首

50
首

秋

50
首

48
首

冬

50
首

50
首

　
以
上
の
よ
う
な
比
較
的
小
さ
な
異
同
以
外
に
、
両
書
に
は
も
っ
と
大
き
な
相
違

点
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
群
書
類
従
所
収
本
に
は
、
右
記
の
対
照
表
に
引
用
し
た

鷹
和
歌
以
外
に
も
「
戀
部
」
50
首
、「
雜
部
」
50
首
の
合
計
約
「
三
百
首
」
の
鷹

和
歌
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
岡
村
氏
の
鷹
書
は
右
記
の
約
「
二
百

首
」
の
鷹
和
歌
の
み
し
か
見
え
な
い
。
そ
の
た
め
、
同
書
は
冒
頭
に
「
鷹
四
季
の

う
た

　
攝
政
家
二
百
首
」
と
記
し
て
「
二
百
首
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る

が
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
藤
原
良
経
の
鷹
和
歌
集
は
い
ず
れ
も
「
三
百
首
」

の
も
の
し
か
確
認
で
き
な
い（

注
８）

。
岡
村
氏
の
鷹
書
は
、
そ
れ
を
抄
出
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
岡
村
氏
の
鷹
書
に
お
け
る
右
掲
の
鷹
和
歌

本
文
の
典
拠
と
な
っ
た
伝
本
は
現
段
階
で
不
明
で
あ
る
が
、
か
な
り
ア
レ
ン
ジ
し

た
体
裁
で
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
よ
う
。

　
㈡
　
岡
村
氏
の
鷹
書
―
鷹
和
歌
そ
の
②
―

　
次
に
、【
後
半
】
の
二
十
七
丁
表
五
行
目
～
三
十
丁
裏
十
二
行
目
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
鷹
和
歌
部
分
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。
当
該
本
文
は
『
慈
鎮
和
尚
鷹
百

首
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
が
冒
頭
で
記
さ
れ
て
い
る
。『
慈
鎮
和
尚
鷹
百
首
』

も
ま
た
、
い
く
つ
か
の
伝
本
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
注
9
）

が
、
こ
こ
で
も
や
は
り
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
群
書
類
従
所
収
の
本
文
を
取
り

上
げ
て
岡
村
氏
の
鷹
書
に
見
え
る
該
当
本
文
と
比
較
す
る
。
そ
れ
を
通
し
て
、
岡

村
氏
の
鷹
書
に
見
え
る
本
文
の
特
徴
を
確
認
す
る
。
以
下
に
両
書
に
お
け
る
当
該

本
文
の
対
照
表
を
挙
げ
る
。

歌
順
岡
村
知
能
氏
所
蔵
『
諏
方
流
鷹

書
』

歌
順
群
書
類
従
第
十
九
輯
所
収
『
慈
鎭

和
尚
鷹
百
首
』

鷹
百
首

　
慈
鎮
和
尚
／

鷹
百
首

　
慈
鎭
和
尚

1

霞
あ
と
も
鷹
の
し
ら
尾
の
あ
け
ほ

の
に
空
と
ふ
鷹
そ
目
に
近
く
な
る

／

（
1
）
か
す
め
と
も
鷹
は
し
ら
尾
の
曙
に

空
と
ふ
鳥
の
目
路
近
く
な
る

2

う
き
人
ハ
な
い
鳥
か
り
の
恋
の
山

に
鷹
す
へ
あ
け
て
何
と
か
ハ
せ
ん

（
2
）
う
き
人
は
お
ひ
と
り
狩
の
戀
の
山

に
鷹
す
へ
あ
け
て
何
に
か
は
せ
ん
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／

3

は
し
鷹
の
遠
山
端
に
空
か
け
て
袖

よ
り
拂
ふ
春
の
あ
け
ほ
の
／

（
3
）
箸
鷹
の
遠
山
の
毛
に
雲
か
け
て
袖

よ
り
拂
ふ
春
の
あ
は
雪

４

春
の
墅
ゝ
す
く
ほ
の
薄
か
る
ゝ
と

て
雉
の
ほ
つ
ら
に
馴
る
鷹
人
／

（
４
）
春
の
野
に
す
く
路
の
薄
か
る
と
り

や
雉
子
の
ほ
ろ
ゝ
に
馴
る
た
か
人

５

狩
暮
し
架
ゆ
ふ
鷹
の
あ
し
を
山
に

残
れ
る
雪
も
し
ら
ぬ
り
の
鈴
／

（
５
）
狩
暮
し
ほ
こ
ゆ
ふ
鷹
の
あ
し
を
山

に
殘
れ
る
雪
も
し
ら
ね
り
の
鈴

6

此
こ
ろ
ハ
秋
の
色
に
は
あ
ら
ね
と

も
空
に
尾
花
を
ち
ら
す
は
し
／
タ

カ
／

（
6
）
此
比
は
春
の
け
し
き
に
あ
ら
ね
共

空
に
け
は
な
を
ち
ら
す
は
し
た
か

7

と
り
か
ふ
も
覚
束
な
き
ハ
は
し
鷹

の
め
鳥
つ
き
す
る
春
の
ゆ
ふ
暮
／

（
7
）
と
り
か
ひ
も
覺
束
な
さ
は
箸
た
か

の
め
と
り
つ
き
た
る
春
の
夕
暮

8

来
山
の
峯
と
ひ
越
る
は
し
鷹
の
ま

す
か
き
の
羽
や
た
ゝ
に
見
ゆ
ら
ん

／

（
8
）
こ
の
山
の
峯
飛
こ
ゆ
る
は
し
鷹
の

ま
す
か
き
の
は
や
た
つ
に
み
ゆ
ら

ん

9

鷹
人
よ
雪
の
小
篠
の
一
ふ
し
の
か

り
の
此
世
は
住
う
き
と
し
れ
／

※�

頭
注
…
慈
鎭
和
尚
天
台
宗
青
蓮

院
ノ
宮
先
住
也
／
蒙
恋
ハ
松
を

時
雨
の
染
色
そ
ま
く
す
か
原
に

／
風
そ
ゝ
く
な
り
此
歌
請
僧
讀

ぬ
は
つ
な
り
／

（
9
）
鷹
人
に
雪
の
を
さ
ゝ
の
一
ふ
し

に
か
り
の
此
世
は
住
う
き
と
し

れ

10

〇
世
中
ハ
経
尻
う
た
れ
ぬ
は
し
鷹

の
は
つ
え
に
す
か
る
心
地
こ
そ
す

れ
／

（
10
）
世
間
は
ゑ
し
り
う
た
れ
ぬ
は
し
た

か
の
は
枝
に
す
か
る
心
地
こ
そ
す

れ

11

い
つ
そ
や
ハ
野
心
あ
り
し
は
し
鷹

の
き
羽
にウ

つ
ま
て
な
る
ゝ
見
ゆ
哉

／

（
11
）
こ
の
こ
ろ
は
野
心
あ
り
し
箸
鷹
に

軒
は
う
つ
ま
て
な
る
ゝ
ま
と
哉

12

一
よ
り
に
手
か
へ
る
鷹
の
も
ち
あ
（
13
）
一
よ
り
は
手
歸
る
鷹
の
も
ち
あ
か

か
り
家
つ
と
ま
て
も
め
つ
ら
し
き

哉
／

り
家
つ
と
ま
て
も
め
つ
ら
し
き
哉

13

鷹
す
へ
て
交
墅
ゝ
行
幸
春
く
れ
は

只
花
を
の
み
狩
暮
し
け
り
／

（
14
）
鷹
す
へ
て
吉
野
の
御
幸
は
る
く
れ

は
た
ゝ
花
を
の
み
狩
く
ら
し
つ
ゝ

（
15
）
箸
鷹
の
鳥
は
こ
ゝ
に
と
を
し
へ
草

に
心
を
つ
く
る
犬
の
や
り
は
な

14

は
ふ
鳥
に
わ
な
そ
ゝ
あ
ら
む
物
か

ら
と
鷹
す
へ
あ
く
る
犬
か
ひ
の
草

／

（
16
）
は
ふ
鳥
に
は
な
つ
ま
ゝ
な
る
物
か

ら
と
鷹
す
へ
あ
く
る
犬
の
と
ひ
草

15

山
風
の
遠
き
か
た
墅
ゝ
ゆ
る
き
草

鷹
の
お
ほ
え
ハ
今
そ
し
ら
る
ゝ
／

（
17
）
山
風
は
遠
き
か
た
の
ゝ
ゆ
る
き
草

鷹
の
お
ほ
え
は
今
そ
し
ら
る
ゝ

16

天
川
渚
の
苫
屋
こ
れ
な
ら
む
交

野
ゝ
里
の
屋
形
尾
の
鷹
／

（
18
）
天
川
な
き
さ
の
と
ま
や
こ
れ
な
ら

ん
か
た
の
ゝ
里
の
ま
た
ら
尾
の
鷹

17

は
し
鷹
の
身
よ
り
心
を
尽
す
こ
そ

たタ

さサ

き
の
世
の
む
く
ひ
也
け
り
／

（
19
）
は
し
鷹
の
み
よ
り
心
を
つ
く
す
こ

そ
た
な
さ
き
の
世
の
む
く
ひ
成
け

り

18

狩
こコ

む
る
鳥
ハ
に
か
さ
し
秋
草
の

上
に
鷹
と
ふ
鷹
の
み
さ
し
ゐ
／

19

箸
鷹
の
木
居
と
る
枝
や
か
ゝ
る
ら

ん
槙
の
葉
隠
散
桜
か
な
／

（
20
）
箸
鷹
の
木
居
と
る
枝
や
か
ゝ
る
ら

ん
槇
の
葉
か
く
れ
散
櫻
か
な

20

い
つ
ま
て
か
ゆ
る
り
く
る
り
と
鷹

た
ぬ
き
逢
ぬ
お
も
ひ
に
身
を
つ
く

さ
ま
し
／

（
21
）
い
つ
ま
て
か
ゆ
る
り
く
る
り
と
鷹

た
つ
ね
逢
ぬ
思
ひ
に
身
を
盡
さ
ま

し

21

恋
せ
し
と
思
ふ
心
そ
恨
め
し
き
忍

ふ
の
鷹
の
い
と
け
な
き
身
を
／

（
22
）
戀
せ
よ
と
思
ふ
心
そ
う
ら
め
し
き

忍
ふ
の
鷹
の
い
と
け
な
き
身
を

22

△
餌
袋
に
兎
の
か
し
ら
鳥
の
く
ひ

さ
か
な
に
せ
し
ハ
む
か
し
な
り
け

り
／

（
23
）
餌
袋
に
う
さ
き
の
か
し
ら
鳥
の

首
さ
か
な
に
せ
し
は
昔
な
り
鳧
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※�

頭
注
…
今
不
審
あ
り
し
ゆ
へ
心

を
壽
せ
れ
ば
／
何
も
よ
め
る
と

あ
り
夫
ゟ
鷹
の
哥
ヲ
／
よ
み
御

不
審
は
れ
候
也
／

23

鷹
人
は
姿
に
し
る
し
打
懸
に
狩
杖

帽
子
は
ゝ
き
ま
へ
か
け
／

（
24
）
鷹
人
は
す
か
た
に
し
る
し
打
か
け

に
と
り
杖
ほ
う
し
は
ゝ
き
ま
へ
掛

24

穂
に
出
る
薄
か
も
と
の
小
鷹
狩
か

さ
す
袖
よ
り
露
そ
こ
ほ
る
ゝ
／

（
35
）
ほ
に
出
る
薄
か
も
と
の
小
鷹
か
り

か
さ
す
袖
よ
り
露
そ
こ
ほ
る
ゝ

25

う
れ
し
や
な
只
一ト

よ
り
に
と
り
か

ひ
ぬ
こ
と
し
始
て
つ
か
ふ
箸
鷹
／

（
36
）
嬉
し
や
な
た
ゝ
ひ
と
よ
り
に
と
り

か
ひ
つ
こ
と
し
始
て
使
ふ
わ
か
鷹

26

は
し
鷹
の
心
の
う
ち
を
お
も
ふ
に

は
つ
か
ふ
時
こ
そ
山
帰
す
れ
／

（
89
）
箸
鷹
の
心
の
う
ち
を
お
も
ふ
に
は

つ
か
ふ
時
こ
そ
山
わ
す
れ
す
れ

27

△
餌
袋
に
か
れ
か
は
き
た
る
古
置

餌
さ
し
て
よ
う
な
き
身
を
も
拾
え

ぬ
／

28

狩
行
く
と
人
は
と
か
め
す
信
濃
な

る
み
さ
山
本
の
諏
方
の
贄
鷹
／

（
37
）
狩
行
に
人
は
と
か
め
そ
し
な
の
な

る
み
さ
山
鳥
の
す
は
の
に
へ
た
か

29

百
鋪

（
敷
カ
）

の
日
次
の
贄
を
た
て
む
と
や

交
墅
ゝ
禁
墅
狩
声
そ
す
る
／

（
38
）
も
ゝ
敷
の
日
な
み
の
に
へ
を
た
て

ん
と
や
交
の
ゝ
禁
野
狩
聲
そ
す
る

30

野
沢
な
る
鴫
府
の
鷹
の
夕
鳥
狩
口

餌
か
ハ
む
に
何
こ
し
そ本

ノ
マ
ゝ

／

（
39
）
野
澤
な
る
し
き
ふ
の
鷹
の
夕
を
か

り
く
ち
餌
か
は
ん
と
水
な
濁
し
そ

31

贄
狩
の
日
並
の
八
日
木
に
け
り
と

初
と
や
出
し
の
鷹
の
か
り
衣
／

（
40
）
に
へ
か
り
の
日
な
み
の
け
ふ
は
き

に
け
り
と
初
と
や
出
し
の
鷹
の
狩

衣

32

鷹
す
へ
て
独
居
明
す
泊
り
山
恋
の

夜
床
の
心
地
こ
そ
す
れ
／

（
41
）
鷹
す
へ
て
獨
居
あ
か
す
と
ま
り
山

こ
ゐ
の
夜
床
の
心
地
こ
そ
す
れ

33

△
御
狩
人
野
さ
れ
若
鷹
山
帰
思
ひ

〳
〵
に
手
に
す
へ
て
行
／

（
43
）
み
か
り
人
野
さ
れ
若
鷹
山
か
へ
り

お
も
ひ
〳
〵
に
手
に
す
へ
に
け
り

34

狩
人
の
鳥
架
に
鷹
を
繋
く
夜
ハ
泥

障
の
枕
鞍
の
そ
ひ
鞭
／

（
42
）
狩
人
の
と
ほ
こ
に
鷹
を
つ
な
く
夜

は
あ
ふ
り
の
枕
く
ら
の
そ
ひ
ふ
し

35

あ
す
よ
り
ハ
手
に
や
た
ま
ら
む
あ

ら
鷹
の
山
忘ハ

ス
レ

す
る
架
の
ふ
るル

ま
ひ

／

（
44
）
あ
す
よ
り
は
手
に
や
た
ま
ら
ん
新

鷹
の
山
忘
れ
す
る
ほ
こ
の
ふ
る
ま

ひ

36

し
ら
浪
の
立
田
の
山
に
あ
ら
ね
と

も
し
ハ
し
ぬ
す
た
つ
鷹
の
追
鳥
／

※�

頭
注
…
（
朱
）
此
哥
の
下
の
句

両
説
故
不
定

※�

頭
注
…
ほ
や
祭
鳥
や
出
て
の
鷹

を
居
た
し
て
か
ま
は
や
ふ
さ
御

鷹
な
る
／
ら
ん

※�

（
朱
）
こ
の
鷂
や
御
た
か
な
る

ら
ん
／

（
56
）
白
雲
の
た
つ
た
の
里
に
あ
ら
ね

と
も
し
は
し
ぬ
す
た
つ
鷹
の
お

ひ
鳥

（
55
）
手
に
こ
ほ
れ
は
や
れ
は
た
か
を
引

居
て
み
よ
り
の
袖
は
う
ち
雪
も
な

し

37

兎
野
に
鳥
ハ
の
か
れ
し
峯
越
の
尾

か
さ
すし

ト
モ

か
ゝ
る
鷹
の
も
ち
り
羽
／

（
57
）
と
さ
ま
よ
り
鳥
は
の
か
れ
し
峯
越

の
お
か
た
に
か
ゝ
る
鷹
の
も
し
り

羽

38

箸
鷹
の
も
と
を
るり

イ

山
の
つ
ち
の
音

と
や
か
ま
へ
す
る
人
や
あ
る
ら
む

／

（
58
）
箸
鷹
の
も
と
を
り
山
の
鈴
の
音
に

と
や
か
ま
へ
す
る
人
や
あ
る
ら
ん

39

は
な
れ
え
ぬ
世
ハ
か
ゝ
り
け
む
餌

袋
に
置
餌
の
鷹
の
山
忘
し
て
／

（
59
）
放
れ
え
ぬ
世
は
か
ゝ
り
け
り
餌
袋

の
お
き
ゑ
に
た
か
の
山
忘
し
て

40

鷹
は
木
居
犬
ハ
荒
と
ふ
鳥
な
れ
ば

草
に
も
伏
さ
す
立
と
し
も
な
し
／

41

懸
落
す
鶉
の
床
の
草
ふ
か
み
今
社

み
つ
れ
鷹
の
出
木
居
／

（
60
）
か
け
と
を
す
鶉
の
床
の
草
ふ
か
み

今
こ
そ
み
ゆ
れ
鷹
の
ゑ
こ
ひ
よ
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42

あ
ふ
事
ハ
安
達
の
ゝ
へ
の
か
た
う

つ
ら
こ
ゐ
す
る
鷹
の
暮
な
頼
ミ
そ

／

（
61
）
逢
事
は
有
乳
の
野
へ
の
か
た
う
つ

ら
こ
ひ
す
る
鷹
の
く
る
ゝ
た
の
み

そ

43

箸
鷹
の
老
曽
の
森
に
あ
ら
ね
と
も

耳
か
た
け
な
る
人
の
ふ
る
ま
ひ
／

（
62
）
箸
鷹
の
お
ひ
そ
の
杖
に
あ
ら
ね
と

も
み
ゝ
か
た
け
な
る
人
の
ふ
る
舞

44

小
鷹
狩
鶉
の
床
に
宿
る
ら
む
暮
行

墅
へ
の
草
ふ
か
く
と
も
／

（
63
）
小
鷹
狩
鶉
の
床
に
宿
か
ら
ん
暮
行

の
へ
は
露
ふ
か
く
と
も

45

ひ
ね
り
す
る
鷹
の
藤
ふ
に
春
暮
て

鳥
屋
か
ま
へ
す
る
夏
ハ
来
に
け
り

／

（
45
）
ひ
ね
り
さ
す
鷹
の
藤
ふ
ち
春
暮
て

と
や
か
ま
へ
す
る
夏
は
來
に
け
り

46

箸
鷹
の
み
と
り
の
草
を
あ
さ
れ
と

や
物
あ
ひ
し
る
き
犬
の
墅
廻
り
／

（
90
）
は
し
鷹
の
み
と
り
の
草
を
あ
さ
れ

と
や
も
の
あ
ひ
し
け
き
犬
の
野
か

は
り

47

は
し
鷹
の
こ
れ
も
只
こ
ひ
の
つ
も

り
か
と
思
ふ
時
こ
そ
も
み
雀
す
れ

／

（
47
）
は
し
た
か
の
聲
に
餌
こ
ひ
の
つ
も

る
か
と
思
ふ
時
こ
そ
も
み
雀
す
れ

48

尾
上
よ
り
引
こ
す
鳥
の
つ
か
れ
を

ハ
鳥
喚
に
こ
そ
又
は
し
ら
る
れ
／

（
48
）
お
の
へ
よ
り
引
こ
す
鷹
の
疲
れ
は

を
と
さ
け
ひ
に
こ
そ
又
は
し
ら
る

れ

49

冬
枯
の
真
柴
な
ら
し
は
打
た
ゝ
き

鷹
す
へ
な
ら
す
小
墅
ゝ
狩
人
／

（
49
）
冬
枯
の
槇
の
な
ら
柴
う
ち
た
ゝ
き

鷹
の
枝
な
ら
す
小
鷹
狩
人

50

鳥
柴
お
ち
鈴
つ
け
の
尾
ハ
長
け
れ

と
ふ
け
る
そ
ふ
し
き
鶉
符
の
鷹
／

（
50
）
と
し
は
よ
り
鈴
付
の
お
は
な
か
け

れ
と
に
け
る
そ
憎
き
鶉
ふ
の
鷹

51

狩
立
る
霞
の
上
の
夕
雲
雀
鷹
も
雲

入
る
こ
ゝ
地
こ
そ
す
れ
／

（
51
）
狩
立
る
霞
の
う
へ
の
夕
ひ
は
り
鷹

も
雲
ゐ
の
心
地
こ
そ
す
れ

52

鷹
人
の
外
山
に
か
た
る
雲
の
雪
道

ふ
み
分
て
鳥
立
を
そ
見
る
（
朱
）

こ
そ
／

（
52
）
鷹
人
は
外
山
に
か
ゝ
る
雲
雪
の
道

ふ
み
分
て
と
た
ち
を
そ
す
る

53

は
し
鷹
の
す鈴

ゝ
ふ
る
雪
や
雲
る
ら

む
槙
の
梢
に
風
の
音
つ
れ
／

（
53
）
箸
鷹
の
鈴
ふ
る
雪
や
是
な
ら
ん
ま

き
の
梢
の
風
の
音
す
れ

54

す
へ
鷹
の
た
ゝ
さ
き
の
羽
に
春
さ

ら
て
笠
の
端
白
き
雪
の
曙
／

（
54
）
す
へ
た
か
の
た
な
さ
き
の
羽
に
は

か
さ
れ
て
笠
の
は
し
ろ
き
雪
の
曙

55

う
ち
つ
け
に
や
か
て
犬
こ
そ
か
み

に
か
め
山
口
し
ろ
く
鳥
や
立
ら
ん

／

（
12
）
ひ
と
よ
り
に
き
け
は
犬
こ
そ
か
み

に
け
れ
山
口
し
る
く
鳥
や
あ
る
ら

ん

56

押
並
て
雪
の
古
葉
の
み
え
に
け
り

墅
さ
れ
の
鷹
の
鳥
の
落
か
た
／

（
25
）
を
し
な
へ
て
雪
は
ふ
る
羽
に
み
え

に
け
り
野
さ
れ
の
鷹
の
鳥
の
落
草

57

は
し
鷹
の
そ
う
と
ハ
か
り
は
見
え

ね
と
も
雪
の
降
野
ゝ
あ
け
ほ
の
ゝ

空
／

（
26
）
箸
鷹
の
そ
こ
と
は
か
り
は
し
ら
ね

と
も
雪
の
ふ
り
袖
明
ほ
の
ゝ
空

58

風
吹
は
さ
む
き
狩カ

リ

場
の
そ
は
ミ
鷹

拂
す
と
て
も
袖
の
し
ら
雪
／

（
27
）
風
吹
は
さ
む
き
狩
場
の
そ
は
み
鷹

は
ら
は
す
と
て
も
袖
の
白
雪

59

山
お
ろ
し
雪
や
霙ミ

ソ
レ

の
夕
暮
に
鷹
ハ

手
ふ
る
ひ
わ
れ
ハ
身
ふ
る
ひ
／

（
28
）
山
風
や
ゆ
き
や
み
そ
れ
の
夕
暮
は

鷹
は
た
ふ
る
ひ
我
は
身
ふ
る
ひ

60

鷹
場
な
る
野
に
ハ
ふ
さ
し
と
夏
鶉

命
の
は
て
は
な
つ
草
の
陰
／

（
29
）
た
か
場
な
る
野
に
は
ふ
さ
し
と
夏

鶉
命
つ
ゝ
れ
は
夏
草
の
か
け

61

た
か
人
の
杦松

に
た
ち
よ
る
む
ら
し

く
れ
し
ハ
し
す
こ
す
も
久
し
か
り

け
り
／

（
30
）
鷹
人
の
松
に
立
よ
る
一
時
雨
し
は

し
過
す
も
久
し
か
り
け
り

62

た
かカ

ま
す
よ
遠
山
鳥
の
し
た
り
尾

の
な
か
〳
〵
し
さ
に
け
ふ
の
親
鳥

／※
頭
注
…
鷹

（
31
）
た
の
ま
す
よ
遠
山
鳥
の
し
た
り

尾
の
な
か
〳
〵
し
さ
よ
け
ふ
の

足
緒
鷹

63

〇
鈴
な
ら
す
犬
の
頭
に
も
と
を
れ

て
駒
を
な
ら
ふ
る
小
鷹
狩
哉
／

鈴
な
ら
す
犬
の
頭
に
も
と
を
れ
て

（
33
）
鈴
な
ら
す
犬
の
か
し
ら
に
も
と

を
れ
て
駒
を
な
ら
ふ
る
小
鷹
か

り
哉
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／

64

△
片
藪
に
む
す
ほ
ゝ
る
と
も
へ
を

さ
ゝ
む
心
も
し
ら
ぬ
つ
み
の
わ
か

鷹
／

（
34
）
か
た
藪
に
む
す
ほ
ゝ
る
と
も
へ
を

さ
ゝ
ん
心
も
し
ら
ぬ
つ
み
の
若
鷹

65

小
鷹
場
に
し
と
ゝ
に
あ
か
り
と
ら

ハ
れ
て
滋
み
小
鳥
の
声
の
み
そ
／

す
る
／

66

は
し
鷹
を
手
放
す
け
ふ
の
御
鷹
場

の
か
さ
む
ね
鳥
を
家
つ
と
に
／
せ

ん
／

（
32
）
箸
鷹
を
手
な
ら
す
け
ふ
の
御
狩
場

は
か
た
む
ね
鳥
を
家
つ
と
に
せ
ん

67

犬
飼
の
鷹
場
に
出
る
か
り
は
か
ま

た
す
け
ハ
人
の
古
慮
な
り
け
り
／

68

い
く
ら
と
も
見
え
ぬ
な
す
墅
ゝ
小

鷹
か
り
罪
も
む
く
ひ
も
後
の
世
の

為
／

（
64
）
い
く
ら
と
も
見
え
ぬ
な
す
の
ゝ
小

鷹
狩
つ
み
も
こ
の
り
も
後
の
世
の

爲

69

都
人
手
を
も
そ
ら
さ
ぬ
心
地
し
て

あ
か
け
の
鷹
の
あ
る
ゝ
墅
も
な
し

／

（
67
）
狩
人
の
手
を
も
そ
ら
さ
ぬ
心
地
し

て
あ
か
け
の
鷹
の
あ
く
時
も
な
し

70

朝
鳥
狩
あ
さ
出
よ
し
と
鷹
場
なな

る

し
の
ゝ
は
草
を
打
懸
に
す
る
／

（
68
）
朝
と
か
り
あ
か
て
は
ふ
し
と
鷹
場

な
る
し
の
ゝ
は
草
を
打
か
け
に
し

て

71

た
か
か
ひ
の
箸
に
火
と
も
す
今
夜

よ
り
心
も
解
ぬ
片
枕
す
れ
／

（
69
）
た
か
か
ひ
の
は
し
に
火
と
も
す
今

夜
こ
そ
心
も
と
け
ぬ
か
た
枕
す
れ

72

あ
な
に
く
や
や
か
て
餌
に
な
る
村

雀
子
に
つ
た
へ
て
も
笑
な
笑
そ
／

（
71
）
あ
な
憎
や
や
か
て
餌
に
な
る
む
ら

烏
子
に
つ
た
へ
て
も
鷹
ナ
わ
ら
ひ

そ

73

忘
（
朱
）ハ
ス
レ

め
や
遠
山
も
と
の
か
た
か
へ

り
の
き
ハ
の
草
の
鷹
の
み
よ
り
羽

（
70
）
忘
れ
め
や
遠
山
も
と
の
か
た
か
へ

り
軒
端
の
草
の
鷹
の
も
と
り
は

／

74

そ
れ
鷹
の
雪
の
梢
の
む
ら
烏
朝
わ

ら
ひ
し
て
も
ち
に
か
ゝ
れ
る
／

（
72
）
そ
れ
た
か
の
雪
の
梢
の
村
か
ら
す

あ
た
わ
ら
ひ
し
て
枝
に
は
な
る
れ

75

赤
毛ふ

か
と
思
ひ
し
か
と
も
雪
の
日

は
符
か
ハ
り
し
け
る
ま
し
ら
ふ
の

鷹
／

（
73
）
あ
か
も
か
と
思
ひ
し
か
共
雪
の
ひ

は
符
替
し
て
け
る
ま
し
ら
ふ
の
鷹

76

雉
子
こ
そ
命
継
尾
に
成
に
け
り
鷹

場
帰
の
夕
暮
の
空
／

（
74
）
雉
子
こ
そ
命
つ
き
尾
に
な
り
に
け

れ
た
か
は
か
へ
り
の
春
の
夕
暮

77

と
ら
せ
し
そ
悔
し
か
り
け
る
小
鷹

場
の
樀

（
朱
）ウ
ツ
キ
ト
モ

■ハ
シ
ト
モ

の
紅
葉
鵙

（
朱
）モ
ス

の
草
く

き
／

（
75
）
と
ら
せ
て
は
く
や
し
か
り
け
り
小

鷹
狩
は
し
の
紅
葉
の
も
す
の
草
く

き

78

か
け
鳥
を
お
ひ
そ
の
森
の
夕
時
雨

月
に
か
ゝ
る
へ
き
つ
ミ
の
若
鷹
／

（
91
）
か
し
鳥
を
お
ひ
そ
の
森
の
夕
時
雨

身
に
か
ゝ
る
へ
き
つ
み
の
若
た
か

79

床
も
な
き
刈
田
の
鴫
そ
哀
な
る
今

夕
く
れ
の
鷹
の
餌
そ
か
し
／

（
76
）
床
も
な
き
か
り
田
の
し
き
そ
哀
な

る
此
夕
く
れ
の
鷹
の
ま
ろ
は
し

80

立
鳥
の
尾
花
を
ち
くテ

す
箸
鷹
の
草

と
る
時
も
あ
か
ら
め
い
な
き
／

（
77
）
た
つ
鳥
の
毛
は
な
を
ち
ら
す
は
し

鷹
の
草
と
る
時
そ
あ
た
ら
み
は
な

き

81

月
残
る
狩
場
の
雪ユ

キ

の
し
ろラ

鷺
を
の

か
（
マ
マ
）

け
に
て
も
身
を
や
隠
さ
ん
／

（
78
）
月
殘
る
か
り
は
の
雪
の
し
ら
兎
を

の
か
影
に
や
身
を
か
く
す
ら
ん

82

松
の
木
に
か
ゝ
る
藤
ふ
の
鷹
み
れ

は
つ
か
ふ
人
ま
て
万
代
や
経
む
／

（
79
）
松
の
も
と
に
か
ゝ
る
藤
ふ
の
鷹
み

れ
は
つ
か
ふ
人
ま
で
萬
代
や
へ
む

83

を
き
は
な
す
はは

しし

鷹
の
巣
の
い
け

鶉
網
に
も
か
ゝ
る
う
き
命
か
な
／

（
80
）
も
き
放
つ
鷂
つ
め
の
い
け
う
つ
ら

網
に
も
か
ゝ
る
う
き
命
か
な

84

山
鳥
の
尾
上
の
松
を
来
て
見
れ
ハ

鈴
は
へ
た
て
ぬ
鷹
の
な
ら
し
は
／

（
81
）
山
鳥
の
尾
上
の
松
を
き
て
み
れ
は

鈴
は
へ
た
て
ぬ
鷹
の
な
ら
し
は

85

陸（
朱
）

奥ミ
チ
ノ
ク

の
信（

朱
）

夫シ
ノ
フ

の
鷹
の
め
つ
ら
し

（
82
）
み
ち
の
く
の
し
の
ふ
の
鷹
の
か
り
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く
都
の
山
に
年
を
へ
む
と
ハ
／

そ
め
に
都
の
山
も
年
を
へ
ん
と
や

86

鶉
な
く
床
の
山
風
烈
し
さ
に
手
放

も
せ
て
か
へ
る
鷹
人
／

（
83
）
う
つ
ら
な
く
鳥
籠
の
嵐
は
け
し
さ

に
手
は
な
ち
も
せ
て
歸
る
鷹
人

87

あ
ら
鷹
も
手
馴
る
程
に
末
を
も
つ

駒
に
鞍
を
け
手
放
し
て
見
む
／

（
84
）
新
鷹
も
手
馴
る
ほ
と
に
居
を
か
す

馬
に
く
ら
を
け
つ
か
ひ
て
を
み
ん

（
85
）
と
や
藪
は
ふ
ま
せ
た
れ
と
も
箸
鷹

の
鈴
お
さ
め
す
る
夏
そ
來
に
け
る

88

心
よ
く
こ
と
し
ハ
な
り
ぬ
鳥
や
出

の
あ
か
け
の
鷹
の
木
居
の
手
も
ろ

さ
／

89

身
に
そ
へ
て
手
馴
ル
時
そ
箸
鷹
の

恋
ハ
し
て
見
す
何
に
た
と
へ
ん
／

90

春
の
墅
に
つ
か
ひ
尽
し
て
箸
鷹
の

鈴
納
す
る
夏
ハ
き
に
け
り
／

（
86
）
春
の
野
も
つ
か
ひ
盡
し
て
は
し
鷹

の
身
に
や
す
け
な
る
事
そ
す
く
な

き

91

さ
れ
ハ
に
や
墅
さ
れ
の
鷹
の
山
かわ

へす

りれ

年
〳
〵
へ
て
も
帰
る
思
へ
は

／

（
88
）
さ
れ
羽
に
や
野
さ
れ
の
山
を
忘
る

ら
ん
と
し
ち
み
つ
く
る
鷹
の
藥
飼

（
92
）
籠
ぬ
け
す
る
太
山
の
鷹
の
捨
か
ひ

を
う
か
れ
烏
や
い
か
に
し
る
ら
ん

（
93
）
荒
鷹
を
七
日
な
ゝ
夜
に
と
り
か

は
ゝ
み
と
り
を
ほ
こ
に
う
つ
す
也

け
り

（
94
）
は
し
鷹
の
尾
上
引
こ
す
ひ
た
り
羽

に
見
ぬ
落
草
の
と
た
ち
を
そ
し
る

（
95
）
は
し
鷹
の
四
毛
ふ
く
ま
て
辻
風
に

た
な
れ
の
駒
を
た
て
そ
か
ね
ぬ
る

（
96
）
高
根
よ
り
麓
の
原
に
飛
さ
か
り
つ

ま
こ
ゝ
ろ
み
の
羽
く
ら
へ
の
た
か

（
97
）
山
越
る
つ
か
れ
の
と
り
の
落
草
を

つ
な
く
や
鷹
の
ほ
こ
羽
な
る
ら
ん

（
98
）
淀
よ
り
も
交
野
に
か
よ
ふ
か
り
人

の
舟
に
の
せ
た
る
屋
か
た
お
の
鷹

（
99
）
は
し
鷹
の
こ
も
つ
ち
こ
え
の
一
も

ち
り
取
に
も
と
ら
す
お
も
し
ろ
の

羽
や

（
100
）
箸
鷹
の
升
か
き
の
羽
を
と
ふ
時
は

や
へ
羽
の
き
し
も
た
ま
ら
さ
り
け

り

（
101
）
雪
ふ
れ
は
身
に
引
そ
ふ
る
箸
鷹
の

た
な
さ
き
の
は
や
し
ら
ふ
な
る
ら

ん

（
102
）
陸
奥
の
忍
ふ
の
鷹
を
手
に
す
へ
て

あ
た
ち
か
原
を
ね
る
は
た
か
子
そ

92

い
つ
るれ

又
逢
事
あ
ら
む
は
し
鷹
の

餌
忘ハ

ス
レ

飼
の
け
ふ
の
秋
と
は
／

93

暮
る
共
帰
ら
ん
物
を
小
た
か
ゝ
り

一
夜
ふ
し
み
の
袖
の
敷
ね
ハ
／

（
65
）
暮
る
と
も
か
へ
ら
し
も
の
を
小
鷹

狩
一
夜
ふ
し
み
に
袖
は
し
く
と
も

94

夏
草
の
茂
み
か
原
も
過
に
き
と
鈴

さ
し
そ
む
る
秋
の
箸
鷹
／

（
87
）
夏
草
の
し
け
み
か
原
も
過
に
き
と

鈴
さ
し
そ
む
る
秋
の
は
し
た
か

95

狩
く
ら
し
帰
る
交
墅
ゝ
花
うウ

つ
ほ

か
さ
し
や
鷹
の
手
に
も
た
ま
ら
す

／

（
66
）
狩
く
ら
し
か
へ
る
か
た
の
ゝ
は
な

う
つ
ほ
や
さ
し
や
た
か
の

〔
マ
ヽ
〕

96

は
し
鷹
の
し
か
ら
み
そ
む
る
落
草

を
心
得
か
ほ
の
い
ぬ
の
ふ
る
／
ま

ひ
／

（
46
）
箸
鷹
の
と
か
し
ら
し
む
る
落
草
を

心
得
か
ほ
に
犬
の
わ
け
草
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終
／

は
し
鷹
の
身
よ
り
た
ゝ
先
定
ら
す

大
宮
人
は
右
に
居
け
り
／

は
し
鷹
の
身
よ
り
手
先
を
知
り
た

く
は
二
つ
の
家
を
た
ゝ
し
て
そ
／

聞
／

※�

頭
注
…
野
守
／
は
し
鷹
の
墅
守

の
鏡
ゑ
て
し
か
な
／
思
ひ
思
は

す
よ
そ
な
か
ら
見
ん
／

右
慈
鎭
和
尚
鷹
百
首
以
山
永
恭
藏

本
書
写
校
合
畢

※�

岡
村
知
能
氏
所
蔵
『
諏
方
流
鷹
書
』
の
鷹
和
歌
の
本
文
に
つ
い
て
は
、
／
で
改
行

を
示
し
た
。

※�

岡
村
知
能
氏
所
蔵
『
諏
方
流
鷹
書
』
に
見
え
る
鷹
和
歌
の
歌
順
は
算
数
字
の
み
で

示
し
、
群
書
類
従
第
十
九
輯
所
収
『
慈
鎭
和
尚
鷹
百
首
』
に
見
え
る
そ
れ
は

（
　
）
付
き
の
算
数
字
で
示
し
た
。

※�

岡
村
知
能
氏
所
蔵
『
諏
方
流
鷹
書
』
に
見
え
る
〇
及
び
△
は
す
べ
て
朱
書
。

　
右
掲
の
対
照
表
に
見
え
る
通
り
、
や
は
り
両
書
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る

鷹
和
歌
の
表
現
に
は
相
当
の
異
同
が
見
ら
れ
る
。
し
か
も
、
対
応
し
て
い
る
鷹
和

歌
の
歌
順
に
も
か
な
り
大
き
な
ず
れ
が
確
認
さ
れ
る
。
さ
ら
に
前
半
部
分
と
同
じ

く
、
一
方
の
テ
キ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
も
う
一
方
に
は
見
ら
れ
な
い
と

い
う
鷹
和
歌
が
い
く
つ
か
確
認
で
き
る
。
具
体
的
に
は
以
下
の
通
り
。

・�

岡
村
氏
の
鷹
書
に
見
え
る
18�

27�

40�

65�

67�

88�

89�

92
の
鷹
和
歌
が
群
書
類
従
本

に
は
見
え
な
い
。

・�

群
書
類
従
本
に
見
え
る
（
15
）（
55
）（
85
）（
92
）（
93
）（
94
）（
95
）（
96
）

（
97
）（
98
）（
99
）（
100
）（
101
）（
102
）
の
鷹
和
歌
が
岡
村
氏
の
鷹
書
に
は
見
え

な
い
。

　
そ
の
ほ
か
、
岡
村
氏
の
鷹
書
は
、「
は
し
鷹
の
身
よ
り
た
ゝ
先
定
ら
す
大
宮
人

は
右
に
居
け
り
／
」
と
「
は
し
鷹
の
身
よ
り
手
先
を
知
り
た
く
は
二
つ
の
家
を

た
ゝ
し
て
そ
／
聞
／
」
と
い
う
二
首
の
鷹
和
歌
が
追
加
の
体
裁
で
掲
出
さ
れ
て
い

る
が
、
群
書
類
従
本
に
は
該
当
す
る
鷹
和
歌
は
確
認
で
き
な
い
。
さ
ら
に
岡
村
氏

の
鷹
書
に
は
頭
注
の
記
事
が
い
く
つ
か
確
認
で
き
る
。
そ
れ
ら
は
記
載
さ
れ
て
い

る
位
置
か
ら
判
断
し
て
、
6�

22�

36�

62
及
び
追
加
の
和
歌
の
二
首
目
の
項
目
に
記

入
し
た
が
、
そ
の
う
ち
62
を
除
い
て
、
注
記
の
内
容
は
必
ず
し
も
該
当
項
目
の
和

歌
の
注
釈
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
や
や
文
意
の
と
り
に
く
い
記

述
や
関
連
性
が
不
明
な
鷹
和
歌
な
ど
が
掲
出
さ
れ
て
い
て
、
当
該
テ
キ
ス
ト
特
有

の
記
事
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
特
徴
を
踏
ま
え
る
と
、
岡
村
氏
の
鷹
書
に

お
け
る
後
半
部
分
の
鷹
百
首
の
本
文
も
ま
た
、
相
応
に
独
自
な
引
用
方
法
で
記
載

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
よ
う
。

お
わ
り
に

　
以
上
に
お
い
て
、
諏
訪
藩
に
仕
え
た
鷹
匠
の
岡
村
氏
伝
来
の
鷹
書
に
見
え
る

『
後
京
極
殿
鷹
三
百
首
』『
慈
鎮
和
尚
鷹
百
首
』
か
ら
引
用
さ
れ
た
鷹
和
歌
群
に
つ

い
て
検
討
し
て
き
た
。
そ
も
そ
も
、
鷹
匠
に
伝
来
し
た
鷹
書
に
当
該
の
鷹
和
歌
集

が
含
ま
れ
て
い
る
事
例
は
珍
し
く
、
管
見
に
お
い
て
他
に
確
認
で
き
な
い
。
本
稿

で
は
、
そ
の
よ
う
な
鷹
和
歌
の
本
文
を
取
り
上
げ
て
全
文
を
紹
介
し
つ
つ
、
群
書

類
従
本
と
の
比
較
を
通
じ
て
そ
の
特
徴
を
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
岡
村
氏
の
鷹

書
に
見
え
る
鷹
和
歌
群
は
、
独
自
の
体
裁
で
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
鷹
匠
が
鷹
和
歌
（
鷹
百
首
類
）
を
伝
来
す
る
際
、
や
や
恣
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意
的
に
本
文
を
扱
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
近
世
期
に
流
布

し
た
鷹
匠
所
縁
の
鷹
書
群
に
お
い
て
、
流
派
に
関
わ
る
言
説
に
つ
い
て
は
相
応
に

厳
密
な
位
相
が
あ
っ
た
の
に
対
し
（
注
10
）、
鷹
和
歌
に
つ
い
て
は
無
作
為
に
伝

来
し
て
い
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
と
同
時
に
、
中
近
世
期
に
お
い
て
、
鷹
和

歌
（
鷹
百
首
類
）
の
テ
キ
ス
ト
が
伝
播
す
る
実
態
を
考
え
る
手
掛
か
り
と
し
て

も
、
岡
村
氏
の
事
例
は
有
用
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
、
当
該
書
の
別
の
部
分
の
叙
述

と
の
関
連
性
や
岡
村
氏
伝
来
の
鷹
書
全
体
の
意
義
付
け
な
ど
に
つ
い
て
は
今
後
の

課
題
と
し
た
い
。

【
注
】

（
1
）�　
二
本
松
泰
子
『
中
世
鷹
書
の
文
化
伝
承
』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
一
年

二
月）

、
同
『
鷹
書
と
鷹
術
流
派
の
系
譜
』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
二
年
二

月）

な
ど
。

（
2
）�　『
御
家
中
知
行
附
並
御
藏
帳

　
元
禄
九
年
』（

『
復
刻
諏
訪
史
料
叢
書

　
第

五
巻
』
所
収
、
諏
訪
教
育
会
編
、
ほ
た
る
書
房
、
一
九
八
四
年
十
一
月）

、

『
分
限
明
細
記

　
元
禄
年
中
』（

同）

、『
御
家
中
御
人
數
帳

　
寶
暦
三
年
五

月
』（

同）

な
ど
。
詳
し
く
は
、
二
本
松
泰
子
「
鷹
匠
と
鷹
書
制
作（
上）

―
諏
訪
藩
の
鷹
匠
伝
来
の
新
出
資
料
を
手
掛
か
り
に
―
」（

「
信
濃
」
近
刊
掲

載
予
定）

参
照
。

（
3
）�　
前
掲
注（

２）

の
二
本
松
論
文
。

（
４
）�　
前
掲
注（

２） 

二
本
松
論
文
及
び
二
本
松
泰
子
「
鷹
匠
と
鷹
書
制
作

（

下）

―
諏
訪
藩
の
鷹
匠
伝
来
の
新
出
資
料
を
手
掛
か
り
に
―
」（

「
信
濃
」

近
刊
掲
載
予
定）

。

（
５
）�　
前
掲
注（

４）

の
二
本
松
論
文
。

（
6
）�　
遠
藤
和
夫
「
和
洋
女
子
大
学
附
属
図
書
館
本
『
鷹
三
百
首
註
』
小
考
」

（

「
和
洋
國
文
研
究
」
第
三
十
号
、
一
九
九
五
年
三
月）

、
同
「『
京
極
摂
政
鷹

三
百
首
』
に
つ
き
て
」（

「
和
洋
國
文
研
究
」
第
三
十
一
号
、
一
九
九
六
年
三

月）

、
同
「
校
訂
『
鷹
三
百
首（

摂
政
太
政
大
臣）

』（

上）

」（

「
和
洋
女
子
大

学
紀
要
・
文
学
編
」
第
三
十
六
号
、
一
九
九
六
年
三
月）

、
同
「
校
訂
『
鷹

三
百
首（

摂
政
太
政
大
臣）

』（

下）

」（

「
野
州
國
文
學
」
第
五
十
八
号
、

一
九
九
六
年
十
月）

。

（
7
）�　
山
本
一
「
鷹
百
首
類
伝
本
概
観
の
試
み
」（

「
調
査
研
究
報
告
」
第
十
八

号
、
一
九
九
七
年
三
月）

、
同
「
鷹
歌
を
め
ぐ
る
二
、三
の
考
察
」（

『
日
本
文

学
史
論
―
島
津
忠
夫
先
生
古
稀
記
念
論
集
』
所
収
、
島
津
忠
夫
先
生
古
稀
記

念
論
集
刊
行
会
編
、
世
界
思
想
社
、
一
九
九
七
年
九
月）

。

（
8
）�　
前
掲
注（

６）

及
び（

７）

の
他
、
山
本
一
「
鷹
歌
文
献
序
説
―
肥
前
嶋

原
松
平
文
庫
蔵
「
鷹
和
歌
集
」「
鷹
百
首
」
の
検
討
を
中
心
に
」（

「
研
究
と

資
料
」
第
五
十
六
号
、
二
〇
〇
六
年
十
二
月）

、
同
「「
や
ま
ひ
め
に
」
類
鷹

百
首
の
伝
本
に
つ
い
て
」（

「
金
沢
大
学
人
間
社
会
学
域
学
校
教
育
学
類
紀

要
」
第
二
号
、
二
〇
一
〇
年
二
月）

、
同
「
天
正
十
九
年
写
「
や
ま
ひ
め
に
」

類
鷹
百
首
の
解
題
と
翻
刻
」（

「
研
究
と
資
料
」
第
七
十
号
、
二
〇
一
三
年

十
二
月）

、
三
保
忠
夫
『
鷹
書
の
研
究
―
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
を
中
心
に
―

上
冊
』
第
二
部
第
一
章
「
公
家
に
関
わ
る
鷹
書
」
第
四
節
「
藤
原（

九
条）

良
経
」（

和
泉
書
院
、
二
〇
一
六
年
二
月）

。

（
9
）�　
前
掲
注（

８）

の
三
保
著
書
第
二
部
第
一
章
「
公
家
に
関
わ
る
鷹
書
」
第

三
節
「
慈
鎭
」。
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（
10
）�　
前
掲
注（

１）

二
本
松
著
書
『
鷹
書
と
鷹
術
流
派
の
系
譜
』
第
二
編
「
鷹

術
流
派
の
系
譜
」・
第
三
編
「
鷹
術
流
派
の
展
開
」
な
ど
。

【
付
記
】

　
二
〇
一
八
年
末
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
鷹
匠
文
書
を
ご
貸
与
く
だ
さ
っ
た
岡
村

知
能
氏
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
生
前
の
ご
厚
情
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
本
稿
を
な
す
に
当
た
り
、
神
長
官
守
矢
史
料
館
の
柳
川
英
司
氏
と
守
矢

早
苗
氏
に
は
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
併
せ
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
本
稿
は
、
二
〇
一
九
年
～
二
〇
二
一
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤

研
究
（
Ｃ
）「
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
放
鷹
文
化
に
お
け
る
鷹
書
の
体
系
化

を
目
指
す
研
究
（
課
題
番
号１９Ｋ００３２５

）」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

《Abstract》
Falconry�in�the�medieval�period�to�the�early�modern�period�in�Japan�was�entirely�carried�
out�by�samurai�warriors.�Hence,�falconry�at�that�time�can�be�regarded�as�samurai�culture.�In�
this�paper,�we�focus�on�takasho,�or�books�on�falconry,�in�order�to�understand�the�true�image�
of�falconry�as�a�part�of�this�samurai�culture.�In�other�words,�we�consider�the takasho（new�
material）handed�down�to�Mr.�Okamura�who�served�for�generations�as�a� falconer�of� the�
Suwa�clan� in� the�early�modern�period,� and� introduce� the� “Gokyogoku�Dono�Takasan�
Hyakushu”� and� “Jichin� Kasho� Taka�Hyakushu”� books� cited� in� it,� and� study� the�
characteristics� through�a�comparison�with� text� in� the� said�book� included� in� “Gunsho�
Ruiju（Collection�of�Japanese�classics�sorted�by�type）”.�As�a�result,�the�Takawaka�seen�in�
the�Mr.�Okamura’s� takasho was� characterized�by� strong�arbitrary� elements� and� it�was�
estimated� that� this�book� is� obsolete� and�not� as�valuable� in� the�handing�down�of� the�
Takawaka�collection�for�falconry.�Further,�this�study�presents�a�new�case�study�of�the�spread�
of�the�texts�of�the�Takawaka�collection�through�falconry.
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平成30年４月1日 規程第413号

（目的）
第�1条 この規程は，長野県立大学（以下「本学」という）の教員等の研究活動を広く学
内外に公表するため，『グローバルマネジメント』（The�Global�Management�Study�of�
Nagano）の発行について必要な事項を定めることを目的とする。

（編集発刊）
第�2条 長野県立大学図書館・紀要委員会（以下「委員会」という），その他委員会から
任を受けた者が担当する。

（投稿の条件）
第�3条 『グローバルマネジメント』への投稿は、本学が管理する「長野県立大学リポジ
トリ」への掲載について承諾することを前提とする。

（投稿資格）
第４条 投稿資格は本学教職員であることを原則とし，以下の者を認める。
 ⑴ 本学及び長野県立短期大学に専任ないし非常勤として在籍経験がある者
 ⑵ 本学の客員研究員
 ⑶ 本学以外の者であるが，本学の教職員との共同研究者
 ⑷ 本学の教職員の推薦状がある者

（投稿の種類）
第５条 本雑誌に掲載されるものの種類は以下のものとする。
 ⑴ 論文
 ⑵ 研究ノート
 ⑶ 資料
 ⑷ レビュー
 ⑸ 翻訳
 ⑹ その他委員会が認めたもの

（査読）
第�6条 原則1名の査読による意見をもとに，委員会で掲載を判断する。査読者を見つけ

『グローバルマネジメント』紀要規程
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るのが困難な場合は，委員会により査読者なしでの掲載を判断する。

（著作権）
第�7条 紀要に掲載された論文、研究ノート等の著作権は執筆者に属するが、紀要の電子
化および公開化を含む著作物の利用権は、本学に属する。

（細則）
第8条 投稿規定などの細則については別に定めるものとする。

   附 則
 この規程は，平成30年４月1日から施行する。
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2019年1月9日
『グローバルマネジメント』編集委員

1．発刊目的
 長野県民のシンクタンクとしての負託に応え，また長野県立大学内外における学術的な
議論の深化と発展に寄与するためとする。

2．言語
 日本語または英語の横書き原稿を基本とし，その他の言語を事情によって認める。また
縦書き原稿も研究内容などの事情を考慮して認める。

3．字数
 日本語，欧文（シングルスペース）による原稿はともに，A４判（40字×36行，1段組
み，フォント10.5ポイント）で20枚程度以内とする。またそれを大幅に超える場合は，二
編以上に分割するものとする。

4．構成
 原稿の構成は，①タイトル，②要約（概ね400字以内），③キーワード，④本文，⑤引
用・参考文献一覧，を基本とする。
 また参考文献一覧，図表，引用などの各様式については，執筆者の所属学会の規定など
に従うものとする。

5．発刊
 年2回発刊とし，原稿締め切りは，第1号は3月31日，第2号は9月31日を基本とし
て，各年の事情を考慮して，『グローバルマネジメント』編集委員が毎年定めるものとす
る。

6．申し込み
 提出時には，完成原稿2部と，①題名（英文・和文），②執筆者（漢字ないしカタカ
ナ，とローマ字），③所属機関・職位，④連絡先の住所と電話番号，E-mailアドレスを別
紙にて提出するものとする。
 また査読を経て，編集委員会により掲載許可された後，改めて完成原稿1部と，電子媒
体（CD-ROM，USBメモリーなど）による原稿データを，提出するものとする。

『グローバルマネジメント』原稿執筆細則
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執筆者紹介
阿 部 守 一  長野県知事
安 藤 国 威  長野県立大学 理事長
金田一 真 澄  長野県立大学 学長
森 本 博 行  長野県立大学グローバルマネジメント学部 教授
金   賢 仙  長野県立大学グローバルマネジメント学部 准教授
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